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プロローグ①









　突然だが、俺には歳が八歳離れた妹がいる。

　今年、高校二年になった妹は、身長が俺より頭一つ分小さく、けれど所属しているバスケ部では三年生の先輩を押さえてのエース、と運動能力抜群。

　学力もそれほど悪くなく、ショートカットの黒髪に幼い顔立ち。見た目も身内の贔屓目なしに可愛い。

　まさによそに自慢できるほど俺にはできた妹で、両親から「お兄さんなんだからあんたも頑張りなさいよ」と何度、年上兄妹定番の小言を言われたか。でも母さん。俺、すでに社会人なので頑張りの方向が妹とは違うと思うんですけど。

　俺との関係は普通か、少し仲のいい兄妹といったところだ。ただし歳が離れているというのと、昔は両親がいない時、俺が妹の親代わりを務めたことがあるせいか俺の妹はちょっとだけお兄ちゃん子だ。

　中学まではわりとベタベタ甘えてきていたこともあり、夜に一緒のベッドで寝ることもしばしばあった。

　ただ高校生にもなると、自然と妹のお兄ちゃん子は鳴りを潜め、ベタベタ甘えてくることもなくなった。

「おにぃ〜、ジュースとってー」

　いや、人使いは荒くなった。

　今は夜の十時過ぎ。

　会社から帰ってきて冷蔵庫から晩飯を探していると、リビングのソファーの上で寝転がっていた妹がそう言ってヒラヒラと手を振ってきた。

「おい、仕事から帰ってきたお兄ちゃんにまず言うことがあるでしょ？」

「はいはい、お帰り〜。で、ジュースとって」

　気だるげにそう言って、妹は読んでいた雑誌に目を戻す。可愛げというものが歳とともに経年劣化したのが今の俺の妹だ。

　それでも俺は兄貴なので、ラップがかけられた晩飯とともにパックのリンゴジュースを取ってやり、妹の腹の上へと落とす。

「ありがとー」

「心がこもってねぇ」

「ありがとう、お兄ちゃん！」

「今度は嘘くさくなったな」

「うわ、我が兄ながら面倒くさっ！」

　と、他愛もないやり取りを交わし、妹はジュースにストローを通し、俺は晩飯に箸を伸ばした。

　もっちゃもっちゃと飯を食いつつ、ふと、視界に入ったのはソファーの上で寝転がっている妹の風呂上がりのラフな姿。

　黒のＴシャツに短めのゆるいズボンという部屋着姿でリラックスしている。緩みすぎてズボンの隙間から薄いピンク色のパンツが見え隠れしている。

　たぶん、妹じゃなくてこれが同棲している彼女だったら、すごく興奮するのだろうが、俺としては「だらしない格好してるなぁ」としか思わない。

「家だからね」

　どうやら声に出てたらしい。よっ、というかけ声とともにソファーから身体を起こした妹がこっちを向いてそう言う。

「家だからこそちゃんとしろよ。ズボンの隙間からパンツ見えてるぞ」

「えっち。見たならお金を払ってもらおうか」

「むしろお前が俺にそんなものを見せた慰謝料を払え」

「ひどっ！　勝手に見たくせに」

　妹の抗議を聞き流し、俺はパクパクと晩飯はさらえていく。妹はその間、まだなにか言いたそうな目でずっとこっちを見ていたが気にしない。

　そんな妹からの視線を無視しつつ、しばらくして皿の上のおかずが胃袋へと消え、最後の里芋を箸で口に運び終える。と、その時、不意に妹がこう切り出した。

「あのさ、私、彼氏できたから」

「っ!?」

　盛大に吹いた。

　里芋が曲線を描いて向こう側に飛んでいく。ついでに里芋の煮汁が気管に入ったのか、むせるようにして咳き込む。

「ちょ、大丈夫!?　ていうかそんなになるほどのこと!?」

「げほっ、おま、ふざけん、な。つか、なにができた、って？　がはっ」

　俺の問いに、背中をさする妹はごにょごにょと言い淀むようにして、

「だから、彼氏ができたって言ったの」

　そう言って顔を明後日の方向へ背けた。

　一方、俺は俺で、妹からの突然のカミングアウトになかなか思考が纏まらない。

　いや、まあそりゃ妹は身内の俺が見ても贔屓目なしに可愛いし、もし俺と妹が同級生だったら好きになっていたかもしれない。けれど妹は妹。恋愛対象にはならない。ましてや小さい頃、蝶よ花よと妹を見守ってきた俺からすれば娘と言ってもいい、はず。

　お前、それが急に彼氏ができた、だと？

　そりゃあ、お兄ちゃん、ビックリするよ。

「げほっ、げほっ。あー、つらかった」

　お茶を何杯も飲み、ようやく落ち着きを取り戻す。

「……で、なにお前、彼氏ができたの？」

「……うん」

　面と向かってそう問うと、俯き気味に妹は頷く。今さらだが、身内に彼氏できた報告をするのは恥ずかしかったのか、妹の顔は耳まで赤くなっていた。

「えっと、一応、おめでとう？　なのか」

「あ、ありがと」

　モジモジといつものような活気に満ち溢れた妹とは違うか細い返事に、俺はまだ話の続きがあると察する。こうした妹の小さな仕草から、その意図を読み取るなど、お兄ちゃんスキルを持つ俺にとっては朝飯前である。

「でね、その、おにぃに相談があって」

　ほら、来た。さすがお兄ちゃん。略してさすおに。

　などと。どうでもいいことを思っていると、妹は意を決したように顔を上げ、




「おにぃ、私にセックスを教えて」




　そうお兄ちゃんスキルですら読み取れない思いをぶちまけてきやがった。











プロローグ②









　時刻は夜の十一時を過ぎた頃。俺と妹はソファーの上で向かい合うようにして座っていた。

「で、お前は何を言っている」

　あまりの出来事に体が妙な緊張を覚えたせいか、少し上擦った声が出る。ここまでの緊張感は小六の時、親にエロ本を隠し持っていたのがばれてさらし上げられた時以来だ。……ついでに黒歴史まで掘り越してしまって死にそう。

「だから、その、私にセックスを教えてって言ったの」

　そんな俺をよそに、妹は改めて爆弾発言を繰り返す。どうやら欲求不満による俺の聞き間違えではないようだ。いやそうであってほしかった。

　一方で、そう言う妹（高校二年生）は顔を真っ赤にして涙目になりながらも、体ごとじわりと俺の方へ近付いてきた。

　それに俺はストップをかけるべく右手で妹を押し止める。

「一応確認しておくぞ？　……お前、自分が何を言っているのか分かってるのか」

「……分かってる」

　妹としては別に錯乱したとか、とち狂ったゆえの妄言ではないのだろう。いや、兄貴にセックスを教えてって言ってる時点で相当ヤバいが。

　しかし、ならばなおのこと俺は妹に言ってやらねばならない。

「ダメだ」

「うっ」

　毅然とそう告げる。けれどある程度断られることは予想していたのか、妹はわずかにたじろぐだけで、それほど驚いてはいない様子だ。

「まず、俺とお前は兄妹だ。そんなことできないし、近親相姦は倫理的にもよろしくない。第一、お前さっき彼氏ができたって言ってたじゃねぇか。ならそういうのは彼氏とだな……」

　彼氏とのセックスを進める兄というのもおかしな話だが、俺は別にそれはそれでいいと思っている。妹が好きになった相手なら文句はないし、高校生なら避妊さえキチンとすればいいとすら思っている。

　まあ、両親……特に親父はそんなことは許さないだろうし、発覚すれば血走った目で彼氏を殴り倒しに行きそうだが。あくまで俺は親ではなく兄だ。別に気にしない。ちょっとモヤモヤするかもだけど。

「だから相談したの！」

「はあ？」

　突然、妹が夜ももう遅いというのに大声でそう叫ぶ。

「彼氏ができたから、その、おにぃに相談したの」

「ん？」

　理由を聞くと、妹の真意はこうだった。




　まず、実は彼氏との付き合いは去年からで、高校生にしては（俺の主観）そこそこ長い。

　最近、デートしていると彼氏といい雰囲気になるもキス止まりで、そこから先が怖くて進めない。

　彼氏は全然気にしておらず、むしろ妹が大丈夫だと自分から言うまでは待つと言っている。

　でも、我慢させているのは分かっているので、どうにかして先まで進みたい。

　そうだ、彼氏とする前に、おにぃにセックスを教えてもらえばいいんだ！　←今ここ。




　と、いうことらしい。あくまでも妹主観の話なのでその聖人みたいな彼氏がそう思ってくれているのかは不明だが。しかし、

「お前、それで俺に処女を奪わせるのは話が違うだろ」

「分かってる！」

　兄である俺すらドン引きするそのワケに、妹は顔を真っ赤にしたまま距離を詰めてきて俺の胸ぐらを掴む。

「分かってるけど、やっぱ踏ん切りつかなくて……。でも、あんまり我慢させちゃうのもよくないし、その」

「だからって俺とセックスするとか、お前の彼氏に悪いだろ」

「おにぃはおにぃだから、いいって思ったの。他の人だと怖いのは同じだし、彼にも悪いから」

　ようするに兄をバイブ代わりにしようと思っているらしい。妹が小さい頃、親代わりを務めていた俺の末路はバイブ扱いされるのか。……死にたい。

「あのな、さっきも言ったけど俺とお前は兄妹だし、近親相姦はダメなんだって。それにその彼氏？　そいつなら優しくしてくれるんじゃねぇの？」

「……童貞だもん」

「お前、今すぐ全国の童貞に謝れ。ま、とにかくダメなもんはダメ。今回は聞かなかったことにしといてやるから、お前はその彼氏とよく相談しろ」

「……どうしても？」

「どうしても、だ。大体、彼氏を生殺しにしといて自分が先にするってどうなのよ。とにかくダメだからな」

　そう言って空になった食器を台所に片付けようとソファーの上から立ち上がろうとした、しかし、そこで俺はぐらっと妹にソファーの上に半ば叩きつけられるようにして押し倒された。こ、こいつ、ついに実力行使に出やがった！

「おい、バカ、やめ、んっ！」

　馬乗りになり、なおも抗議する俺の口を塞ぐように、妹は唇を重ねてきた。

　吐き出そうとした静止の言葉は行き場をなくし、そしてその先の展開を本能的に感じ取り、慌てて半開きの口を閉じようとした。けれどそれより先に妹の舌が口内に侵入してきて、俺の舌を絡め取るように動く。

　かすかに潤んだ妹の瞳に、驚愕の表情を浮かべる俺の顔が映る。

「んっ……はぁ、ちゅっ……んんっ」

　互いの唾液を混ぜ合わせるようにくちゅくちゅと水音がリビングに響き鼓膜を震わせる。多少の息苦しさから妹の荒い鼻息も聞こえてくる。

　舌へ神経が集中し、妹の舌がどう動いているか鮮明に伝わってくる。

　引き離そうとしても全体重をかけた妹の圧力から逃れられない。くっそ、あとで体重増えたなとか言って仕返ししてやろう。

　と、どうでもいいことを考えながらも必死に抵抗する。これが知らない女なら、相手の舌に噛みついてやるのだが、妹相手にそんな非道なことはできない。

　やがて息が苦しくなったのだろう。ぷはっ、と大きく息つぎの声を出して妹が不足していた酸素を求めて離れる。

「お前な」

　お互いの口を繋ぐ半透明の糸を拭いつつ、妹に抗議の視線を向ける。

「い、いいじゃん別に」

「いいわけあるか」

　何がよろしくて妹とディープキスしなくてはならんのだ。

　けれど妹はここまでしたなら最後まで。という気持ちだったのだろう。白く透き通った細い手が、俺の下半身へ下りてきて、その中心を撫でるように動かした。

「おい。それ以上は止めろ」

　言葉の険を尖らせて妹に言う。キスぐらいならまだちょっと行きすぎた遊びの範疇としてギリギリ許せるが、それ以上となると俺は社会人として、なにより妹の兄貴として止めないといけない。

「……硬い。おにぃ、興奮した？」

「それ以上、止めて下さいお願いします！」

　だが、そんな心持ちはすぐに撃破された。

　いや、というか妹といえど少し大人の女として成熟してきた体が密着してきて、さらにキスして股関をまさぐられたら男の生理現象としてそりゃ勃つよ！　仕方ないだろ！　つか普通、それは男側のセリフだろ！

　と、諸々盛大に言い訳したいが、ぐっと堪えて俺はもう一度社会人としての顔で、妹と向き合う。

「ねえ、続きは？」

「しない。今のはなかったことにしてやるからさっさとどけよ、重いから」

「平均以下なんですけど」

「なら太ったんじゃ……って、痛てぇ！」

　せめてもの仕返しにチクリと嫌みを言うも、頬をぶたれて終了と情けない結果に終わる。やはりマウントポジションを取られている俺が不利か。

「で、真面目な話、続きは？」

「しないって。お前は妹で、俺は兄貴だぞ」

　すると妹は視線を横に逸らして顔をほんのり赤く染めながらゴニョゴニョと言う。

「……でも、その……さ、興奮……したよ、ね？」

「恥ずかしいなら言うなよ」

「……いいでしょ別に。で、するの？　しないの？」

「しつけぇ……」

　やるやらない問答を続けている間、俺は密かにオカンの顔を思い浮かべる。不意に勃起した時、母親の顔を思い浮かべると萎えるって高校の時に友達に教えてもらったことがある。初めて使ったが効果は絶大で、すっと下の方が落ち着いてきた。

　妹も撫でていた硬い感触が急にふにゃふにゃに柔らかくなったことに気付いたのか、ちょっとだけ不満げにこう呟く。

「む、早いよ」

「誤解を招くような物言いは止めてもらおうか」

　誰が早漏だバカ野郎。と、心の中でツッコむ。

「ほら、いい加減どけよ。母さんが起きてきたら困るだろ」

　さすがに俺とエッチしているところは親バレしたくないのか、妹は今までとは違ってすんなりと退いてくれた。

「……ねえ、どうしたらいい？」

「あ？」

　もう一度実力行使される前にさっさとこの場から立ち去ろうとしたその時、妹が小さくそう言った。

「このままじゃ怖くてできないし、私だって頑張ろうと思って」

「だから言ったろ。彼氏とよく相談しろって」

「でも……」

　うにゅ、と妹は不安に押し潰されそうな表情を浮かべる。さすがに高校生だから泣くことはないのだが、俯き気味になって膝の上で両手を合わせて落ち込むその姿は、どこか幼い頃、妹が共働きの両親がいなくてよく寂しがっていた時に見せていた姿と俺の中で重なる。

「あー、くそっ！」

　ガリガリと頭を掻く。ほんの一瞬、本気でこいつを抱いてやろうと思ってしまった。

　昔から妹のその雰囲気に弱い俺は、妹のそれに当てられるとなんでもしてしまう。両親から買わないと言われた人形やお菓子、マンガにゲーム。それを物欲しそうに見る妹のうにゅとした表情は、俺の世話好きと親代わりとしての部分を触発されてついつい甘やかしてしまっていた。

　今回もそれが危うく揺れ動きそうになって、俺は頭を振って追い出す。いい加減、俺も子離れならぬ妹離れしなければ。

「とにかく、よく彼氏と相談しろ」

「……うん」

　悩みに悩んでせっかく相談してくれたのに、突き放すような物言いになってしまって心が少し痛む。だからつい一言甘やかす言葉をかけてしまう。

「けど、どうしても無理だって思ったら言いにこい。相談ぐらいは乗ってやるよ」

「ほんと？」

「ああ、本当だ。できる範囲でなら協力してやるよ」

　俺は妹にそう言って、妹の頭をポンポンと数回優しく叩いてやった。

「……んっ、分かった。それでいい」

　少しだけ晴れた表情になった妹が自分の寝室に向かうまで見送ってから、俺はようやく風呂に入ることにしたのだった。











始まりの夜









　風呂に入って一日の汚れと疲れを流した頃、時計の針はすでにてっぺんを越えていた。

　濡れた髪をそのままに、明かり一つない中、冷蔵庫から取り出したビールを片手に二階へ上る。

　真っ暗な階段を上りきると、右手には両親の寝室。左手には俺と妹の部屋が向かい合わせにある。

「さすがにもう寝たか」

　隣室にある妹の部屋を見てそう呟く。扉の隙間からは光の漏れはなく、完全な暗闇だった。一応、諦めたフリをして、逃げられないよう風呂場に突撃してくるのかと警戒していたのだが、どうやら取り越し苦労だったようだ。

　鍵のない自分の部屋に入って明かりをつける。中学高校の時、両親に部屋の扉に鍵をつけてほしいと頼んだのだが、申請は無情にも却下された。おかげで人一倍スリルのある自慰行為をしていたのは苦い思い出だ。

　部屋の中は自分で言うのもあれだが、本棚とテレビ、それにパソコンと必要最低限の家電と、他に変わったもののない至ってシンプルだと思う。飾り気のない部屋に入ってすぐ俺はベッドの上に座って、ビールを開ける。

　ぷしゅっ、と炭酸の抜ける音が夜中一人で晩酌を楽しむ男の部屋に響く。

　一口含むと風呂で流しきれなかった疲れが溶けていく、そんな感覚に酔いしれる。

「しかしあいつに彼氏がね」

　やがてぽつりと一人呟いたのはそれだった。

　妹に彼氏ができたのは本当に驚いた。生活リズムが社会人と学生では違うから気付くきっかけがなかったが、あいつももうそんな歳なのだ。

　よく言われるのが、歳の離れた妹がいる兄は、自分の中で妹がまだ幼いままらしく、上手く自己の妹像を修正しないと、思春期を迎えた、又は思春期を終えた妹から距離を置かれるらしい。

　俺としては上手く修正できたと思っていても、知らず知らず幼い頃の妹のままだったのかもしれない。でなければ妹に彼氏ができたぐらいであそこまで驚かないだろう。まあ、そのあとは誰だって驚くだろうけどな。

「無理、なんだよなぁ。兄と妹がエッチするなんて」

　世間一般、倫理的にもよろしくない禁忌とされる近親相姦。その禁忌を犯した時に得られる背徳感は凄まじく、普通のエッチじゃ体験できないほどの快楽があるのだろう。

　妹が好きか嫌いかで言えば好きだし、正直、あの可愛さならエッチもしたい。ただし赤の他人なら、という但し書きがつくが。

　……それにさっき妹に押し倒されてキスをされた時、なぜか俺は気持ち悪いとか嫌だとか、そんなマイナスな思いが浮かばなかった。

「なんかな」

　堂々巡りというのか、纏まらない考えを無駄に頭の中でぐるぐる巡らせていくうちに息子が戦闘準備を整えたらしい。妹とキスした時よりもう少し硬さがある。戦闘モードだ。

「仕方ないな」

　なんかちょうどいいのあるかな。

　ベッドの下にある同人誌やらエロ本、あるいはネットで見つけたエロいやつを探す。別に男なら夜中にムラムラするのは普通のことだ。

「これにするか」

　手に取ったのは〇学生のヒロインが表紙の同人誌。何学生なのかは想像にお任せします。ただ、俺はロリコンではない。ストライクゾーンが少し下に広いだけだ。

　ティッシュと印刷ミスしてインク文字が波打つプリント用紙をスタンバイする。ちなみに後処理で匂いを部屋に残さないためには、インク文字で印刷されたプリント用紙でくるむ方が効果がある。これ豆知識な。

　パンツを脱いで左手で同人誌をペラペラと捲りながら右手で息子をしごく。

　ゆるゆると腰から背筋にかけて快楽が上がってくるのを感じながら、少しずつ速くする。

　と、静かに射精感を高めていた時、不意に扉が開いた。

「おにぃ、さっきのことでもうちょい相談が――」

　入ってきたのは妹だった。

　だから扉の鍵は必要だとあれほど言ったのに、よりによって最悪の時に部屋を訪れた妹を見つめながら思う。

　お互いにその場に硬直して、先に動いたのは顔を真っ赤にした妹の方だった。

「ちょ、ちょっとそれ！」

「わ、バカ、声がデカい！」

　すぐ近くで両親が寝ているのに声量が大きい。叫びたい気持ちも分かるが今は我慢してもらいたい。

　慌ててパンツとズボンを穿いて、そして俺は何を思ったのか、焦って部屋の入り口であわあわしている妹を半ば強引に部屋の中へ連れ込む。

　だが、さすがに声が大きかったのか両親の部屋から物音が聞こえ、足音がこちらに向かってくる。

　急いで電気を消して妹とともにベッドに潜り込み、なるべく一人に見えるようにくっつくと、顔の熱が引かない妹が小声で抗議してきた。

「（ち、近いよ）」

「（我慢してくれ。母さんにバレるだろ！）」

　言い合っていると部屋の扉がノックなしに開けられた。いやお母上もノックぐらいはしていただけませんか？　マジでお願いしますよ、ほんと。

「うるさいわねぇ、静かにしなさいよ」

　明かりが一つとしてない真っ暗の中、母さんがそう言ってくる。

「あ、悪い、ちょっと電話しててさ」

「こんな時間まで仕事？　頑張るのはいいけど、静かにして」

「お、おう。りょーかい」

　それに俺は顔だけを掛け布団から出して答える。

　幸い母さんもこれ以上追及する気はないらしく、さっさと戻っていった。

「……セーフ」

　ほっと安堵のため息を吐き出すと、にゅきっと妹が布団から顔を出したのが気配で分かった。

　もう少し静かにしていないとまた親が来そうなので、携帯のバックライトを使って妹の顔を照らし出す。

「お前な、扉を開ける前にノックぐらいしろよ」

「だって音立てたらお母さんたちが起きてきそうだったから」

　いや、ノック音ぐらいで起きないと思うけどな。というか、結局ノックなしでも結果としては親を起こしたけど。

「で、でさ、おにぃ」

「あん？　なんだよ」

　モジモジと再びらしくない様子の妹が俺を見つめながら困ったように呟く。やけに今日はこの表情の妹を見るな。

「さっきからその……あ、当たってるんだけど」

　妹の言っていることがなんなのか、俺はすぐに察した。

　妹の体温と服越しでも分かる柔らかい感触。髪から漂うシャンプーの甘い匂いが鼻腔をくすぐり、それが中途半端に止められた愚息の戦闘モード継続とさらなる膨張をアシストしていた。しかもゆるいズボンから伸びる妹の太ももに、ズボン越しとはいえ息子が触れていたのだ。

「…………」

　俺は何も言わずそっと腰を引いた。

「不運な事故だと思って忘れろ」

「いや、無理だから」

　そこは嘘でも分かったとか言えばいいのに、こいつは変なところで真面目なんだから気が滅入る。

「さっきみたいに、その……ち、ちっちゃくできないわけ？」

「それこそ無理だから」

　半勃ちぐらいならできるが、ここまで戦闘モードになると一回抜かないことには無理だ。つか、何気に酷なこと言いますね。

　そう妹に言って、暗に「早くそこをどいて？　というか部屋から出てしばらく時間を下さい」と言っているのだが、なかなか通じない。

　すると布団の中がゴソゴソと動き、妹の引っ込んでいた手が俺の膨らんだそこに触れる。

「つまり、今おにぃは苦しいんでしょ？」

「ま、まあそこそこ」

　本当は限界の数歩手前だが、そう言っておく。

　けれど、それがいかに愚かで最悪の一手なのかすぐに思い至る。

「なら私が手伝ってあげる」

「はあっ!?」

「ちょ、うるさいって」

　さっきとは逆に妹から咎められる。けど、その提案はさすがに看過できない。

「お前、さっき言ったよな。俺はお前とそういうことはしないって」

「言ったけど、やっぱりおにぃとしたい」

　スマホのバックライトに照らされてこちらを見上げるような上目遣いに、ほんのちょっと、ほんのちょっとだけ俺の中の男が反応した。

　返す言葉を思案していると、妹は静かに俺の息子を撫で始めた。ズボン越しとはいえ、むず痒い快楽が下からこみ上げてくる。

「それにさ、兄妹で結婚は法律で禁止されてるけど、セックスは別にいいらしいよ？」

「……そういう問題じゃないだろ」

「おにぃの言いたいことは分かるよ？　でもさ、そんなの黙っていれば関係ないでしょ」

「関係あるわ」

　互いに黙っていれば関係がバレないなら、世の中すべてが嘘で成り立ち、不倫が発覚して刃傷沙汰なんて面倒なことは起きない。嘘はいずれバレてしまうものだからこそ、嘘なのだ。

　それに俺はすでに社会人で、関係が発覚した際に負うリスクは高校生の非ではない。最悪、すべてを失うだろう。けれどそれを妹は知らない。

　わずかに戻ってきた理性に頼ろうとしたその時、妹がお互いに息遣いが分かる距離まで詰め寄ってくる。

「じゃあ、これだけは聞かせて。おにぃは私とセックスしたくない？　倫理観とか、法律とか、周りの目とか。そんなの関係なしに、私を抱きたくないの？」

「お、お前！」

　そう言って、ちゅっ、と唇を合わせてきた。

「んっ。私はおにぃのこと、好きか嫌いかで言ったら好きだよ？」

「だからって」

「おにぃは私のことが嫌い？　セックスしたくない？　もし、嫌いだからしないっていうなら、わたしは諦める」

　また妹はちゅっ、ちゅっ、と啄むように唇を合わせてきた。しかもその表情は、何度もみたことのある少し悲しげな、うにゅとした顔。

　それがあまりにも可愛くて、わずかに残っていた理性が消失し、思わず妹をさらに自分の方へ引き寄せる。

「……嫌いなわけないだろ」

「ほんとに？」

　返事の代わりにちゅっとキスをする。

「本当だ。大体、嫌いならこんなことしないだろ」

「じゃあ」

　兄貴に抱きしめられて、何度もキスをして、これからされることを分かって、普通なら嫌悪しそうなこの状況で。それでも妹は嬉しそうな顔で俺の手を取る。

「セックスするぞ」

　真夜中の俺の部屋で、これから俺は妹と禁忌を犯す。











妹のハジメテ①









　やると決めてからのキスは全然違った。

「ん、ちゅっ……ふぁ、ちゅる、れる……んぅ」

　お互いに手を繋ぎながら舌を絡め合う。リビングの時とはまた違って妹の口内は少し熱を帯びていた。

　今はスマホのバックライトを使っていないので真っ暗だが、カーテンの隙間から入ってくるかすかな月明かりのおかげで、妹がそっと目を閉じて俺の舌の動きに拙いながらも応じる姿が見える。

　しばらくキスしたあと、唇を離して舌を引き抜くと、名残惜しむように「んっ」と妹の舌先が口からぴっと少しだけ飛び出るように追いかけてきた。

　ついそれが可愛くて、舌先に啄むようキスをする。

　ビクッと妹の体が震えて繋いでいる手に力が込められると同時に、出ていた舌は引っ込んでしまった。

「私から誘ったのは間違いないけど、結構やるね」

「本当、お前が言うな。まあ、毒食わらば皿までだな」

「おにぃにとって私は毒なんだ」

「兄とセックスしようとする妹だからな」

　そう言ってもう一度、妹を引き寄せてキスをする。

「ん、ちゅっ、んぅ、ふぁ……ぁん、ちゅる。……はぁ、キス、やばいかも」

　無意識だと思うが、妹のそれはよく耳を澄まさないと聞き取れないほど小声だった。けど密着している俺の鼓膜にはハッキリと伝わってくる。

「んっ、ちょ、おにぃ待って」

　だが、あえて俺は無視した。

　なにがヤバいのか、事の真意を問う必要もないが、それ以上にその言葉の裏を読み取ることがなぜか怖かった。

「なんか言ったか？」

「聞こえてるでしょ、つか、あっ、やばっ」

　未だに片方のお手ては繋いだままなので、空いている手を妹のシャツの中に入れて胸をゆっくりと撫でる。

　触った感じはさらさらとした肌触り。まるで上等な絹のようで、形は綺麗なお椀形をしている。

「んんっ」

　妹が声を上げた場所は、ツンッと硬くなって少し上向いている。

「はぁ……ちょ、ほんとに……んっ、それ、やばいからぁ」

　指の腹でぐりぐりしていると、潤んだ瞳でこちらを見る妹の声が徐々に甘くなり始めた。というかやたら感度がいいな。

「お前、本当に初めてなの？」

　普段なら聞かないムードもへったくれもない質問だが、相手が妹ということですんなりと聞けた。

「……あんまり言いたくない」

「ふーん」

　ふいっと視線を横に逸らし、顔を半分ほど枕にうずめて解答を拒んだが、俺は妹の頬が赤くなったのを見逃さなかった。たぶん言いたくないのは恥ずかしいからだ。

「んっ……ちゅっ、んぅ……おにぃ？」

　少しだけ妹に対する俺の中の嗜虐心が疼き、妹自身から言わせてみようと試みる。

「ん、ふぁ……ぁむ、ちゅる、れるっ……んっ、ちゅっ」

　さっきはそれほど深いキスではなかったが、今の互いに唾液を交換し合うキスは、徐々に境目がなくなってきて、次第に妹と一つになるような感覚がくる。

　キスと一緒に胸への愛撫も行う。

　敏感な乳首には直接触らないように周囲を撫で、ぐにぐにと痛くない程度に揉む。

　そうしていると妹の口の中が徐々に熱を帯びて唾液の粘度も増してきた。

　胸への刺激がじれったいのか、妹は「もっと」と言わんばかりに繋いでいた手を離し、俺の首に両手を持ってきてふにゃっともたれかかってくると、体を少し揺らして乳首に触れてもらおうとする。おねだりにはちゃんと応えてあげよう。

「ふぅ、んっ、れろ……ちゅっ、ふぁ、……んぅ、ちゅる、んんっ〜！」

　ぷくっと先が硬く膨らんだ乳首を軽く摘まんでやると、妹はびくっびくっと電気が通ったように体を震わせた。

「はぁ……はぁ、……ちょ、たんま」

「どうした？」

　妹がキスされないよう腕で口元を覆ってから、俺を睨んできた。

「おにぃ、もしかして私に言わせようとしてない？」

「なにが？」

　主語が抜けてるぞ妹よ。あと、お兄ちゃんとしては本当にナニイッテルノカワカラナイヨ？

「その、わ、私が、なんでこんなに敏感なのかってこと！」

「わ、バカ、声がデカい！」

　今、親が来たら即死である。しかもさっきお袋は起きてきたから眠りが浅いと思うから余計に静かにしてほしい。

　しばらく二人して固まっていたが、どうやら起こしてはいないようだ。

「で、続きは？」

「その、…………してたから」

「はい？」

　羞恥に顔を赤くして、やがて観念したように妹が口を開いた。

「だから、その……、たまに一人でしてたから、胸とかたぶん下も敏感になったと思う」

　胸からと言ったあたりから声が小さくなっていったが、まあ、これぐらいにしておこう。一応、ちゃんと全部聞こえたしな。

「あっ！」

　胸を触っていた手をそっと下に持っていく。妹も咄嗟に前を塞いだが、残念。それはフェイントだ。遮られても関係ないとばかりにお尻に手を回す。

　ぱっと触った感じ胸と同じだが、運動部に所属している妹のお尻は、掴んだ指をゆっくり押し返してくる弾力があった。

「ちょ、やだっ、そこ」

　ゆるゆるとお尻を触っていると少しずつ前の方の力が緩み、俺はそこを逃さず、ゆっくりと手を移動させた。

「んっ！」

　大きめの声が出そうになって堪えたのだろう。きゅっと目を閉じて唇を噛むその表情は、なかなかくるものがあった。

　落ち着くよう軽くキスをして、まず最初に割れ目に手を添える。

　ぷにぷにした触感に、触れた指先が少し濡れる。いきなりは痛いだろうから、割れ目に添って指を動かす。

　入り口の輪郭を縁取るように指の腹でなぞりつつ、指がぬるぬるになったら、そっと割れ目を開いて膣口に指先を少しだけ入れる。

「分かるか？」

「うん……分かるよ」

　痛がっている様子もない。なら、もう少しだけ入れてみるか。

「痛かったら言えよ？」

　そう言ってさらに奥へ指を進めていく。指の第二関節まで行ったところで膣内が反応を示し、俺の指をぎゅうぎゅうと四方八方から包み込んでくる。

「あっ、はっ、……んっ」

　妹はただ目を閉じて下からくる快楽を素直に感じていた。たぶんここが普段オナっている場所なのだろう。普通に生活してれば一生知ることもなかった所だ。

　小刻みに抜き差しして、ところどころで指を曲げてみる。するとさらに感じたのか、妹は「あっあっ」と喘ぎ声を上げる。膣内も滑りがよくなるほど溢れてきていた。

　これなら大丈夫だと思って、こっそり指を二本にしてみるが妹は感じていて気付いていない。

　くちゅくちゅと水音がハッキリと聞こえてくるにつれて、妹の声は次第にその間隔が狭くなっていき、やがて二本の指で速く動かす頃には、熱くなった太ももがひくつき、表情もどこか切羽詰まったものに変わる。

「あっ、やばっ、イキそう！」

「イっていいぞ」

「え、でも、おにぃがまだだし、あっ、それに……声が我慢できなさそうだし、あっあっ、ちょっと、本当に、っばい……」

「俺はいいから。ほら、そろそろだろ？　声は別にキスして俺が抑えてやるから」

「う、うん……」

　興を削がないように割れ目の真ん中少し上にある小さな突起を親指の腹で撫でてやる。

　どうやらそれがトリガーだったみたいだ。

「ごめんね、おにぃ……私、もう、イっく！」

　宣言通り妹はそう言って体を今日一番震わせた。

　声が出ないようにキスして口を塞いでやり、手も一旦止める。というか、動かしたくてもきっつきっつに締めてくるから動かせない。

「んんっ〜！　んっ、ふー、ふー」

　鼻息が荒く、きつくぎゅっと目を閉じて感じいっている。

「ふぅ、はぁ、……んちゅ……んぅ、ちゅっ、ちゅる……れる、ふぅ……ん、ちゅっ」

　塞いでいた妹の口内にそっと舌を差し出すと、まるで拠り所を求めるように妹の舌が絡まってきた。

　そのまま絶頂が収まるまでキスをして、だらんと妹の体が弛緩するのを待ってから舌を抜く。

「ん、ごめん」

　絶頂の余韻がまだ残るのか、息を切らしながらそう言ってくる。

「謝るなよ。別にイキたくなったら我慢しなくていいぞ」

　頭を撫でながらそう返すと、今度は答えずに顔を赤く染めたままコクリと頷くだけだった。

　秒針の刻む音が静寂の横たわる部屋に響く中、妹が落ち着くのを待つ。

「……はぁ、んっ、ありがとおにぃ」

「別に気にすんな。つか大丈夫か、お前？　続きできる？」

「できる、よ」

　さすがに改めて妹相手にセックスしようぜっ！　とはストレートに言えなくとも、それとなく確認すると妹はさっきよりさらに顔を赤くして頷いた。

　そんな妹を尻目に、俺は体を起こして枕元に手を伸ばす。ごそごそと適当に漁っていると目的の物が見つかった。

「それするの？」

　何を探していのか分かったのか、妹が不思議そうに尋ねてくる。

「いや、するに決まってるだろ」

　薄いやつしかないけど、しないよりは全然いい。というか推奨。

　ズボンとパンツを脱いで、限界まで硬くなっている息子にちゃっちゃっと装着する。

　ふと、妙な視線を感じて顔を上げると、ゴムを着けている様子が物珍しがったのか、妹が興味津々な様子で見ていた。

「……あの、あんまり見ないでもらえます？　つかなんで見てるの？」

「は、初めて見たから」

　ああ、彼氏とはまだキス止まりだもんな。小さい頃はよく一緒に風呂に入ったこともあるが、その時見たモノを、コイツはどうやら綺麗さっぱり全部忘れていたようだ。

「ほれ、お前も脱げよ。俺は準備できたから」

「う、うん」

　妹も一旦ベッドから出ると、いそいそと上も下も全部脱いで全裸になった。いや、下だけでいいのに。ま、いいか。

　改めて妹の体を見る。胸はやはり張りのあるお椀形で、膨れた乳首の先っぽが少し上向いている。

　腰回りはきゅっとしていて、お尻はやや大きめ。運動部に所属しているだけあって無駄な贅肉はなく、それでいて女の子らしい肉付きをしている。

　なにより一度絶頂を迎えたことによって窓から射す月明かりの光のみでも、大事なところがヒクついているのが見えた。

「おにぃ、見すぎ」

「あ、悪い」

　恥ずかしそうにしていた妹だったが、すぐにベッドには入らず、なぜか俺の両足の間に陣取る。

　そしてゴムが着いた俺の息子をおそるおそる握ると、じっと見たまま止まってしまった。

「何してるの？」

「えっと、お返ししようかなって」

「それって、もしかして」

　俺が続きを言う前に、妹はたどたどしい様子で顔を近付けると鈴口に「ちゅ」とキスをしてきた。

　そしておそるおそるといった感じで亀頭をパクっと口の中に収めると、ぎこちない動きで息子を舐め始めた。

「んん、ふぁ……ぁん、んぅ、……ちゅぷ、れる……ん、ふぅ……ちゅる、はぁ……」

　妹は口をすぼめてなるべく頬の内側が当たるようにし、息子の裏側を連動するように舌で舐め上げてくる。でも慣れていないのか時々、歯が当たってくる。

「……ちゅぷ、れる、んぅ……ちゅるる、んっ。……どうかな？」

　息苦しくなったのか、一度息子から口を離す。息継ぎついでに妹が感想を求めてきた。

「ま、初めてにしては上手くできたな」

「そう？」

　射精までは至らないが、これから覚えていけばいいのだ。別に妹が下手という訳ではない。

「ん、ありがとな」

　ちゅっとキスしながら頭を撫でてやる。性的な喜びではなく、どちらかというと兄に誉められて嬉しいといった顔だ。

「ん、じゃあ本当にそろそろするぞ。ほら、寝ろよ」

「うっ。わ、分かった」

　ポンポンとベッドを叩いて妹を招いてやる。すると恥ずかしそうに妹はベッドに乗ると、そっと仰向けに寝転がった。

　俺はその両足を手に取り、Ｍ字のようにゆっくりと開いて間に陣取る。

　俺と妹の二人は、うっすらと開いた妹の割れ目とそこにある膣口に標準を合わせた俺の息子に注目していた。

　緊張のせいか妹の表情が固い。

「止めるなら今だぞ？」

「ここまでしといて男の人って止められるの？」

「……無理だな」

　そう言って割れ目に息子を押し当てると、くちゅっと俺の亀頭と妹の膣口がキスをする。

「じゃあ、いくぞ」

「うん」

　そしてついに俺は、まだ誰も犯したことのない妹の聖域へと挿入を開始する。











妹のハジメテ②









　ゆっくり腰を前に進ませ、先端が入ったことを確認して、添えていた手を離す。

　入ってきた未知の異物に、妹の中は必死に押し返そうと収縮している。

　それをこじ開けるように前へ前へと進み、やがて弾力のある何か引っかかるような感触がするところで止まった。

「…………………………っ！」

　妹もそれがなんなのか分かったのだろう。さっきまで結合部を凝視していたのに、今は俺の顔を見ている。

「…………」

「…………」

　ただ妹のその顔には今まで見たこともないような恐怖の色が浮かんでいる。

　流れで先っぽから膜まできたが、ここから先のことを想像するだけでそれほどまでに妹の顔色が変わるのかと驚いた。

　しばらくお互い無言のまま見つめ合っていると、体を強張らせたまま、妹がコクリと頷いた。それはこのまま進んで自分の処女を散らしてほしいという意味だ。怖いくせに強がりやがって。

「……大丈夫、お兄ちゃんに任せとけ」

「え……」

　なるべく優しくそう言って、俺は腰に力を入れて押し込むように息子を埋没させていく。ただ、恐怖のせいで妹の体の中は余分な力が強い。力を入れるなというのは無理だろうが、このままでは挿入は難しい。

　一旦、止めて俺は妹の体に覆い被さるように近付き、軽くキス。舌も入れて唾液を交換する。

「んぅ、ちゅっ……ん、ふぁ……ぁむ、ちゅる、れろぉ」

　空いた手で胸を揉み、指先で円を描くように乳輪を撫で尖った乳首を摘んでやる。

「あっ、それ、……やぁ、ん、ちゅっ、……ちゅる、れる」

　勃起した乳首を弄られて感じるのが恥ずかしいのか、妹は小声で「やだぁ」と呟く。しかし、それでも俺の背中に手を回してぎゅっと抱きしめてくる。

　キスや胸への愛撫を続け、次第に妹の意識が上に集中する。おかげで膣内の圧もそこそこ抜けた。

　そして挿入を再開しようと体を起こそうとした時、背中を掴む手に力が込められぐっと抱き止められた。

「おにぃ、……ちゅっ、んぅ、ぎゅっと……ん、して」

「……分かったよ」

　ちゅっと、キスして体を起こすのを止めて俺はそっと挿入を再開した。

　今は正常位ではなく屈曲位で少しやりづらいが、妹が安心するなら仕方ない。いつだって兄貴が先に折れてやるものだ。

「…………っ、…………やぁ」

　今度はもう止まらない。もう一度腰に力を入れて息子を進ませる。

　抵抗してくるが、徐々に押し進めていき、その瞬間は訪れた。

　ぶちっ、と何かが裂けるような音が下から聞こえ、妹が今以上に体を強張らせた。

「あっ…………やっ…………っ！」

　同時に、愛液とはまた違うものが息子を伝って落ちる。

　そしてなによりも、遮るものがなくなった妹の膣内は、激しく収縮を繰り返し、入ってきた異物を押し返すのではなく、己の最奥へと挿ってきたモノをいざなうような動きに変わった。

「…………ぐっ！」

　ゴム越しとはいえ、まるで射精を促すような膣内の蠢きに、危うく暴発しかけて歯を食いしばる。

　妹も俺も、全然動いていないのにもかかわらずお互いに荒い息を吐く。

「…………全部、入った……ぞ」

「……うん、分かるよ。おにぃが全部入ってきたのが」

　顔を近付けて啄むように二回、三回とキスをしていると、ようやく妹の体の強張りが解けた。

「やばいな」

　体を起こし、スマホのバックライトを使って改めて結合部を見てみると、真っ赤に染まった血が左右に別れて一筋の川となってベッドに流れ落ちていた。

「ん、私も見たい」

　いくらか余裕を取り戻した妹も、寝転がったまま結合部に手をやり自分の血に触れる。

「あ〜」

　妹はなにか言うわけでもなく、ただそう呟く。

「後悔してんのか？」

「いや、後悔はしてないよ。でも、何か不思議だなって感じ」

　俺にはなにが不思議なのかよく分からないが、処女を散らした本人がそう思うならそうなのだろう。

「それに、おにぃがめっちゃ優しくしてくれたからね」

「だろ？」

「うわ、それはうざいね」

　ドヤ顔して言ってやるとダメ出しされた。お前のためにあれこれ優しくしてやったのに、その反応はおかしいでしょ？

「あっ、ちょっと……」

　抗議するため、ぴょこっと勃起している陰核をぐりぐりイジってやる。

　反応はすぐ返ってきた。さすが自分でちょいちょいオナニーしているだけあって感度がいいな。

「あっ、やばい、って、んっ……それ、あ……やぁ」

　なにより面白いことにクリ弄りをすると、中も連動するように蠢いている。

　快感に悶えて小刻みに動くから、くちゅっ、くちゅっ、と控えめな水音が結合したところから聞こえてくる。その頃には、動いても問題がなさそうになってきた。

「……じゃ、動くぞ」

「う、うん」

　少しだけ声に不安が混じっていたが、ここまで濡れていれば大丈夫だろう。乱暴に腰を動かすことはしないし、ゆっくりヤっていこう。

　亀頭が入り口付近まで来るように腰を引いて、カリ首で膣口を刺激するように小刻みに抽挿を開始する。

「んんっ……あっ、それ……いい」

　そして今度はずるずると半分ほど進んで、同じように後退する。

「あっ、やっ、……んっ」

　痛がるかなと思っていたが、妹は全然そんな素振りは見せず、むしろ甘い喘ぎ声を上げている。なら、もうあとは俺の好きにさせてもらう。というか、我慢が限界まできた。

　奥まで一気に進み、行き止まりのやや弾力のある場所をグリグリと責めてから腰を引いて、また打ちつける。

　次第に結合部からじゅっぼ、じゅっぼ、と大きい卑猥な音が鳴り、それを聞いてまた息子の硬度が増していく。

「あっあっあっあっ」

　白い磁器のような透き通った妹の肌にはセックスによる汗が粒となって浮かび、腰を打ちつけるたびに上下に躍動する胸とともに飛散する。

「きゅ、急に、激しくなった……んっ、よね？　あっ！」

「痛いか？」

「ううん、へーき」

「なら、続けるな」

「あっ！　でも、ちょっとは加減して……んぅ、ちゅっ、ちゅっ、んっ……ちゅる、れる」

　妹の言葉を遮るように唇を奪い、舌を差し込んで口内を蹂躙する。

　胸を揉む手も遠慮がなくなって時計回りに弧を描くように動かし、同時にもう一度優しく陰核も撫でていく。

　次第に膣内がほぐれて膣壁のひだひだも肉棒全体に吸いついてくる。上と下、熱くてとろとろになるような、まるで俺と妹が一つになったような、そんな感覚。

「あっあっあっ！　わ、私……そろそろ、んっ！　イキそう、かも……んんっ！」

「……俺もそろそろヤバいかも」

　湧き上がってくる快感に今この瞬間だけは、目の前の妹が自分の女だと刻むように、腰の動きを強めて激しく打ちつける。

　それに応えるように妹は両足を交差させ、腰に巻きつけてより深く、結合部を密着させるように抱きついてくる。

「やぁあ、これ、んっ、……あっあっあっあっ」

　自分からやっておいてまた感じている。けど今は終わりに向かうための、甘美な音色だ。

「あっ、なんか、おっきくなって……んぅ、ちゅっ、ふぁ……ぁむ、ちゅる、んっ、あっあっあっあっ、も、もう……あっ、わ……私、イクっ！」

　そしてついに限界がきた。

　妹の最奥を突き上げるように肉棒を打ちつけ、わずかに先に絶頂を迎えて反り返る妹をぎゅっと抱きしめる。

「…………っ、…………ぁあ！」

　ドクッ、ドクッ、ドクッ。とゴムを突き破るほどの勢いで溜まっていたモノを全力で出す。心臓と同じリズムで脈打つ中、妹もびくびくっと体を震わせた。

　妹の膣内はぎゅっと締めつけを強くし、降りていた子宮口がちゅうちゅうと膨らむゴムの先に吸いついてくる。

　尿道に残った精液を絞り出すよう腰を小刻みに動かすと、妹は「ん、くっ」と喘ぐと、背中に回した手足から力が抜けて解ける。

「おにぃ……気持ち、よかった？」

「あ、ああ。よかったぞ」

「そっか。なら、よかった。ねぇ、おにぃ」

「ん？」

　ちゅっ、ちゅっ、と労いの意味も込めたキスをしていると、

「ありがと、ね」

　そう言ってどこか嬉しそうに顔を綻ばせた妹は、そのまま静かに目を閉じて意識を失った。

　初めてで、でもあれだけ激しく絶頂したのだ。精神的な疲れが一気に来たのだろう、すぅすぅと寝息を立てて寝始めた。

「……ふっ。まあ、今だけは素直に受け取るよ」

　安心しきったその寝顔に、俺はもう一度キスをした。











俺と後輩









　普段は静寂な室内に、ＰＣのキーボードを叩く音と時折鳴り響く電話の呼び出し音が四方から鳴り響く。

　そこは俺が勤める会社のとあるオフィスの一室。俺が入社して以来ずっと変わらない日常が、今日もそこで繰り広げられていた。

「……先輩、……先輩。もう、先輩ってば！」

「お、おう。なんだ？」

　オフィスの窓際の一角。その末席にいる俺の隣から聞こえた声に振り向くと、後輩がむすっとした顔で立っていた。

「私の話聞いてましたか？」

　軽く怒ってますよアピールをする彼女は、今年入社四年目になる女性社員で、普段は愛想のよい俺の後輩だ。

　肩より少しだけ長い黒髪に、すらっとした体型。顔はちょっとだけ幼いが、着ているスーツ姿がよく似合っている。

「悪い、ちょっと考え事しててな」

「もう、ちゃんと仕事に集中して下さいよ。先輩は私の唯一尊敬できる人なんですから」

「それ、いつも言ってるけどそろそろ止めにしない？」

　そして俺は彼女が新入社員の時、指導に当たったこともある社員でもある。本人の資質によるところもあるが、非常に有能で、彼女はめきめきと頭角を現し、瞬く間に出世していった。

　ついでに当時、指導社員だった俺の株も勝手に上がり、出世した時期が同じということで、今では二人揃って仲良く出世した話は社内でもよく話題に上がるほどだ。

「で、なんか用か？」

「はい。実はこの部分の纏め方なんですけど」

「それはだな、共有フォルダから資料引っ張ってきて貼っつけとけばとりあえず通じる。心配なら別に資料でも用意しとけ」

「分かりました。では、次はこれなんですけど」

　だからという訳ではないが、俺と彼女がこうして顔を近付けて、近距離で打ち合わせや相談していると周囲がニヤニヤと見てくることが多々ある。

　黒髪清純ぽい雰囲気に、物腰も柔らかで明るさも持ち合わせている彼女は、まさに社内の華である。

　そんな彼女が唯一パーソナルエリアを狭めて近寄ってくるのが俺だ。ゆえに社内では俺と彼女が付き合っている疑惑が存在しているのだが、そんな事実は一切ない。

「どうだ？　解決したか？」

「はい！　ありがとうございます」

「ん。なら自分の席に戻れ」

「むぅ、言い方がちょっとキツくないですか？」

　知らんがな。というか、今は一人にしておいてほしい。

　彼女が不服そうに自分のデスクに戻っていくのを見送って、やっぱりここで色々と考えるのは無理だなと席を立つ。

　部屋を出てエレベーターで一つ下の階に降りる。

　出た先を右に曲がってまっすぐ行ったところに、喫煙スペースがあった。俺はそのスペースの近くにある自販機の側にもたれかかって天井を仰ぎ見る。

「はぁー」

　思わずため息。時間的に誰もいないこの場所で、ゆっくりと考えようと思ってきたが、出てくるのは良心の呵責だけだ。

「こういう時こそタバコ吸いてぇな〜。ま、吸えないけど」

　独り言でもなんでも喋っていないとその重みに潰されそうになる。

　こんな状態で仕事に集中できるのか疑問だ。たぶん、今日はいつも以上に残業と格闘することになりそうで怖い。

　今こうなっている理由はただ一つ。昨日の夜のことだ。

　昨日、深夜まで及んだ俺と妹の情事は、行為後、寝落ちしていた妹を無理やり起こして風呂に入る頃まで興奮の余韻が残っていた。

　しかし一夜明けた今日の朝。俺は形容し難い感情に襲われて悶えていた。

　はっきりと手のひらに残る感触に、消臭したはずの部屋にかすかに漂う事後の匂い。それらすべてが夢ではなく現実に起こったことなのだと突きつけてくるのだ。

　唯一の救いは妹が朝練のため、俺より早めに家を出ていたことだろう。俺自身、初めてってわけでもないくせに、どんな顔をして妹に会えばいいのか分からなかった。

　ちらっとスマホのメッセージアプリを開いて見る。妹は今頃、昼休み前の最後の授業を受けている頃だろうか。

　もやもやした、はっきりとしない気持ち悪いものが心の奥底にわだかまる。

　ただ、これだけははっきり分かる。

　俺と妹はもうセックスをしなくていい、ということだ。

　彼氏と初めての行為に及ぶのが怖くて、練習相手として俺とセックスする。というのが、妹が俺に体を許した……求めてきた理由。ある意味、俺と妹が近親相姦を行う上で大義名分となっていた錦の旗である。

　そして昨日、妹は処女ではなくなった。初めての恐怖も、もうないと思う。

　だからもう俺は妹とセックスすることはない。

　本来なら喜ばしいことなのに、なぜかそれを思うと心の奥底がモヤモヤとしてくる。

　妹に恋愛感情はない。たぶんだが、妹の初めてとなったことで変な情でも移ったかもしれない。

　と、そこでエレベーターの方から人の気配がして顎を引く。

「あ、見つけましたよ。先輩」

　通路からひょっこと顔を出したのは、さっき相談に乗ったばかりの後輩だった。

「おう、お疲れ」

「お疲れ様です。……あの、なんか先輩、今日は変ですね？」

　不意に鋭いことを言われてドキっとする。女子はこういう時、第六感が働くからたちが悪い。

「別になんもないよ」

「そうですか？　なんか今日はいつもと違ってぼーっとしていることが多いですから。なにかお悩みなら私、相談に乗りますから」

　ふんす、と意気込む後輩は頼り甲斐があるというよりは、どこか可愛らしさがあって思わず笑みが溢れる。けど悪い。相談内容が内容だけにお前には話せないし、これは墓場まで持っていかなきゃいけない秘密なんだよ。

　なんて勿論言えるはずもなく、視線を空に泳がせる。

「なあ、お前って兄弟はいるか？」

「え、なんですか急に」

「あー、ただの雑談？」

　なかなかにひどい言い訳に後輩も「なんですか、それ」と笑いながら、「一応、弟がいますけど」とそう答えた。

「そっか。なら、弟のこと好きか？」

「え!?　なんですかそれ」

「あ〜、ちょっとな。で、どうだ？」

　我ながらひどいフリだ。こんなの聞かれたって困る。俺も部長から急に同じ質問されたら今の後輩と一緒の反応をするだろうし。

「えっと、普通ですかね？」

「……普通？」

「はい、好きとか嫌いじゃなくて、一番身近な他人……っていう感じなので」

「一番身近な他人……」

「はい。だから好き嫌いどっちかじゃなくて、普通です」

　なるほど、そういう表し方があるか。

　それに、おそらくこれが一般的な模範解答に近いのだろう。俺だって昨日まではそれに近い感覚を持っていたし。

　では、今はどうなのか。なんて自問自答してみるが、結局のところ行き着く先は、霞んだ暗がりの中で明確な答えなんて見つからない。

「あ、あの、先輩？」

　急に俺が黙ってしまったことで、後輩は何か間違ったのかと不安そうな顔を浮かべる。安心しろ、お前は何一つ間違ってないよ。

「そうか、弟のことは普通か」

　そう一人呟いて、俺は自販機に硬貨を入れて紅茶を一つ購入する。

「だよな。それが普通だ」

　取り出し口に落ちてきたその冷えた紅茶の缶を取り出して、俺は後輩に手渡してやった。

「先輩、これは？」

「相談料だよ。受け取れ」

「そんな！　いつも先輩には相談に乗ってもらってますからお礼なんていりません！　というか、今のが相談ですか？」

「ま、そういうことだ。いいから黙って受け取れ。後輩に相談しておいて礼をしないのは先輩の矜持に傷がつくからな」

　そう言って渋る後輩に紅茶の缶を強引に手渡して、俺はエレベーターに向かう。健気な後輩ちゃんは、慌てて後ろから追いかけてきた。

「やっぱり先輩、今日は変ですよ」

「変とか言うな。ほら、急いで戻ろうぜ。じゃないと残業がキツくなるぞ」

　兄妹は一番身近な他人で普通。それが世間一般的な兄妹への見方であり、模範的な答え。

「やっぱ、話し合いするしかねぇか」

「え？　なにか言いましたか？」

「いや、何にも」

　だからこそ妹とは今日話し合わないといけない。昨日のことは勿論、これからのことも。

　さしあたっては帰りにビールでも買っていくか。素面だと緊張するからな。

　……大人って、こういう時はズルくなれるから得だよなぁ。











妹とオフロ①









　ビールとおつまみが入ったコンビニの袋を片手に、家に着いたのは昨日より少し遅い夜十一時頃だった。

「ただいま」

　リビング以外の部屋はすべて明かりが消えているせいで、玄関から先はのっぺりと暗い。

　暗がりの中、重い足取りでリビングに向かう。扉を開けて中に入ると、両親は今日も規則正しい時間に就寝したらしく、リビングには妹だけがいた。

「なっ！」

　ただし、上は少し大きめのワイシャツで、下は水色と白の横縞模様のパンツしか穿いていないという無防備な姿で、すやすやとソファーの上で寝ていた。というか上のシャツはどことなく俺のワイシャツと同じに見える。

「……すぅ……すぅ」

「なんつー格好で寝てるんだよ。風邪引くだろ」

　繰り返すが、昨日までならなんとも思わない妹の格好に、俺は人知れずドキドキしていた。セックスを情事と言い換えられるだけあって、一度抱いたら邪な感情が芽生えるのかもしれない。

　このままでは色々とあれがナニなので、普段使われていない隣の和室からタオルケットを引っ張ってきて、妹にかけてやる。

「しかし呑気に寝てるな〜。こっちはあれこれ考えてたのによ」

　タオルケットをかけてやるついでに、ぷにぷにと妹の頬をつつく。

「んっ」

　一瞬、眉が中央に寄って顔をしかめたが、起きる様子はない。しかしこうして寝顔を見ていると、まだまだ子供だなぁ。

　そう思いながら妹の横顔を見つめていると、不意にガチャと音を立ててリビングの扉が開いた。

「あら、帰ってきてたの？」

「おわっ!?」

　勢いよくその場に立ち上がり、背筋を伸ばす。別に悪いことをしたわけではないのだが、なんとなくこうなってしまった。

「静かにしなさいよ。今何時だと思ってるの」

「す、すみません」

　怒る母親に、俺はペコペコと大袈裟に恐縮する。夜中のトイレの帰りなのか、シンクに近付くと手を洗い、その流れで冷蔵庫を開けて大皿に盛られたカレーを取り出した。

「レンジに入れとくから、できたら取り出して食べなさいよ」

「あ、ああ」

　眠気のせいで半目になったままの母親は、あくび混じりにそう言ってリビングから出ていこうとする。

　寝ている妹にちょっかいを出していたところは見られていないのか、と密かに安堵していると不意に母親が振り返った。ま、まだなにか？

「あと、その子まだお風呂に入ってないから、お湯は抜かないであげてね」

「え？　まだ入ってないのか？」

「そうよ。部活で疲れたんだと思うけど、帰ってきてそのままの格好で寝たから。途中、起きてご飯は食べたけど、やることがあるからお風呂はあとで入るって言って、そのまま二度寝したけどね」

　だから抜いちゃだめよ、と言って今度こそ母親はリビングから出ていった。

「やること、か」

　なんだろう。昨日の今日ということもあって、たぶん、俺に用件がありそうだけど、その内容が予想しにくい。

　今朝、顔を合わせなかったこともあってただでさえ俺的にはかなり話しづらいのに、この上なんの用件があるのだろう。

「本当、ビール買ってきてよかった」

　呟くと同時に、カレーが温まったことを知らせる音が聞こえてきた。

　レンジから取り出した、明らかに一人分にしては量が多いカレーは明日の朝ご飯にでもなるのだろう。どんぶり鉢に白米を半分よそって、その上にカレーをかける。

「……うにゃ」

　するとカレーの匂いに反応して妹が起きた。

　かけてあげたタオルケットがずり落ち、寝相が微妙に悪かったのか、シャツの胸元がはだけて白い谷間がちらっと見えている。

「うー」

　眠気を払うよう目を擦りながら寝起きの猫みたいにゆっくりとあたりをキョロキョロした後、俺と目が合った。

「……よう。起きたか？」

「……………………え？」

　心の動揺が悟られないよう努めて声をかけた俺だが、妹の方は一瞬フリーズしたように俺を見た後、見るみるうちに顔を赤く染めた。その反応で、俺だけが昨日のことを意識しているわけじゃないのが分かって少しだけホッとした。

「お、お帰り」

　わずかに視線を逸らしつつ、妹は髪の先をくるくると指で弄りながら言う。なんだろう。昨日の夜を経てから妹の仕草が妙に可愛く映る。

「よく寝れたか？」

「あ、うん。部活から帰ってきてから寝て、途中でご飯食べてから……」

　時計を見て自分の睡眠時間を計算していると、急にさっきよりも顔を真っ赤にして、勢いよくシャツの裾と大きく開いていた胸元を押さえた。

　どうしたんだコイツ？　とカレーにぱくつきながら思っていたら、妹はこっちを睨みながら尋ねてきた。

「……何もしてないよね」

「ぶっ!!」

　盛大に吹いた。妹は自分の姿を認識して、俺に何かされたのかと思ったらしい。

「ちょ、おにぃ汚い！」

　誰のせいだと思ってやがる！　てか、昨日もありましたよね。このやり取り。

　コップに入った水を一気に飲み干す。昨日と違って米粒が気管に入らなくてよかった。

「てか、その反応、まさか」

「してない。絶対してない」

　俺はいったい妹の中でどんな印象を持たれているのだろうか。少なくとも俺は寝ている妹に変なことはしない。もうちょっとお兄ちゃんを信用してほしい。

　なんと言うか、今の妹を見ていると今日一日あれだけ苦悩していたのが馬鹿らしく思えてくる。

「はあ、まあいいか。それよりお前、起きたなら風呂入れ、風呂」

「え？　なんで？」

「いや、その返しはおかしいだろ。お前が入んないと俺が入れないだろ」

　今からさっさと入ってくれれば、俺が晩飯を食い終わる頃には出てこられる。無駄な待ち時間もないからいいと思う。だが妹は、

「…………一緒に入らないの？」

「ぶふっ!!」

　本日二度目である。ご飯粒が霧雨のように飛び出た。これが本当のライスシャワー。我ながら汚ねぇ。

「ねえ、おにぃ汚いってば！　あと驚きすぎだし」

　お前が言うなと言ってやりたい。というか今なんて言った？　一緒に風呂!?　俺とお前が？

「どうしたんだお前。学校で嫌なことでもあったのか？　お兄ちゃん、相談に乗るよ？」

「……それはちょっと気持ち悪い」

　心配してるのに妹はそう言って本気で引いていた。というか、そんな後ずさらないでほしいです。お兄ちゃんすごい傷付く。

「はいはいキモくてごめんね。んで、なんで一緒に風呂？」

「まあ……その、相談がありまして」

　今日は相談という単語をよく聞く。でもなぁ、昨日からの流れを考えると嫌な予感がする。

「ダメ、かな」

　用件を察した俺の顔が否定的に映ったのか、先回りして妹はそう呟く。

「…………卑怯だぞ、お前」

　うるうると潤んだ瞳、いつもの甘えたうにゅとした表情にプラスして、今の裸ワイシャツのような姿のままで妹が詰めてきた。

　それをやれば俺がなんでも受け入れると思ってないだろうな、妹よ。後、俺も俺で毎回毎回これにやられているとか、チョロすぎる。

「ここじゃあ言いにくいことか？」

「うん。万が一お母さんに聞かれたら一巻の終わり」

　それほどか。まあ。親にバレたら一巻の終わりってのはよっぽどのことだな。というか、高校生の妹と社会人の兄が一緒に風呂に入ることの方が危険だと思うけど。

「……分かったよ」

「本当？」

「本当本当。ちょっと待ってろ、これすぐ食べるから」

　さらさらとカレーをかき込んでシンクの流し台に空のどんぶりを持っていく。

「よく噛んで食べなよ」

「バカ。あんまり長いこと入ってるとお袋にバレるだろ。ちゃんと話は聞くけど、時間はかけられないからな。ほら」

「……あ」

　ソファーの上で膝立ちしていた妹の手を取って風呂場に向かう。

　一応、リビングの電気はつけておく。カモフラージュ的な意味だが、効果は薄いだろうな。

　まあ、妹が中学一年の頃までは親公認で一緒に風呂に入っていたからな。今は一緒に入ってもいい顔はされないだろうが、それほど怒られないだろう。たぶんだけど。

　洗面所と併設している脱衣所に入って鍵をかけて、二人背中合わせになる。

「…………」

「どうした？」

「……別に」

　俺がぱぱっと服を脱いでいると妹がそう呟いた。なんかあるのかと訝しむが、何も言ってこない。

　ただ、あちこちへ視線を泳がせたと思ったら、すぐに俯いて黙ってしまう。

　お兄ちゃんスキルを持つ俺なら……というか大体の人が分かると思う。

　このままぐだぐたやっている時間もないから、お兄ちゃん、言ってあげるよ。

「もしかして恥ずかしいのか？」

「〜〜〜っ！」

　すぐさま背中に張り手をもらった。やはり俺のお兄ちゃんスキルは精巧だ。さすがお兄ちゃん、略してさすおに。

　ただし素っ裸の状態でもらったせいで背中に真っ赤なお手て紅葉ができたと思う。

「あのな、お前から誘ってきたのにそれはないだろ」

「それはそうだけど。なんか……」

「それにさ、こんなことはあんまり言いたくないけど今さらだろ」

「――っっっ!?」

　バシバシと追い打ちをいただく。俺、叩かれて喜ぶ趣味は持ってないからほどほどにしてほしい。

「も、もう！　ぬ、脱げばいいんでしょ、脱げば！」

「おい待て。その言い方はやめろ」

　なんか俺が妹に脱衣を強要してるみたいだろ。そういうの誰かに聞かれたら困るのは俺なんだからやめてほしい。

　半ばヤケクソ気味に上のシャツを勢いよく脱ぎ捨てる。それを横目にシャンプーとか色々用意していると、なぜかパンツに手をかけたまま逡巡している。

　パンツ脱ぐぐらいでそこまで躊躇うもんか？　と、思っていた俺は世界一の馬鹿である。

「…………」

　パンツを脱いで、生まれたままの姿で佇む妹の姿は目に毒だった。

　昨日、コイツとセックスした時は部屋が暗いこともあってよく見れなかったが、今は違う。

　シミ一つない白く瑞々しい肌、齢相応の大きさの胸は張りがあって、つんっと上向いた桜色の乳首。

　お腹回りはモデルとまでは言わないが、少しきゅっとしていて、両足は運動部らしく締まっている。

　なによりお腹の下にある妹の秘裂は薄い陰毛に覆われていて、女性として成熟してきた証に、わずかにはみ出ているビラビラがなんとも言えないエロさがある。

　なんか……今まで気付いていなかったけど、コイツって結構エロい体してるよな。

「おにぃ。見すぎ」

「あ、悪い」

　言われて視線を明後日の方向へ逸らす。

「別にいいけどさ。でも、それはどうにかならない？」

　ちらっとこっちを見て、妹は俺のある一点を指差す。そこには見るまでもなく、すでに息子が戦闘モードに入っていた。

「……諦めてくれ」

「……別にいいけど」

　なんとも言えない居心地の悪さが、俺たちの間に横たわる。気まずいっていうものじゃない。

　あまりの雰囲気にいたたまれなくなった俺は一人無言で浴室に逃げ込んだ。無理、これ以上は無理だ。

「あ、ちょっと待ってよ」

　慌てて後ろから妹も追いかけてきた。お互い、この件はノータッチということで一致したらしい。助かった。

　ちなみに逃げ込んだ我が家の風呂は、よそに比べて少し広いほうだと思う。大きさとしては、大人二人が余裕で足を伸ばして湯船に浸かれる広さがある。子供の頃はただ「家の風呂は広いぜ」と友達に自慢していたが、なんでこんなに広いのかその意味と目的が分かったのは中学生の時だったっけ。

　けれど今は俺たち兄妹が使うことになるとは……。感慨深い、とまではいかないが、また違った感情が心の中に芽生える。

　浴槽には腰まで浸かれるほどのお湯しか入っておらず、継ぎ足ししながら入ることに。

　その間、浴室マットの上に妹と隣り合わせに座って、俺は体を冷やさないよう温かいシャワーを妹の体にかけてやった。

「ひゃん！」

「おい、変な声出すなよ」

「ち、違う、これはその……ビックリしたから」

「お、おう」

　そこで初めて風呂場で妹と向き合う。しかしタイミングが悪かったのか、シャワーが当たった後の水滴が胸のあたりから下に垂れていき、内股で座っていた妹の魅惑の三角地帯に溜まって、陰毛がしっとりと水気を帯びるのが視界に入る。

　けれど俺の視線を感じたのか、さっと両手でそこが隠されて、視線を上げると恥ずかしそうにしている妹が、

「おにぃ、さっきから見すぎ」

　そう顔を真っ赤にして言ってきた。いやまあ見てたのは事実だけど、その……なんというかここまで来たならばもう恥ずかしがることでもないような気がしてきた。

　それに昨日の夜、体を重ねたことを思うと、これ以上恥ずかしいことなんてないように思える。

「ほら、こっち向け。体、洗ってやるから」

「えっ!?」

　いっそのこと開き直ってしまえばいいんじゃないのかと、体を隠す妹にシャワーをかけて、俺は自分の手にボディーソープを数回垂らす。

　そんな俺になにか言いたげな妹の視線を無視して、両手を擦り合わせ泡立てた手で、妹の腕を取って上下に数回擦りつける。

「んっ、すぐったい」

「我慢しろ」

　片方の腕を泡まみれにしたら、そのまま肩、脇、後ろに回って背中全体を撫でるように洗う。

「おにぃ……これ、恥ずかしい」

　堪えきれない羞恥を訴える妹だったが、無視して続行する。そもそも本題は一緒に風呂に入ることじゃない。洗うついでに、さっさと俺は切り出すことにした。

「で、相談ってなんだ？」

「え？」

「え、じゃねぇよ。相談があるんだろ」

「あ、ああ……うん。あるよ、相談」

　タイミング的に今聞かれるとは思っていなかったのか、妹が少しの間考えを纏めるために沈黙する。

「……その、昨日さ、私たち……その、シタじゃん」

「お、おう」

　まあ昨日のことだろうとは思っていたが、実際言われると身構えていても結構動揺するな。

　けどもしかしたらそれは普通の性交ではなく、近親間での性交を行ったという後ろめたさから来るものかもしれない。

「そう言えば今日、彼氏とはどうだったんだ？」

　前提として俺と妹が近親相姦に至った理由が、妹が彼氏と初めてセックスをするのが怖くて、それを克服する練習として俺が相手する、という体だ。

　そして昨日の夜、俺と妹は体を重ね、妹は処女を散らした。

「今日も途中まで一緒に帰ったよ」

　だから俺としては彼氏とどうなったのかを知りたいわけなのだが、なんだか言い方が妙だ。表情もどことなく昨日、俺にセックスを教えてほしいと言い出す前に類似している。というか、

「なんで家かホテルに行かなかったんだ、お前？」

　その点が疑問に感じた。

　というのも、昨日、多少なりとも俺とセックスできた時点で、怖いという感情は薄らいでいるはずだ。

　妹の彼氏も、話を聞く限りでは優しそうだし、今まで待たせた分、飛びっきり甘い雰囲気でえっちすればいい。妹に彼氏とのセックスを推奨する兄もどうかと思うが、俺たち兄妹が近親壮観に及んでまで目指すゴールはあくまでもそこなので、こればっかりは仕方ない。

　話を戻すが、どうやら妹はそのまま普通に帰ってきたらしい。

「お前なぁ」

「違うもん。まだ怖いっていうか、タイミング？　的にはまだと言うか」

　わたわたと言い繕う妹は、こっちを一瞬だけ見てまた前を向く。

「それにほら、二回、三回と続けてしないと痛くなくならない、とかよく言うじゃん　だから、その」

　必死に弁明しているが、要はこういうことだろ。

「お前、また俺としようとしてるな？」

「……………………はい」

　思惑を瞬時に見抜かれ、言い訳もせずに俯いた。

　まだ怖い、というのは本心だろう。タイミングも重要だし、そこらへんは嘘ではない。

　けれどあえて俺は、気持ち悪さ全開で断言する。

　妹は、また俺としようとしているのだ。しかも、風呂に入らずにいたのも多少、期待してのことだと推測できる。

　そしてなぜなのか。これも言い当てることができる。

「気持ちよかったのか？」

「――っ！」

　沸き立つヤカンのような音が聞こえてきそうなほど一気に妹の顔が赤くなった。そしてなにか俺から叱られると思ってなのか、ぎゅっと目を閉じてしまった。別に怒らないのにな。

「ま、仕方ないな」

「へ？」

　ポンっと頭に手を置いて呟く。

　実際問題、俺に妹を責める資格なんて当然ないし、そもそも俺は共犯者だ。さらに言えば妹の気持ちは分からないでもない。言ってしまえば近親相姦はそれほど業が深い禁忌である、ということだ。

　本当は妹に、昨日の一回で止めようと言うつもりだったが、なんか今になってどうでもよくなってきた。

　兄妹揃って同じ沼にはまりかけてる。妹が彼氏と結ばれる日まで堪えきることが俺たちにできるか、今から心配になって思わず笑ってしまう。

　それより今は体を洗っている途中だ。お袋が来るまでに終わらせないと言い訳不可能な面倒くさいことになる。

　俺はそっと妹の両脇から手を前に持っていく。

　一瞬、ビクッと体を震わせて、それでこれからどこを洗うのか妹も分かったのだろう。そこはかとなく吐く息が熱を帯びている。

「で、どうする？」

「……………………いじわる」

「俺は自分でしてもらうならそれでいいぞ？」

「…………ほんといじわる」

　むぅと不機嫌そうな顔で見つめてくる。俺が言わせたいことが分かっているのだろう。

　ちょっとだけ胸を下から撫で上げるような動きで愛撫する。

「やっ、そこ……あっ、んっ、ん、はぁ……」

　ボディーソープの泡が普段とは違ってぬるぬるとした感触が気持ちいいのか、甘い喘ぎ声が浴室に響く。

　やがて観念したように妹は官能に染まった声で言った。

「おにぃ……もっと、して」
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　泡立てたボディーソープのおかげで、妹からおねだりを受けた俺の手は、よりスムーズに妹の胸を愛撫できるようになった。

「んぅ、あっ、やぁ……そこ、んっ、あぁ……」

　妹の胸を揉み、円を描くように撫で上げると、にゅるん、にゅるんといやらしい音が奏でられる。妹もほどよく感じているようだ。

　おそらく妹の性感帯は胸か、より正確に言うと乳首であることは、昨日の夜に分かっている。

　けれどあえて乳首には触らず、俺は胸全体を揉んでいくことにする。

　しばらくして妹も俺の思惑に気付いたのか、かすかに身動ぎして指先に乳首を当てようとしてくる。だが、それを避けて手を動かしていると、妹は顔だけこっちに向けると抗議の視線で見つめてきた。

「…………ちゃんと触ってよ」

「あ、はい」

　正直、そこまでハッキリ言われるとは思っていなかった。恥ずかしながらもそれとなく言ってくるものだと思っていたが、どうやら我慢する気はないしい。

「……もっと、上」

　その証拠に、もじもじと内股を擦りながら、上気した熱っぽい声音でもう一度おねだりをしてくる。

　促されるまま頂点に訪れると、すでにそこは硬く膨らみ、つんっと斜め上を向いていた。

「……あっ」

　指で軽く触っただけで妹が声を上げる。

　俺の思った通り、ここは妹の最も弱い性感なのだろう。

　きゅっ、きゅっ、と隆起した乳首をしごく。

　あまりの快楽に声が大きくなりそうなのを我慢しているのか、妹は手の甲で口元を押さえる。

　それでも徐々に喘ぎ声が抑えきれなくなってきたのか、ぎゅっと目を閉じて、開きかけの口から吐息が溢れ出る。

「おい、こっち向け」

「……はっ、んっ、な、なに？　んっ」

　悩ましげな声をもらしながら、妹がこっちに振り返ると同時に、俺は妹の唇にキスをした。

「ちゅっ、んっ、ちゅ、ちゅ、……んんっ」

　舌を口内に滑り込ませ、互いの舌先が触れるとそのまま絡み合わせ深いキスをする。

　キスで口を塞がれたことで、喘ぎ声を自分で我慢する必要がなくなったせいか、閉じていた瞼が開き、とろんとした瞳が顔を出す。

「ちゅっ、ふぁ、ちゅちゅ、ちゅる……ちゅぅ」

　しばらくしてキスの粘度が上がってきた頃、ちらっと妹の下半身に目を向けると、切なげに太ももを擦りながら俺から与えられる快楽に喘いでいた。

「おにぃ、もしかしてキスするの好きなの？」

「あー、どうだろ？　前に確か、他の人よりするわね、って言われたことはあるけど」

「……キス魔」

「うっせ」

　俺はこっそりと気付かれないように右手をその股の間に滑らせ、ぷにっとした感触が指先から伝わってきた。

「あっ、おにぃ……そこ、ん、ちゅ、ちゅ……んっ、ちゅっ」

　触られて初めて気付いた妹だが、拒否するのではなく甘えたような声音で鳴くと、俺の手の動きに合わせて、ゆっくりと閉じていた股を開く。

　阻むもののない無防備になった妹の大事なところを優しく触る。痛くないようにやや勃起した陰核を摘まみ、そっと擦ると妹はビクッと体を強張らせた。

　オナニーはするみたいだから妹の感度はそこそこいい。擦るのを止めて手を下に這わせ、指先が膣口に触れた。

　にゅぷっ、と明らかにシャワーとは違う、温かくてとろとろの液体がそこから溢れていた。

「……んっ、はぁ、そこ」

　動きが一時止まったことで、もどかしい感じが下から這い上がってきたのか、妹の呼吸が荒々しい。

　壺の縁をそろそろと筆の先で動かすように指で膣口の周りを描く。それと連動するように、妹の太ももがピクピクしているのが面白い。

　指を膣に入れるとそれがさらに顕著になる。膣内もきゅうきゅうと締めつけてくる。

　すべて入ったところでまた止まると膣壁が動き、中にある指を愛撫する。妹本人も、それから膣内も指とは違う本当のモノを望んでいるかのような動きは、こっちもその気にさせてくる。

「ふぇ……？」

　さして動かずに引き抜かれた指に、妹は離れてほしくないからなのか、無意識に声を上げた。

「体洗ってからな」

　うろんな目で見つめてきた妹にそう言って、今度は真面目に体を洗っていく。

　俺のその言葉で、自分がどんな表情をしていたのかを察した妹の顔は、みるみるうちに赤くなっていった。

「…………ばかぁ」

「はいはい。ほら、バンザーイしろ」

　耳まで赤くなった妹の体を洗い、今日一日の汚れが綺麗に流し終える。

　その後で俺が体を洗う間、妹を先に湯船に浸からせていると、さっきの仕返しでもしようと思ったのか、妹が「お返しに洗ってあげようか？」と言ってきたが、丁重にお断りしておいた。

　そんなやり取りをしつつ洗っている途中、一人で入るには明らかに大きい湯船に浸かりながらこっちを見つめてくる妹の視線は、膨張して戦闘モードになっている俺の息子に注がれていた。バレてないと思っているのか、遠慮がない。お兄ちゃん、分かってるからね？

　俺も洗い終わったことだし、風呂に浸かる。さすがに大人一人と高校生一人が一緒に風呂に入ると浴槽の縁にまでお湯がきて溢れそうなった。

　しびびっ、と身震いする。思わずため息が口から出る。

　ゆるゆると疲れた体をほぐしていると、理性を取り戻した妹がするっと隣に移動してきた。

「そう言えばさ……エッチする時のおにぃ、妙に手慣れてない？」

「別に普通だろ。というか、自分では上手い下手とか分からないし」

「そうなん？」

　そう言って妹は俺の肩に頭を乗せると、だらしなく両足を伸ばしている。

　実際、俺自身やり方が上手いとか思っていないし、なにより初めての時はひどい失敗もした。

「それにあれだ、お互いが相手のことを思いやってすればいいだろ」

「綺麗事じゃん」

「エッチに綺麗もくそもあるかよ。綺麗にしとくのは身だしなみと股関の二つだけだろ」

　風呂場の天井を見上げると無数の水滴がついていた。

「でも、男の子って……その、上手い人がいいんでしょ？」

「それは人それぞれだろ」

「うん、まあそうだね」

　ちゃぱちゃぱっと湯を叩くと、遠い目をしてより体を預けてきた。

「なあ」

「ん？　なに……ん、ちゅ、ちゅ、んっ」

　腰に手を回して妹を引き寄せ、軽く啄むようキスをする。

「次は俺の番な、お前さ……」

「ん、ちゅっ……なに？」

　答えた妹の理性的な目は、くだけたように蕩けている。そんな妹の胸を片手で揉みながら耳元で囁く。

「ここでするか？　それとも部屋でやる？」

「――っ！」

　のぼせたのとは違った赤みが頬にさす。

　それにたぶんだが、妹も風呂場でやりたいことがあるはずだ。だからリビングで待っていたのだと思う。

「……ゴムないから、その……ここじゃできなくない？」

　けれど一度冷静になったせいか妹は素直にうんと頷かず、ここにゴムがないことを建て前に、俺に決めさせようとする。けど、残念だったな。

　両親がこの風呂を広くした理由を考えれば、ゴムなどいくらでもあるのだ。

「ゴムならあるぞ」

「え？」

　温度調整ができるタッチパネル型の湯沸かし器。実はこれ、決められたボタンをとある順番で押すとあら不思議。引き戸のようにパネルが開く仕組みになっている。中を覗くと奥行きのある小さな空間が現れた。

　そしてそこには、箱から出された大量のコンドームが山盛りにされてあった。

「中学の時に偶然見つけてな。ストックが多いから一つや二つ、使ってもバレないぞ」

　なぜ、箱から出してこんな仕舞い方をするのかは想像したくないので割愛するが、とりあえずこれで今からでもセックスはできる。

「こんなのあったんだ」

　妹は初めて知った風呂場の秘密に驚いていた。

「で、どうする？」

　ちゅ、ちゅ、と耳や頬にキスしながらゴムを三つほど取り出して、パネルを元に戻す。

　やがて、観念したように、けれど恥ずかしそうに妹はこっちを見ると、濡れた唇を開いた。

「あの、どっちでもいいんだけど、一つだけいい？」

「なんだ？」

　もはや恒例となったモジモジタイムに入ったところで、妹がお願いを口にする。

「おにぃのそれ、舐めさせてほしい」

　そう言って妹は指で俺の戦闘モードに入っている息子を指し示す。

「舐める、ってことは……もしかしてフェラしたいってこと？」

「……はっきり言いすぎ。おにぃ、デリカシーなさすぎだから」

「あ、ごめん」

　素直に謝ると、妹は一つやり返せたと笑って、そっと片手で俺の息子を掴んだ。

「やっぱり、おにぃのこれ硬くておっきいね」

「……どうも」

　ペタペタと遠慮のある手つきだが、お湯の中でも伝わる妹の指のしなやかさというか、感触が小さな快楽の塵となって降り積もる。

「昨日さ、正直あんまり上手くなかったでしょ？　だから教えてほしいっていうか……」

　そこまで言われて「ああ、なるほど」と、妹が俺の帰りを待っていた理由が分かった。

　エッチはするけど、その時に使えるテクニックを教えてほしいのか。

　だから男は上手い人が好きだとか、聞いてきたのもそれとなく俺に伝えようとしたのだと思う。ある意味、健気だな。兄貴とはするくせに。

　と、ここである疑問が思い浮かんだ。

「お前さ、この際だからはっきり聞くけど、彼氏とはどこまでしたんだ？」

　彼氏とエッチするのが怖い。その予行練習に俺とセックスしている。これが俺たち兄妹の体を重ねる理由だ。

　けど、具体的に妹とその彼氏がどこまでしたのか俺は知らない。

　昨日の夜。お返し、と妹にフェラはしてもらったが、その拙い動きに俺は初めてだと思った。

　しかし、本当は彼氏が先なのかもしれない。だとすると俺が妹に仕込むとバレないだろうか。自分で仕込みたいという人もいるだろうし、今さらだがそこまで俺とする理由がないと思う。

「えっと……彼とは、キスと、あとは……お互いに触ったり触られたりぐらいかな」

「それじゃあ、フェラとかは？」

「……してない。前に流れでしてほしいって言われたけど、暴走されたら困るから」

　それは本当に彼氏彼女の関係なのだろうか。というか、そういう行為をして雰囲気をそれとなく作っていくのが正解ではないのだろうか。

「じゃあ、なんで俺にはできるんだ？」

「おにぃは怖くないし、ある意味信頼してるから。それに……優しいからね」

　そういう問題ではないと思う。けど、そんな風に言う妹がいかに的外れでバカだとしても、

「……俺の方がもっとバカだな」

「ん？　なんか言った？」

　信頼してるから、優しいから、なんて疑うことすらなく俺に全幅の信頼を寄せてくる妹に、不覚にもドキッとしてしまった。

「ちょ、いきなり抱きしめないでよ」

　離したくない、こんな可愛い妹。

　今だけは、心の底から湧き上がるこの気持ちが心地いい。

「で、さっきなんて言ったの」

「別に。ただ、お前も俺も、兄妹揃ってバカだなって思っただけだ」

「それひどくない？　私の方がおにぃより成績いいから」

　そういうことじゃないのだが、まあいいか。

「いいよ、教えてやる」

「ほんと？」

「でも、あくまで俺がしてもらって気持ちいいものだから、万人には受けないぞ？」

「別に万人受けはしなくていいし。彼と……あとはおにぃが気持ちよくなれば、私的にそれでいいから。……って、どうしたのおにぃ？」

　思わずこの気持ち悪いニヤけ面を妹に見られたくなくて、咄嗟に手で覆う。……ほんと、この妹はなんでそんな可愛らしいことを平気で言うのだろうか。

「なんでもない」

「そう？　ならいいけど」

　深く追及してこなくてよかった。もし今の俺の気持ちを知られたら一生からかわれる。

　とりあえずさっさとやってみようと立ち上がって、ちょうど息子が妹の顔の前に来るように浴槽の縁に座る。

「じゃ、やるか」

　今から妹の口に自分の息子を咥えさせる、そんな未来に、期待した愚息はさらに膨張する。
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「そ、それでは……し、失礼します」

　なぜ、敬語なのか分からないが、おそるおそるといった感じで、妹はコンドームを着けた俺の息子の先端に、ちゅ、と軽くキスをした。

　ちなみにコンドーム着用は俺から言い出した。妹はそのまま生がいいと言っていたが、妹が汚れるような感じがするのが嫌で、これだけは半ば強引に押し通した。

「ちゅ、んっ……ちるっ、ちゅ、ちゅ」

　両親が買い置きしてあったコンドームは薄さが売りのもので、ゴム越しとはいえ舌の感触がちゃんと伝わってくる。

　繰り返しキスをしながら、棒アイスを舐めるように、鈴口と亀頭の周辺を舌先でなぞるよう動く。

　うん。昨日よりは上手い。たぶんネットで一通り調べたのだと思う。

　上手くはなったが、これで終わりではない。妹が目標として掲げたのは、最低でも俺を射精させることだ。

「ん、自分のタイミングでいいから次は半分くらい口に入れてみ」

「うん、了解」

　ちるちると舐め続けて、やがて意を決したようにぱくっと亀頭からカリ首の下まで咥え、妹の口の中に入っていった。

「……っ、よし、できたな」

　ねっとりと温かい妹の口内は、さっきまでキスなんかで募っていた俺の射精感を自然と高めてくれる。

「（できてる？）」

　と、妹が視線で尋ねてくる。それに頭を撫でて肯定する。

　ただ、少しだけ口内に余分な空気があって、気持ちよさにノイズがかかっている。

「苦しいと思うけど、口の中の空気抜いて、ストローで一気にジュース飲むみたいにすぼめてみ」

　コクコクと頷くと、膨らんでいた妹の頬がしぼんでいく。すべての空気が抜けると同時に、息子の先から半分が、妹の口内の肉に包まれた。

「ちゅぷ、ちゅ、ちゅ……んっ、ちゅっ」

　頬をすぼめる妹の顔は、今まで長い間一緒に暮らしてきた中で見たことがないほど艶やかで、そしてなによりエロい。

「んっ……」

　そんなことを考えていると、ペシペシと太ももが叩かれた。

　すぼめて先から半分まで口に含んだままの妹が、上目遣いで次はどうするの、と訴えてきている。

「えっと、あとは全部咥えるか……それか、一回そのまましゃぶってみるか？」

　別にどちらでもいいのだが、建て前上、俺は妹にフェラを教える立場である。……自分で言ってて頭のおかしい奴だと思う。

　とりあえずそれは脇に置いておいて、再び妹に目を向ける。

　すると妹は鼻息を荒くしながら、俺の息子をすべて呑み込もうとしてきた。

「お、おい、あんまり無茶するなよ。苦しかったら口から離していいから」

「ひぁだ」

　首をふるふると左右に振ると、じゅっ、じゅっ、とかすかな水音を立てながら、ゆっくりと上下に動き始めた。

「ちゅる、ちゅ、…………んっ、れろ、ちゅっ、ちゅうぅ」

「（うっ……こ、こいつ）」

　元々、運動神経抜群で、学校の成績もいい妹は、学習能力とそれを上手く生かせる身体能力が備わっている。

　指示を出していないのにもかかわらず、舌で裏筋を舐め、口の中の圧迫を適当に強める。

　口内の唾液の量も勘で増やしたのか、じゅっぽ、じゅっぽ、と妹が上下に動くたびに卑猥な水音が大きくなってきた。

　センスでここまでできたことに驚くが、今はそれどころではない。

　温かい口内に、昨日とは打って変わって上達した口での奉仕。それにさっきから積もり積もった俺の中の快楽が、我慢というダムに大きな亀裂を入れる。

「ちゅ、んっ……ちゅぷ、んちゅ、れろ……ちゅうぅぅ」

　とどめとばかりに妹がまるで鈴口から精液を啜るように、先端に吸いつき、もう一度ゆっくりと息子全体を呑み込んでいく。そんな妹の姿が、俺の中にあった限界を簡単に打ち壊した。

「ん、んんっ〜〜〜〜！」

　弾けるように精液が飛び出し、心臓より速い脈動で息子が震える。ゴムがなければ、妹の喉元を突く勢いだった。

　射精した動きに驚き、一瞬だけ硬直した後、妹のすぼんでいた頬が元に戻る。

「………………んっ、ぷはぁ……、できた？」

　妹が息子から口を離すと、ゴムの先が膨らんでいる息子が露わになった。精液溜まりには普段より多く溜まっていて、妹にこれだけ気持ちよくさせられましたよ、って突きつけられているみたいで、ちょっとだけ恥ずかしい。

「……よかったぞ。一回でここまでできたら上出来だろ」

　悟られないように平静を装い、取り繕うようにそう言う。まさか妹の二回目のフェラチオでイカされるとは想像してなかった。いきなり目標達成はできないだろう思っていただけに、驚きがある。

　ゴムを外して漏れないよう結んで脇にどけて、精液まみれの息子をお湯ですすぐ。

「そう？　私、上手くできた？」

「お、おう」

　頭を撫でてやると、妹は嬉しそうに顔を綻ばせた。けど、その顔の下で、いつの間に握られたのか、綺麗にされた俺の息子を手に取り、にちゃにちゃとしごく手を止めない。

「……じゃあ、次は」

「うん」

　触るのも触られるもの止めないのは、俺も妹もこの後の目的が分かっているからで、今すぐ入れたい気持ちはあるけれど、それよりも妹にやられっぱなしなのは、なんか悔しい。

「ん、じゃあ次は俺がしてやるよ」

「え、ちょっと待って！　い、今はダメだから」

　立ち位置を変えて、お返しに今度は俺が妹の大事なところを舐めてやろうと、浴槽の縁に座らせて妹の秘裂に顔を近付けると、ぎゅっと頭を押し返されて、阻まれた。

「お前、今さら恥ずかしがっても意味ないと思うぞ？」

「それはそうだけど……」

　顔を赤くしてそっぽを向く。けれど濡らさないと痛いのは妹の方なのだから、拒んでも仕方ないだろう。

「ほら、手ぇどけろって」

「やっ、今は本当に……」

　まだ隠そうとする妹の手をどけてすっと顔を近付けると、妹の秘所はすでに濡れていた。

　そっと割れ目を開くと、ひくひくと動く膣口から、とろっとした液が流れ落ちる。

「…………おにぃの変態」

　弱々しい声音で罵倒されるも、俺は指先で妹の膣口から溢れる愛液を掬って、ゆっくりと指を中に入れる。

「んっ……てかさ、このまますると、あっ、お尻……痛くない？」

「そうか？」

「そうか？　じゃなくて、ん、くっ、痛いからさ、……んっ、ここは止めない？」

「ん、分かった。ならこっちでやるか」

　お尻が痛いって言われたら仕方ない。本当は一度イかせてからやる予定だったけど、とりあえず風呂から上がってマットに移る。けど、残念ながらマットまでは湯船のように大きいわけではなく、寝転んでするにはやや小さい。

「……え、座ってやるの？」

　そこで選択した体位は対面座位。マットの上で胡座をかいて屹立した息子にゴムを着ける。妹は寝てやるつもりだったのか、少し躊躇いが見えた。

「マットは小さいし、今やれる体位だとあとはバックぐらいしかないぞ？」

　この風呂場は過去、両親が営みに使用していた。そして、マットの大きさとゴムの隠し場所から推測するに、体位は立ちバックかこれぐらいだと思う。

　観念した妹は両足を大きく広げ、そそり立つ息子の延長線上に自分の膣口がくるように立つ。位置的に俺の目の前には妹の秘所が晒される。

　妹の秘所はピクピクと微動していて、秘裂から溢れ出た愛液が、白い太ももの内側を伝って落ちていく。

「おにぃ。これ、めちゃくちゃ恥ずかしい……」

「すぐに気にならなくなる」

　見ているのがバレないように適当にごまかしておく。たぶん、効果はないと思うが。

　妹は顔を真っ赤にして俺の肩に両手を置くと、ゆっくりと腰を降ろす。位置を調整しながら待ち、やがて「くちゅ」と濡れそぼった妹の膣口と俺の息子の先が触れ合う。そして肩に置かれた妹の手に力が込められ、妹は意を決し、腰を下ろした。

「…………んっ、はぁぁ」

　二回目だからだろうか。亀頭が呑み込まれ、ずるずると抵抗なく息子すべてが妹の膣内に姿を消した。

　膣内は体温より少し温かく、また口内の時よりも膣壁から与えられる快楽は非じゃない。呼吸が漏れないよう口を固く結んで押し寄せてくる快感の波に堪える。

　しかし、互いの腰がぶつかってわずかに強張っていた妹の体から無駄な力が抜け、一息ついた。その瞬間。

「うわっ！」

　まるで膣そのものが意志を持ったように蠢き、吸いつくよう膣壁が息子全体を包み込む。

　過去に経験したことのない気持ちよさに、腰が自然と浮く。

「あっ、急に動くと……んんっ！」

　ちゅぷ、と俺たちの結合部の最奥から聞こえてきた。感触的におそらく子宮口と俺の鈴口が繋がったのだろう。

「これ……、あっ、んっ……はぁ」

「わ、悪い、急に動いたりして……、痛くないか？」

「痛くないよ。ん、ただ、ちょっと苦しいだけ」

　そう言って妹は肩に置いていた手を、俺の首の後ろに回してくる。

「でもびっくりした。急に奥に来るから」

「す、すまん」

　まさかあそこまで刺激が強いとは思わなかった。今も気を抜くと暴発しそうで、俺は深呼吸をして気持ちを落ち着かせる。

　しばらく繋がったままそうしていると、ふと妹がこう呟く。

「これ、動けるの？」

「ん？　ああ、難しいけど多少は動けるぞ。ほら」

　妹の疑問に、腰に手をやって実際に動いてみる。

　正常位ほどスムーズに動くことはできないが、まったく動けないことはない。

　それに、対面座位のよさは動きではなく、その格好からもたらされる多幸感だ。ゆっくりと結合時間を堪能し、相手の体との接触を動くことなく感じることで快楽を得る。

「どうだ？」

　そう説明して、妹に感想を聞くと、その柳眉を切なそうに歪ませながらコクリと小さく頷いた。どうやら感じてくれているらしい。

「おっきいとかさ、かたいとか、色々おにぃの感じるよ？」

「そっか、ならよかった。んっ」

「ん、ちゅ、……ちゅっ、はぁ……ぁむ、ちゅぷ、れるっ、ちゅうぅぅ」

　どちらかともなく自然と重ね合わせた唇。そこからすぐ舌を絡めながら、お互いの体を触っていく。

　腰から胸に手を滑らせ、手のひらに収まるか収まらないかぐらいの大きさの胸を優しく揉む。

「ちゅる、んぅ、ちゅう……、んっ、ちゅっ」

　妹は妹で、首に回した両手で俺を逃さないよう後頭部を抱えるように掴み、深いキスに溺れている。

　胸を触り、妹の弱点である乳首を弄りつつ、空いた手を結合部へ持っていき小さく勃起した陰核を責める。

　やがて先に我慢できなくなったのは妹だった。

「んちゅ、ちゅる、んんっ……、……これ、ヤバいね」

「……だろ？」

　これまで外に意識を向けていたが、妹の膣内に入っている息子に切り替えると、そこはドロドロに溶けたマグマのように熱く柔らかで、先端から根本までが輪郭を失いつつある。

　最初に繋がった子宮口と鈴口の境目など、とっくに感じなくなっている。そんな俺と妹が一つになった、そんな感覚。

　妹が顔を俺の肩に乗せ、背に回した四肢でぎゅっと全身を抱きしめてきた。短く荒い鼻息が耳に当たってくすぐったい。

「……おにぃ、そろそろイクね」

　甘く熱を帯びた声で耳元に囁かれたその宣言に、俺は妹の頭を撫でて了承する。

　大して動かずに絶頂を迎える。対面座位だからこそできるそれに、小刻みに震えていた妹の体が、その振れ幅を大きくし、抱きしめる力がひときわ強くなった。

「〜〜〜〜んんっ！」

　訪れた絶頂とともに、結合部からぷしゅっと何かが吹き出した音が聞こえてくる。

　抱き合っていて視認できないが、俺の下腹部が濡れているのが分かる。たぶん妹が潮を吹いた。

　きゅうきゅう、と収縮した膣の中はそれに合わせて俺の息子を最奥へ導き、射精を促すように蠢く。

　戦慄く妹の体。ぷるぷると震えて絶頂する妹に、嗜虐心が刺激されて俺は少しだけ身動ぎする。

「…………はぁ……、んっ……あっ、動かないでよ」

「すまん。ほら、ん、ちゅ」

「……ちゅっ、んっ、ちゅ、ちゅ……ちゅうぅ。…………絶対、わざとでしょ」

　バレていた。けど、それは分かっていたことだ。

　それよりも、絶えず絶頂して手加減のない妹の膣内に、俺も限界が近い。

「……ん、おにぃ。おっきくなったね」

「ああ。俺もそろそろイっていいか？」

　そう言って俺は妹を手狭なマットの上に押し倒し、覆い被さるように体位を変える。

「うん、おにぃもイっていいよ」

　見つめてくるとろんと蕩けた瞳、快楽で緩んだ顔はだらしなく、けれどその表情を引き出したのは自分だと思うと、これ以上ないくらい息子が膨張する。

　両手を妹の顔の隣に置いて、ゆっくり抽送を始める。

　じゅぷじゅぷ、と動くたびに結合部から卑猥な水音が耳朶を打ち、心臓が高鳴る。

「あっあっあっあっ」

　妹が嬌声を上げる。腰を打ちつけ、連動するように揺れる年相応の胸に、引くと絡みついてくる膣壁は、射精への導火線に火を着けた。

「あっ、もう一回……私、イクかも……」

「いいぞ、もう一回イケ！」

　激しくなる抽送。それでも俺と妹の腰使いは阿吽の呼吸で、互いに引き合い、そして同時に打ちつける。

「もう、ダメ！　おにぃ、おにぃ、おにぃ！」

　腰に巻きついた妹の両足がぎゅっと力が入り、全身が強張る。

　二人で同時に、なんて確認は俺たち兄妹に必要なかった。

「……っ、……あ！」

　瞬間。頭の中が真っ白に染まった。

　鈴口が広がり、堰を切ったように心臓の律動より速く脈動しながら精液が飛び出る。

　びゅるるるる、とそんな音が聞こえてきそうなほど長い間、溜まっていたものが空になるまで吐き続ける。二回目だというのに、ゴムの先がさっきより大きくなっている気がする。

　快感が全身を駆け抜け、白い波が頭の中から引いていく頃、ようやく射精が収まった。

「はぁはぁ……、んっ、おにぃ……、終わった？」

「…………終わったぞ」

　心地よい疲労感。風呂場ということで普段より汗をかく。

「ん、おにぃ……ありがとうね」

　その後、カラカラに乾いた俺たち兄妹は、風呂から出ると同時に、二人揃ってのぼせてダウンしたのは言うまでもないことだった。











俺と幼馴染み兼元カノ









　のぼせるまでいたことの反省を踏まえ、俺と妹が風呂場でなるべくセックスしないと決めてから数日後。

　週末の今日、俺は家から少し離れた公共の図書館を訪れていた。

　実は昨日、久しぶりに仕事で失敗してしまい、ギリギリまで会社でやっていたのだがこれがなかなか終わらず、自宅に持ち込み残業となった。しかも消化しようにも、こんな時に限って両親の友人知人が集まって母親の誕生日パーティーをしているのだ。

　だからこうして落ち着ける場所を求めてやってきたのだが。

「あら？　お久しぶりね」

「げっ……」

　タイミングが絶妙に悪かった。

　窓際のフリースポット席に座ってしばらく経った後、俺にとって最悪最凶の女が自然と隣に座った。

　休日の図書館は人がそれなりに多いので、人混みが嫌いなコイツは来ないと思っていたのだが、目の前でニヤニヤと人の悪い笑みを浮かべている。

「人の顔を見て『げっ』はないでしょ」

「こっちはお前に対して悪い印象しかないからな」

　さっさと立ち去ろうと、そう言って腰を浮かせたその時、ソイツは俺の手を取り、妖艶に笑う。俺はそれが心底嫌いで、苦手だ。なぜなら、

「寂しいわ。せっかく幼馴染みで、しかも元彼に会えたのに、そんな風に素っ気なくしないで」

　コイツの言う通り、俺の手を取るこの女は、幼馴染み兼俺の元カノであるからだ。

　黒髪ロングにスラッとした体型。身長は俺と同じか、それ以上で元バレー部の部長。三軒隣の家に住むコイツとは保育園から高校、果ては大学まですべて同じと、腐れ縁で結ばれている。

　そんな中、俺とコイツが付き合い始めたのは高校三年の時。

　高校三年の二学期。帰宅部だった俺は、夏の大会で負けて引退した幼馴染みとほぼ毎日、一緒に登下校していた。

　家もそれなりに近いし、登下校の時間も同じ。

　気の知れた仲だから互いに遊びに誘い、部活を引退して暇そうにしていたコイツと俺はよくゲーセンに通っていた。

　だからこそ俺はちょっとだけこの隣を歩く幼馴染みが気になった。今だからこそ言えるが、たぶん向こうも同じ気持ちだったはずだ。

　けど告白してこの関係が終わるのはもったいないし、なにより小さい頃からずっと一緒にいたこいつに好きだって言うのは、どこかハードルが高かった。

　そしてそんな曖昧でヘタれた打算の上にあった俺たち関係が変わることなく迎えた高校の卒業式。

「私、あなたのこと好きよ」

「はあ!?」

　卒業証書ももらって、ボタンの少なくなった制服姿で最後の下校の道を歩いている時、隣にいた幼馴染みが痺れを切らしたのか先に告白してきた。

「い、いきなりどうした？」

「こ、言葉通りよ。私はあなたが好き、あなたは私が好き。そうでしょ？」

「俺の気持ちを勝手に決めつけるなよ」

「ごめんなさい。けれどあなたの顔、真っ赤よ？」

「ぐっ!?」

　と、まあ俺の気持ちなんて簡単に見透かされ、こんな風に告白された。そこからちょっとだけ紆余曲折はあったものの、ようやく俺たちは恋人になれたのだった。

　が、終わりはあっさりと訪れた。

「ふふ、そんなこともあったわね、懐かしいわ」

　昔を思い浮かべていたら、まるであの時のように俺の心を見透かしたように幼馴染み兼元カノは笑う。

「懐かしくねぇよ。俺にとってはとんだ黒歴史だ」

「あら？　当時は喜んでくれてたじゃない」

「それは初めだけだろ！　大体、喜びより驚愕の方が大きいわ」

　別れた理由は至ってシンプル。というか、あれをシンプルと片付けられるまで、大分時間がかかったけどな。

「ひどいわ。私の貞操を奪っておいてその言い方……」

「お前の貞操はガバガバだろうが、このクソビッチ」

　付き合ったこの幼馴染み、実はとんでもないクソビッチで、しかも俺と付き合うまでの経験人数は三桁と、とんでもないヤリマンだったのだ。

「キス魔のあなたに言われたくないわね」

　そして、純真無垢（別名、童貞）だった当時の俺は、大学の新歓コンペで酔い潰れた時に、コイツが大学生になったのを機に借りた下宿先のアパートに連れ込まれ、半ば強引に俺の童貞は奪われた。

　朝起きた時、部屋に男女の交わりの匂いが充満していたのは、今でも記憶に残っている。

「あの時のあなたはすごかったわ」

　その日以来、覚えたての猿と化した俺は、来る日も来る日も彼女と抱き合い、若さゆえの性欲をぶつけ合っていた。ひどい時は、一週間ぐらい泊まり込んで学校をサボってヤリまくっていた。

　そんな幼馴染みと爛れた関係を続けること一カ月経ったある日。

　いつものようにまぐわっていた俺たちの部屋に、数人の男が突然訪れてきて、俺たち……というより幼馴染みに向かってこう言った。

「お、今度のセフレはずいぶんと若いな。だからしばらくの間、音沙汰なしだったのか」

　ここでようやく俺は、自分の幼馴染みが数人の男をセフレとして囲い、ローテーションしていたことを知った。人混みは嫌いなくせに、男漁りは好きだという性欲モンスター。それがこの幼馴染みの本性だったのだ。

「トラウマもんだぞ、あの時の出来事は」

「そうね、私も配慮が足りなかったわ」

「……そういう意味じゃねぇよ」

　事情が把握できて、行き場のない怒りや悲しみを背負った俺は部屋を飛び出し、以降の幼馴染みからのいかなる弁明も聞く気になれず、そのままこいつとの関わりをすべて絶ち、別れたのだ。

　今思えば、俺は女子に対して夢を持ちすぎていたのかもしれない。けれどやっぱり経験人数三桁超えはさすがに受け入れられないのもまた事実だ。

　幼馴染みがその後どうなったか、俺は知らないし知る気もない。大学を出てどこで働いているとか、今はどこに住んでいるとか、コイツに関わるすべての情報は別れた時からシャットアウトしている。なのに、まさかこんな近所で出会うとはな。

「で、なんでお前がここにいる？　もしかしてまた男漁りか？　公共の場所だぞ」

　そう本気で言ってやると、目の前の幼馴染みはむっとした表情を浮かべた。

「違うわ。ここに来たのは仕事の資料が欲しかったからよ。それに私、あれから男漁りは止めたのよ」

「あーはいはい。すごいすごい」

「本当に思ってなさそうな言い方ね」

　このクソ女の話を、いったい誰が信用できると思っているのだろうか。いると思っているのだとしたら頭の中がお花畑でいっぱいだ。

「大体、気付かないの？」

「何が？」

　いい加減、コイツと話すのも疲れてきたので険のある返事をする。

「私が一カ月の間、ずっと一人の男だけで満足していたのはあなただけよ？」

「…………」

「あなたが離れていたあと、私はすごく後悔したわ。反省もした」

「…………何が言いたい」

　疑いの眼差しで見つめていると、不意に俺の手を今一度取り、熱を帯びた瞳で見返して、

「だからもう一度私と付き合わない？　今でも私はあなたのことが好きなの」

　そう言ってきた。

　対して、俺の返事はすでに用意してあったものを口にするだけだ。

「断る」

　同じ過ちは二度と繰り返さない。もう俺は目の前にいる幼馴染みのことなどなんとも思っていないし、ましてや好意など微塵も抱かない。

「そう、残念だわ」

　もっと食い下がってくると思っていたのだが、そこだけ大人らしくアッサリと引き下がった。

「あなたはもう私のことは嫌い？」

「ああ、嫌いだ」

「私は好き」

「俺は嫌いだ」

「恋人でもいるの？」

「ああ、好きな奴ならいる」

　端的に交わし合う言葉。最後だけは嘘だがこいつを追い払うための方便だ。

「それってもしかして妹さん？」

「……違う」

　一瞬、変な声が出そうになって、必死に押し留める。コイツに弱みを見せてはいけない。

「あら？　私はてっきり妹さんのことが好きで好きで堪らないからそんなページを見ていると思ったのだけれど」

「…………」

　彼女が言うそんなページというのは、休憩中、さっきまで見ていた俺のＰＣに表示されている近親相姦に関する資料や史跡である。

「妹さんとエッチして、つい周囲の目が気になって調べてると思ったけれど、違うかしら？」

「違うな。ニュースサイトを巡ってたら偶然ここに行き着いただけだ。他意はない」

　サイト巡りをして行き着いたのは本当だが、興味が出てそこから少しだけ深く調べたけれど、それは言わなくていい。

「まあ、別に私はあなたが妹さんとセックスしていても、心が深く通っていないセックスならいいと思うわ」

「は？　心が深く通ってない？」

　色々と問答を挟む前に反射的に反応すると、彼女は少しだけ笑うとこちらをじっと見つめ、

「ほら、やっぱり興味があるんじゃない」

　そう、俺の嘘を見透かすように呟いた。

「……別に興味があるわけじゃない。そもそも近親相姦はダメだろ」

　動揺を悟られないようにそう言うと、彼女は「違うわね」と真剣な面差しで反論してくる。

「倫理的に見たら確かに近親相姦はいけないことよ。でも、法律で禁止されてるわけじゃない。私が思うに、行きすぎた家族愛の表現方法の一つとしての近親相姦はありよ」

「表現方法だと？」

「ええ、方法の一つよ。異性として妹やお兄ちゃんが好き。という気持ちに他人が干渉していいものじゃないと私は思うわ。妊娠のリスクだけは完全に排除した兄妹セックス。別にいいじゃない」

　やけに近親相姦に肯定的な彼女に、俺はもしかしたら従兄弟との経験もあるのかと勘繰るが、これも心を読み取ったように顔を左右に振って否定を示す。

「私に兄弟や従兄弟がいればしたかもね。けど残念、いないわ」

「いたらするのかよ……」

「ええ、するわ。だって背徳感を伴うセックスって近親相姦か、不倫して他の男と抱かれるぐらいだもの」

　ここまで堂々と言えるコイツに、ほんの少しだけ感心してしまう。

「でもね、近親相姦は家族への愛情表現するための方法の一つでしかない。だから相手と心を深く通わせたセックスはダメよ」

「なんだよ、それ。心を通わせるなって、愛情表現なのに矛盾してないか？」

「まあ、それはそうね」

　そう言ってどさくさ紛れに俺の手を握る。即座に振り払うと残念そうな顔を浮かべた。まったく油断も隙もない。

　けど、すぐにまた真面目な顔に変わると、続きを口にする。

「でも、心を深く通わせたセックスをしたら最後、表現方法の一つだったはずなのに、その兄妹の未来を絶望に変える劇薬に変わる」

「……絶望」

「結婚もできなければ、子供も生まれない。周囲は絶対に理解してくれないし、する気もないから隔離された世界に兄妹二人、死ぬまで一緒。認めてもらわなくてもいいと突っぱねてセックスしていくうちに愛はなくなり、近親相姦最大のメリットである背徳感もいずれ必ず罪悪感に変わるし、変わった頃にはすべて手遅れ。ご愁傷様ね」

　長々と、まるで俺への忠告のよう一気に喋り続けた彼女は、やがてゆっくりと席を立ち上がり、ふふっと妖艶に笑うと、

「ま、そうなったら私のところに来てくれればいいから。私は今でもあなたのことが好きよ。本当は今すぐにでも来てほしいけれど」

「行かねえよ。誰が行くか、そんなもん」

「でしょうね。ま、その気はなさそうだし、残念だけど今は諦めるわね。それじゃまたね」

　そう言って去っていったのだった。




　……それはそうとあいつ何しに来たんだよ。











妹と映画館で









　色々と過去に因縁がある幼馴染み兼元カノと図書館で別れてから数時間後。

　いい感じで持ち帰り残業を消化した俺は、一旦昼休みを取ろうと家に帰った。

　雲一つない青空の下、しばらく歩くと見えてきた我が家の駐車場には、未だに多くの車が停まっている。

　最近、若者のパワーより両親のような五十代後半の人たちの方が、パワーがあるような気がするのは俺だけだろうか。

「ただいま」

　玄関を開けて家の中に入ると、会社の忘年会に負けず劣らずといった騒ぎで、思わず回れ右をして図書館へ帰ろうかと思った。

　祭りの会場となったリビングは無視して、二階に上がって自分の部屋に入る。昼飯はコンビニかどこかで済まそう。そう思い、床に転がっていた財布を手に取ると、後ろから誰かがもたれかかってきた。

「誰でしょう？」

「そういうのは目隠ししてから言うもんだろ」

　振り返ると黒いシャツ一枚に短パンと、いつもの部屋着姿の妹だった。

　冗談に乗ってこなかったことが不満なのか、やけに膨れっ面だ。

「おにぃ、今までどこ行ってたの？」

「どこって、図書館だけど」

「裏切り者」

「なんでだよ」

　いきなり図書館へ行っていたことを責められる。

「私にお母さんたち押しつけて自分は外に避難したから。だから、おにぃは裏切り者」

　なるほど、そういうことか。

　おそらく部活休みの妹は、家でゴロゴロするつもりだったはずが、不運にも両親の誕生パーティーの餌食になったのだろう。

「てか、昨日からみんないただろ。危険予測がなってないからだ」

「でも、行くなら私も誘ってよ」

「いや寝てただろお前」

　妹の寝起きはひどく、その時に限って俺は妹と関わりたくないと思っている。うっかり逆鱗に触れようものならどんな仕打ちが待っているか想像するのは容易い。触らぬ神に祟りなしだ。

　それに今だからこそ思うが、あのクソ女と妹が鉢合わせになる未来は回避できたわけだしな。

「うー。おにぃは、また図書館に行くの？」

「昼飯食べたらまた行こうかと思ってるけど」

「お昼も外で食べるの？」

「あのリビングに飛び込む勇気が俺にはないからな」

　昨日から続いているだけあって、きっと酒も飲んでいるはずだし、会社の宴会よりひどい騒ぎに突入するなんて、全裸で鮫の群れに飛び込むに等しい。

「ねえ、私もついていっていい？」

「別にいいけど。お前、今日はなんも予定ないの？」

　高校生の休日なんて社会人より多忙だろう。大人は仕事の疲れを取るために一日寝るか、溜まっている用事を片付けるしかない。

　それに妹の場合、彼氏がいるのだからどこかにデートでもしてきたらいいのにと思う。

「いや、彼は部活でこの二日間は県外遠征に出てて、今はいないんだよね」

　デートをしない理由を聞くとそんな答えが返ってきた。

「他の子は予定あったみたいだから、今日と明日はわりと暇なんだよね」

「華の女子高校生としては残念極まりないな」

「うっさいな」

　ぼすっと肩を叩かれた。というか今さらなんですけど、この体勢ちょっと密着しすぎじゃない？　背中におっぱいが当たってるんですけど。

「……なら、今日は俺とどっか行くか？」

　平静を装いながら提案すると、それを待ってましたとばかりに、妹は嬉しそうに顔を輝かせながら「用意してくるから」と言って離れていった。

　背中の柔らかい感触を惜しみつつ、俺も財布を手に立ち上がり先に玄関まで向かう。

　そう言えばここ最近、妹との距離感が以前より増して近くなった気がする。具体的には初めて妹とエッチした時から。

　セックスする前は、さっきみたいに背中にもたれかかってくることなんてなかったし、一緒に出かけることは妹が高校生になってからは、ほとんどなかったような気がする。

『心を深く通わせてはダメよ』

「……っ！」

　一瞬、脳裏に響く彼女の警告の声。けど、俺と妹が心を通わせることはない。

　妹には彼氏がいる。好きなのは彼氏であって、妹にとって俺は彼氏と本番するまでの練習台でしかない。だから、何も心配いらないし、彼女の警告はただの杞憂でしかないのだ。

　そんなことを思い浮かべながら、近所迷惑レベルで喧騒が響くリビングを尻目に、玄関で靴に履き替える。と、同時に妹も二階から降りてきた。

「早かったな」

　妹は部屋着から肩が露出していて裾の丈が膝頭まである長めの白い服に、下はジーンズといった装いに着替え、俺もよく見かけるバッグを片手に、軽くメイクをした姿で現れた。

「そ、そう？　まあ、そんなに手は加えてないし、こんなもんでしょ」

　踵が少しだけ高い、足下が涼しげな白のサンダルを履きながら妹はそう言う。

「ふーん。ま、なんでもいいか」

　準備が終わった俺たち兄妹は、賑やかな我が家から並んで外に出る。

「（なんか言ってよ……おにぃのばか）」

「うん？　なんか言ったか？」

「な、なんでもない！」

　よく分からないが、まあいいか。

　さて、俺一人だけなら昼飯はコンビニで済ますのだが、妹が同伴だと少しだけマシなところで昼飯にしようと思う。

　という訳で、日射しが照りつける中、俺たちが向かったのは図書館を越えてさらにまっすぐ進んだ、この町で最大級の敷地面積を誇るショッピングモールだ。

　服に書籍に食い物娯楽。なんでもござれの精神でお客様をおもてなす、というセールスポイントを掲げている。

　そんななんでも屋に家からそこそこの距離を歩いて向かう。

　照りつける日差しは夏を感じさせ、じんわりと全身が汗ばむ。けれど時折吹き抜けていく風が心地よい。たまーにならこうして外を歩くのもいいな。

　一方で、妹はたどり着くなりさっそく弱音をこぼす。

「自転車で来ればよかった。歩きはちょっとしんどいかも」

「おい、運動部。これくらいしっかりしろよ」

「だって今の私サンダルだもん。ちゃんとした靴なら言わないって」

「それは分かってるよ。だからお前に歩幅を合わせただろ」

「知ってる。おにぃ、そういうのは黙ってるとポイント高いよ？」

「んなポイントいらねえよ。ほら、行くぞ」

　ぞろぞろと出入り口を流れる人の波に乗り、空調の効いたモール内に足を踏み入れる。

　ここのショッピングモールは映画館やゲームセンターは勿論のこと、アニマル館という動物と触れ合うことができるエリアも存在する。

　そんな多くのエリアの中、俺たちの目的地は三階にあるフードコートエリアだ。ジャンクフード店のみならず、ちゃんとしたレストランも多数存在する。

　エスカレーターに乗ってそこへ向かう途中、俺は前に立つ妹に尋ねた。

「お前は何が食いたい？」

「パフェ！」

「……ならパフェだけな。俺はちゃんとした飯を食うから」

「冗談に決まってるじゃん。おにぃのいじわる」

　俺はそういう冗談は嫌いだ。

　一応、パフェもありそうな店を探す。目移りしそうな中、見つけたのは少し奥にあった洋風レストランだった。

　店員さんに二人だと告げると、比較的空いていたおかげですんなりと席に通される。

　兄妹で向かい合わせに座って、妹から「子供」との指摘を受けたハンバーグセットを妹の分と合わせて二つ、食後用にいちごパフェ一つを頼んだ。

「で、最近どうだ？」

「うん？　なにが？」

　なんとなく手持ち無沙汰になったので、俺は出されたお冷を啜りながら妹にそう尋ねる。

「なにってお前と彼氏のことだよ。なんか進展はあったのか？」

　俺と妹が近親相姦に手を出した理由は、妹が彼氏とセックスする際に抱く恐怖感をなくすこと。そしてその練習という建て前上、俺たち兄妹は体を重ねている。これは再三に渡って妹にも確認していることだ。

　そして今日までの進展を尋ねると、

「うん、実は来週から始まる夏休みの間に……その、海に行くことになってて、たぶんその時に……」

　顔を赤くしてモジモジとこのあとの予定を告げる。

「なら、早いと来週か」

「そう……なると思う」

　想像して、よっぽど恥ずかしかったのか、首のあたりまで赤く染め、俯いてしまった。けど、怖いって言ってた頃よりは進歩したほうだと思う。行為への恐怖より羞恥の方が強く表に出てきているからな。そんな妹を見て少し安堵する。兄としてどうかと思うが、まあ俺たち兄妹の今の関係を思えばこれが普通なのかもな。

「そっか。頑張れよ」

　だから、自然と出たその言葉に、妹が複雑な表情を浮かべたのが意外だった。

「どうした？」

「え、その……そんな素直に応援されるとは思ってなかったから」

　確かに、妹が彼氏とエッチするのを応援する兄もいないだろう。これが親父だと血眼になって阻止すると思う。なんなら彼氏のタマを引きちぎりに行くまである。けれど、俺は違う。

「でも、俺はたとえどんなことがあっても、お前のこと応援するよ」

　それが兄貴っていうものだからな。

「……ありがと」

　妹は、ふいっと顔を逸らして礼を言う。礼を言われることでもないが、素直に受け取っておく。けれど、お礼にしては妙にトゲのある声音だった。

　理由を聞こうとしたところで、ある意味タイミングよく注文したハンバーグセットが運ばれてきた。

　喉元まで上がっていたその言葉を呑み込んで、二人揃っていただきますをして、ハンバーグを口にする。

　しばらくハンバーグに舌鼓を打っていると、妹がこう切り出した。

「これ食べたらどこ行くの？」

「……そうだな」

　連れ出したのは俺の方だが、残念ながらこれといったプランはない。大体、今日は一日図書館に籠って仕事をしようと思っていたから予定そのものが存在しない。

　どうしようかと悩んでいると、妹がスマホを取り出してとあるページを見せてきた。

「あのさ、おにぃさえよかったらここにいかない？」

　目の前に出されたスマホのディスプレイに映っていたのは、このショッピングモールの中にある映画館のホームページだった。さらにめくると、妹が言う映画の情報が映る。つか、これ公開期限ギリギリじゃね？

「これ、見たかったけど予定が全然合わなくてさ。で、期限もギリギリだし、半分諦めてたんだよね」

「ああ、なるほど」

　あるよな、そう言うの。俺も仕事が忙しすぎてよく明日見に行こう、いや明後日かな、絶対明日行かねえと、……仕事オワラナイタスケテ、ってなる。つか、それ見れてなくね？

「ま、俺は別に構わないけど」

　そんな悲しい思い出を味わうのは俺一人で充分だ。

「ほんと？」

「ああ。時間もちょうどいいし、俺でよければ付き合うぞ」

　言うと妹は顔を綻ばせて喜んだ。まあ、俺も最近めっきり映画は見てないし、たまにはいいだろう。

　というわけで俺と妹は昼飯を食い終わると、五階にある映画館に向かった。

　販売機には長蛇の列ができていたが、けどこれは俺たちが見ようとしている映画ではなく、公開されたばかりの別の映画らしい。さっき隣にいたカップルが大きな声でそう言っていたのが聞こえた。あとついでにネタバレもくらった、ふざけんな。

　買ったチケットを係の人に見せてシアタールームに入ると、客は俺たちを含めて五人しかおらず、公開期限が迫った映画だけあって客数が極端に少ない。

「なんで最後列なの？」

　そんな閑古鳥が鳴いている館内の最後列の席に妹を連れて向かうと、不思議そうにそう聞いてきた。

「ダメか？　俺は映画見る時はいつもここだけど」

　理由としては、俺は後ろに誰かいると映画に集中できないタイプで、知り合いと行く時も見る映画の選択は譲るが、席だけは必ず俺が選ぶ。

　そう答えると、妹はこちらを窺うように上目遣いで尋ねてきた。

「じゃあ、前にお母さんたちと見に行った時の席は嫌だったの？」

「正直に言えば嫌だったけど、お袋が決めたことには逆らえないだろ」

「まあ、そうだね」

　我が家の決定権はよほど重大なことでなければ母親が握っている。

　けど、妹の言うこの前とはコイツが小学生の頃だ。よく覚えていたな、と思う。

　話しているうちに照明が落ち、映画が始まる。

　ぱっと見た感想は一言で言うなら普通。物語は男女の恋愛を描いたモノで、取り立てて何か真新しい物はない。ただ、内容が見ていられない。

　物語前半から「んちゅ♡」だの「しゅき♡」だの言いながらキスをするシーンが多用されていて、半ば18禁のようなシーンがたまにあることだ。

　妹はこれを知っていて俺を誘ったのかと、一瞬勘繰ってしまったが、隣を見ると、

「（あわわわわわわ）」

　暗がりの中でも分かるほど顔を真っ赤にしながら映画を見ている妹の姿があった。うん、お前も知らなかったのね。どうやらタイトルと表紙に勘違いさせられて面食らうやつだったらしい。

　そんなこんなで物語も中盤。終盤に向かうにつれて過激なシーンが増えてきて肌色の割合も多くなってきた。そして俺の方も変化が出てきた。

「（おにぃ、それ）」

　顔を真っ赤にした妹が、目敏くその変化を口にする。

「（こっち見るなよ）」

「（おにぃのはおっきいからすぐ分かるの）」

　それは喜んでいいのか、それとも悪いのか？　どちらにせよ反応に困るコメントは止めてほしい。

「（それ、終わるまでになんとかなる？）」

「（なんとかって言われても）」

　この調子だと最後までえっちなシーンは続くだろう。だとするとしばらくは勃ったままだ。

「（あ、あのさ……私でよければ、その……付き合うけど）」

「はあ!?」

　驚きのあまり大きな声を上げる。慌てて妹が俺の口をふさいで周囲を見渡す。

　幸い、俺たち以外の客はスクリーンに釘付けで気付いてはいないようだ。

「（静かにしてよ。バレるじゃん）」

「（お前が変なこと言うからだろ！　大体、来週は彼氏とするんだろ）」

　妹の言う付き合う、とは今ここで俺の息子を取り出して抜くということだ。そんなことしてバレたらどうなるのか分かっているのか。

「（こ、これも練習だから）」

「（なんの練習だよ）」

　言い訳がめちゃくちゃだ。彼氏と映画館の暗がりの中でエッチなことをするつもりなのか、コイツは。だとしたらとんだ変態カップルである。

「（変態とか、今のおにぃには言われたくない）」

「（生理現象ですから）」

　女の裸を見て勃たないと、それはそれで問題があるだろ。

「（それにさ）」

　すっ、と隣にいた妹が体を傾けて俺に預けてくる。

　ふわっとした柔らかい柑橘系の匂いが鼻腔をくすぐり、目の前の映画の内容と、妹のその女の子らしい匂いのコンボは、息子にさらなる膨張を促してくる。

「（私……おにぃのそれ、舐めるの結構好きだよ……）」

「（お、お前、自分がなに言ってるのか分かって……！）」

　唐突なカミングアウトに俺が狼狽えていると、ジーンズのチャックが開けられ、ぼろんと屹立した息子が顔を出した。

「（んっ、やっぱりおっきいね）」

「（ちょ、タンマ！　マジで待てって）」

「（やだ。またない）」

　妹のしなやかな白い手によって、息子が包み込むように握られ、静かに上下する。

　抗議を続けようとして、不意に耳元で妹が呟く。

「（……まだ怖いから）」

「えっ？」

「（彼とのデートも決まって、その日にえっちすることが分かって。で、事前練習でおにぃとしたから怖くない、絶対大丈夫だって思うの）」

　息子をしごいていた妹の手がとまる。

「（けどさ、いざとなったら怖い……。怖くて怖くて仕方ないんだよね）」

「（お前……）」

　気がつかなかった妹の心中が吐露される。それは映画の音より小さいのに、はっきりと聞こえてきた。

「（だから、まだおにぃとえっちしたい）」

　今思えば、レストランで妹のことを応援した時に言われた妙にトゲのあるお礼。あれは、俺が素直に応援したから、もう俺とセックスできないと妹は思ったからなのかもしれない。

「（だめ……かな？）」

　その姿がいとおしくて、愛らしくて、守ってやりたいと思う。少し歪だが、確かな兄妹愛に、さっきまであった興奮がすっと引いていき、握りしめられていた息子の硬度がなくなる。

　別に妹のことにされるのが嫌になったわけじゃない。むしろその逆なのだが、硬さのなくなった息子を見て、妹はしゅんとなって顔を伏せた。

「（ごめん、困るよね）」

　誤解した妹に言葉で想いを伝えても上手くいかないと直感した俺は、俯く妹の顔を両手で挟んで上げると、そのままキスをする。

「（んっ、……おにぃ？）」

　さっきまで止めにかかっていた俺からのキスに、怪訝な表情を浮かべる妹に俺はまっすぐ見つめ返す。

「（今回だけだぞ、こんなとこでやるのは）」

「（それって、続けてもいいってこと？）」

「（いいよ。でも、バレないようにな）」

「（うん……分かった）」

　今度は、膝が汚れるのも構わずにやりやすいよう俺の正面で膝立ちになる。硬度を失った俺の息子をもう一度握りしめ、ゆっくり上下にストロークを開始する。

　男というのは単純なもので、一旦やると決めたら心の中にあった妹への兄妹愛は、ゆっくりと霧散していった。

「（んっ、おっきくなった）」

　硬く屹立した我が息子。片手では扱いにくくなってきた様子の妹を見て、そろそろゴムを着けて準備しようと財布に手を伸ばした瞬間。

「（まだ、このままでいいよ）」

「（え？）」

　俺の疑問に応えるより先に、妹の行動の方が早かった。

「（んっ、ちゅっ）」

　下がっていく妹の頭。そして先端に軽くキスしたあと、薄い桜色をした唇が開き、亀頭がするっと俺の視界から消えた。

「（おま、ちょっ!?）」

　まだ二回しかしてないが、いつもフェラする時はゴムを着ける。けれど今は何も遮るものがない素の状態で、妹の口の中へ息子が埋没していく。

「（あっ、ぐっ）」

　ゴム越しでは感じられない、初めてとなる妹の口の中。温かくてぬるぬるとしていて、ゴムの有無でこれほど変わるのかと心の中に驚きが広がる。

　本当だったら着けてからやろうと言わなきゃいけないのだろうが、あまりの気持ちよさに言葉が出ない。

「（んん、ちゅる、れろ……、んちゅ、ちゅっ……、んん、じゅるっ……ちゅう、んっ）」

　口内すべてを使う奉仕、舌の微細な凹凸が裏筋を撫で上げ、カリのところからは亀頭をくるっととぐろを巻くように動く。

　その位置に来ると、まるで鈴口から精液を啜るかのように、ちゅっちゅっ、と吸いついてくる。

　初めてした時よりはるかに上達している。そしてその上達ぶりに、ふと、俺は妹にこう聞いた。

「（もしかして彼氏とはここまでできたのか？）」

　以前より上手くなっている妹のフェラは、もしかしたらコイツの彼氏から仕込まれたのかもしれない。そう思って聞いてみたのだが、妹は咥えたまま小さく顔を左右に振った。

「（んっ、ちゅっ……、彼のはまだしてない。したら最後までしないといけなくなるから）」

「（でも上手くなってるぞ？）」

「（それは……その、動画とか見て練習したから）」

「（お、おう）」

　いったいなんの動画を見て、何を代用して練習したのかは聞かないでおく。というか俺が聞きたくないし、そういうのは兄妹とはいえ越えちゃいけないラインな気がする。

　少し変な空気になったが、練習したおかげで妹のフェラが上手くなったのは事実だ。

　ちゅぷ、ちゅぷ、と亀頭に吸いつき鈴口から溢れるガマン汁を舌で舐めとるとそこで妹は顔を上げた。

　そこで妹と目が合い、互いに次のステップに移る。

「（下だけ脱いで前の席に手をつけてくれ）」

「（う、うん）」

　暗い映画館。客数が少なく、中間の座席から後ろには俺たちしかいないシチュエーション。

　そんな中、座席間隔がそれほど広くないこともあって、選択したのは後ろからする後背位。

　裾の丈が少し長めの服を着ているせいか、下を全部脱いでも、まるで白いカーテンで覆われたようにまだ妹の秘所は見えない。

「（……なんでさっきよりもおっきくなったの？）」

「（……いや、なんでもない）」

　見えるか見えないかといった塩梅の方がより興奮するというのは本当らしい。

　妹は怪訝な表情を浮かべるも、前の席に手をついて「んっ」と、お尻を突き出す。暗がりの中でも充分に分かるほど白くて、運動部らしくはりがある。

「（これ……恥ずかしい。全部見られそうで、ちょっと）」

　今さら気付いたのかと思ったが、耳元まで赤く染めている妹を見て言葉を呑み込む。

「（ん、ちゃんと濡れてるな）」

　遮るものがない妹の割れ目にそっと手を携えると、指の第二関節までがじっとりと愛液でまみれる。

「（そういう、あっ、ことは……っん、言わないでっ）」

　指を膣口から中へ滑らせると、息子と勘違いした周りの肉壁がうねうねと動いて俺の指を愛撫する。

「（……めっちゃ動くじゃん）」

「（〜〜〜〜っ！）」

　思わず漏れた驚嘆の声に、妹はぶんぶんと頭を振る。

「（これは違うから……、ホント違うから）」

　何が違うのかよく分からないが、これだけ準備ができていたら前戯はいらないだろ。

　フェラはゴムなしだったが、さすがに挿入の時は着ける。財布に忍ばせていたゴムを取り出して装着し、ようやく先端を妹の割れ目にあてがう。

　もはや映画のことなんて俺たち兄妹の頭の中にはなく、ただ繋がりだけを求める雄と雌である。

「（んっ……、入って、あっ、きた）」

　腰を押し進め、ぬるりと息子が妹の中へと入っていく。ゴム越しに妹の膣内の温度が感じ取れ、いつもより少しだけ熱がある。体温よりも高めかもしれない。

　あまり音が出ないように、ゆっくりと腰を前後させる。奥を突くと尻がぶつかって、ぱちゅん、と乾いた音が鳴る。妹のお尻がまるで川面に投石した時のように波を打った。

「（はぁ……、あっ、動くの……、やぁ……、んんっ、あっあっあっ）」

　意識して、緩やかなストロークで妹の最奥を突き、膣口にカリが当たるところまで引く。俺のその動きに妹の意思に反して膣内は健気に反応を返してくる。ただ、そんな中で小さな違和感を感じた。

　喘ぎ声や体温の高さから妹が興奮しているのは分かる。けれど、なぜか膣の中はまだ芯のあるような、微妙な強張りがあった。いや、膣内だけではなく、体全体が少し硬い。

　硬さを取るため、後ろから抱きしめながら服越しに胸を愛撫し、感じやすい乳首も指先で転がす。妹の反応は、どれも艶かしい声を上げて感じてくれているが、硬さは取れない。気になって俺は動くのを止めた。

「（…………どうしたの？）」

　振り返った妹の額には小粒の汗が浮いていて、吐く息も熱っぽい。

「（いや、いつもと違うから）」

「（違うって、なにが？）」

「（全体的に硬い。お前、なんか我慢してない？　たとえば……その、気持ちよくないとか）」

　女性はセックスの時に演技をする。なんて中学生の時に嘘か真か分からない話が男子の間で議論されたが、さっきから感じる違和感のせいで、まさか妹もそうなのかと思わず勘繰ってしまう。

　しかし、俺の質問に、妹は頭を横に振って否定を示す。

「（おにぃとして、気持ちよくないとかないから）」

　また喜んでいいのか悪いのか分からない発言だ。

「（あっ、ちょっと……、いきなり動かないでよ）」

「（悪い。行き場のない衝動がな）」

　けれど、やはり膣の中はわずかな硬さがある。

　映画もそろそろ終わりに向かっている。いっそのこと、この違和感を棚上げして続けてしまえばいいのかもしれない。そんな風に思った時、妹が口を開いた。

「（……ただ、いつもと違うってのは分かるかも）」

「（ん？　分かるってどういう意味だ？）」

「（…………言わなきゃだめ、だよね？）」

「（ああ、教えてくれ）」

　理由を尋ねると、少し思いを巡らせたあと、言いにくそうに口を開いた。

「（ちょっとだけ寂しいっていうか、怖いっていうか、なんか気持ちいいけどあと少し足りないっていうか、そんな感じ）」

　思った以上に曖昧な物言いではあるものの、妹は色々と理由を上げる。そんな中で、俺が一番引っかかりを覚えたのは、

「（怖い？）」

　妹の恐怖の感情だった。

　セックスするのが怖い、という妹の気持ちは知っている。けれどそれは彼氏とするのが怖いのであって、俺まで怖がられたら手の施しようがない。

　そう思っていたのだが、怖いと言ったのは違う理由があって、顔を限界まで赤くして妹が言う。

「（そうじゃなくて……その、後ろからだと、おにぃの顔見れないから寂しいし、怖くて物足りない。そんな感じ）」

　もう話の後半は蚊が鳴くような声だったが、予期せぬ妹の告白に、俺の息子も限界を越えて硬くなる。というか体が熱いし、心臓が締めつけられるほど、きゅうぅとなって、自然に口角が上がる。今だけは後ろから繋がっていてよかったと思う。今は絶対に妹に見させれない顔をしてると思うから。

「（…………卑怯だぞ）」

「（え、なんか言った？）」

　これがもしラブコメなら、ここだけ主人公とヒロインの立場が入れ替わったような会話だった。

「（なんでもない。ほら、向き変えるぞ）」

「（えっ……あ、うん）」

　後背位を諦め、椅子に浅く座って妹を膝の上に招く。とりあえず怖いっていうなら体位を変えるしかない。

「（自分で入れるか？）」

「（うん。してみる）」

　服の裾をみぞおちあたりまで捲り上げ、跨がったままゆっくりと妹が降りてくる。片手で息子の位置を合わせながら、くちゅ、と、膣口と先端がキスすると、

「（んんっ〜〜〜〜）」

　そのまま腰を落とし、すべてが膣内に入る。

　中途半端に止めていたせいか、妹は挿入した直後に全身を震わせて、俺の方へと体を預けてきた。ぽすっ、と肩に乗せられた妹の頭をよしよしと撫でると、熱っぽい声音が耳元で聞こえてくる。結局、この前と同じ対面座位で繋がることになった。

　動くとかすかにあった膣の硬さも、体の強張りもなく、純粋に気持ちよさだけがスムーズに感じられる。

「あっ、ああっ、んっ、はあっ……、なかこすれて、んんっ、おにぃきもち、いい」

「っ、ああ、俺も気持ちいいよ」

　動かなくてもいいのに、妹は腰を俺に押しつけるようにして前後に体を揺すり、奪うようにしてキスをしてくる。

　動くたびに結合部から水音が聞こえてきて、妹の喘ぎ声も次第に大きくなってきた。

「（なら、あっ、よかった。わたしもきもち……ん、くっ、いいし、やっぱり……、好き）」

「（えっ？）」

　ただ、その最中に聞き捨てならない言葉に気付いたのは、俺だけだった。

「（あっ、そ、そこっ、くり、んっ、ああっ、きもち、いい……、あああっ）」

　でも、本人は気付いていない様子で、なんというか無意識に出たように思える。

　けど、これまで我慢してきたこともあって、確かめる前より先に限界が訪れた。

「（い、いきそう）」

「（わ、わたしも、あっ、そろそろ、んあっ、いっしょに、いき、たいから、あっ、んんっ）」

　激しさを増す俺の腰使いに答えるよう妹も上で躍る。

「（んっ、あっ、ああっ、好きっ、これ！　はあっ、あっあっ、き、きてっ、お兄ちゃん！）」

　まただ。今、コイツ俺のこと…………、いや、それよりも。

「（っ！」

「〜〜〜〜っ!!）」

　問い詰めるより先に限界が訪れ、溜まっていたものを俺が妹の中に出すと同時に、妹は体をビクビクと大きく震わせた。

「（はぁ、はぁ、んっ、きす……して）」

　そして余韻に浸る妹からキスをせがまれ、啄むように「ちゅ、ちゅ」唇を合わせ、舌を滑り込ませて絡め取る。

「（んむ、ちゅ、んぷっ、んちゅ……、あっ、んっ、ちゅっ）」

　体全体に広がる心地よい疲労感。でも俺の頭の中はある疑問で溢れていた。

　好きって、どういう意味だ……。











妹と朝まで①









　結局、妹の真意を確かめられないまま、映画館でエッチしたあと、素に戻った俺たちは恥ずかしさのあまり、足早にショッピングモールを出た。

　時刻は午後四時過ぎ。持ち帰り残業を片付ける途中ということもあって、寄り道せずにさっさと帰路につく。

　しばらく歩いて見えてきた家の前には、なぜか外に出ている両親を中心とした人の輪ができていた。

　極力、今の両親とその他の親の友人知人には関わりたくないが、玄関口を固められては避けて通れない。

「なんで外に出てる？」

「あら？　お帰り。どこ行ってたの？」

　母親に声をかけるとご機嫌な声で返ってきた。質問に質問で返すなよ、と言ってやりたい。

「リビング使ってるとこ邪魔したら悪いと思って外に昼飯食いに。あとは適当にブラブラして帰ってきた」

「珍しいわね、二人で外食なんて。初めてなんじゃないの？」

「まあな。んで、なんで外に出てる？　あんまり騒がしいと近所迷惑だぞ」

「大丈夫よ。ここら辺の人みんなここに集まってくれてるから」

　マジか。たかがご近所の人の誕生日に集まるとかありえるのか。

　俺が驚愕しながら若干引いていると、母さんは思い出したかのように口を開いた。

「でね、最後は皆で外食しましょうってことになってね。私たち、今から出かけるから。悪いけど夕飯と朝ご飯もお願いね」

「え、朝飯もないってことは帰ってこないのか？」

「そうなの。時期的に少し早いけど、川辺に行ってバーベキューでもしようかって話が出て、ならキャンプしよう！　ってなったから、これから向かうのよ」

　色々突っ込みたいところがあるが、ただ一つだけ言うと、どこから来るのかそのエネルギーは……、ということだけだ。本当、エネルギッシュな中年たちである。

「じゃ、もう行くからあとよろしくね」

「……分かった」

　多くの車が一斉にエンジン音を轟かせ、一台ずつ出ていく。運転は体質的に酒が飲めない人や飲まなかった人がするので安心だが、事故がないよう一応祈りながら、車列を見送る。

「行っちゃったね」

「ああ」

　車の排気ガスが漂う中、ぽつん、とあとに残されたのは俺と妹の二人だけで、先ほどまでの喧騒は微塵も感じられないほど静かになった。

「とりあえず家の中に入ろ。私、汗掻いたしお風呂入りたい」

　そう言って俺の手を取ると、妹は家の中に向かう。

　出かける前に見た時よりやけにすっきりした玄関を通り、リビングに入ると、まず最初につーんとした酒の匂いが鼻の奥を刺激する。

　案の定、リビングは酒のつまみやお菓子の袋、それに無数の空き缶やらと、盛大に散らかっていて足の踏み場もない。

「風呂の前に片付けが先だな」

「だね」

　窓を開けて部屋の空気を換気しつつ、二人で手分けしながら片付け始める。ゴミで隠れていた床が見え始めた頃には一時間が経過していた。それからさらに頑張った甲斐もあって、ようやくいつものリビングに戻ってきた。

「うしっ。とりあえずこんなもんだろ。残った場所はお袋たちにやらせるとして、次は夕飯を作らないとな」

「おにぃ、台所綺麗にしたけど、冷蔵庫の中なんにもない」

「…………カップ麺とおにぎりでいいか？」

「別にいいけど。先にお風呂入りたい」

　今から買い出しに出かけるのも、それはそれで面倒なので今夜のメニューはカップ麺に決まり、妹は風呂の用意をするために浴室へ向かう。

　風呂が沸くまでにおにぎりを用意しておく。幸い米は炊いてあって無事だったので、明日の朝の分のおにぎりもまとめて作ってしまう。

　皿に十個ほど作って並べたところで、風呂を見ていた妹がリビングに顔を出した。

「お風呂沸いたよ」

「ん、ご苦労さん。ちょうどこっちもできたとこだ」

「美味しそうだね」

　そう言ってもらえるとありがたいです。正直、おにぎり作ったのは中学生以来なので、上手くできたか不安だった。

「じゃ、先に風呂入ってこい。俺は待ってる間に仕事を片付けてるから」

　おにぎりを並べた皿にラップをして、二階からＰＣを取ってこようとリビングから出ようとした時、妹が俺の手を握ってきた。

「お風呂、一緒に入らないの？」

「え？　いや入らないだろ。お前もゆっくりしたいだろうし、俺は仕事があるから……」

「別にゆっくりしなくていいもん。それよりおにぃと一緒に入りたいし、バラバラに入っておにぃがお風呂から出てくるまでご飯待てない」

「先に食えばいいだろ」

「やだ」

「子供かお前……」

　ぐにぐにと俺の手を握りながら、執拗に思えるほど妹は一緒にお風呂に入ろうと誘ってくる。

　昨日までだったら、ここまでされたら一緒に入っていたかもしれない。けれど、映画館でエッチしてからというものの、俺の心の中では形容し難い霧のようなモヤモヤが巣食っていた。

　それがなんなのか分からないが、心の奥底からかすかに警告する声が聞こえてくるのだ。

「ねえ、一緒に入ろうよ」

　しかし妹のたび重なる甘い誘いに、「まあ風呂ぐらいなら」と、自然と言い訳が浮かび、

「分かった、入るよ」

　つい承諾してしまった。

　妹に引っ張られるよう一緒に脱衣場へ着くと、二人揃って着ていた服を脱ぎ捨てる。

　互いに下着姿になると、妹は少しだけ顔を赤くしながらブラを外し、白いショーツから片足を抜く。相変わらずスラッとした体型に、シミ一つないその綺麗な背中は、本当に俺と同じ血が通っているのだろうかと思う。

「……おにぃも早く脱いでよ」

「お、おう」

　促され、お互い生まれたままの姿になって浴室に入る。風呂に入るぐらい普段と変わらないはずなのに、妙にそわそわする。つい最近、一緒に入った時より落ち着かない。

　浴室に入ると、妹が冷えたマットにシャワーを使ってお湯をかけ、マットの半分を残して座る。

「はい、石鹸」

「あ、ああ」

　ちょっとだけ大きめのマットに並んで座り、石鹸でスポンジを泡立てる。

「…………」

　と、ここで妙な沈黙が横たわる。駄目だ。もしかすると、俺が変に色々と意識しすぎているのかもしれない。

　別に兄と妹が一緒にお風呂に入るぐらい少し珍しいだけで、妹に他意があるわけではない。

　ならばなおのこと毅然としていなくてはならない。

　そう思いながら体を洗っていると、女子にしては短い時間で先に洗い終わった妹が、おもむろに立ち上がり、

「ちょ、ちょっと待ってて」

「は？　いや、どこ行くんだよ」

　顔を赤くして風呂場から出ていった。

「急に恥ずかしくなった……とか？」

　自分で言ってみて、ありえないと思う気持ちと、そうだったらありがたいという気持ちが生まれる。

　もし恥ずかしくて出ていったのなら、お互いにクールダウンできるし、少しはこの落ち着かない心をどうにかできる。

　なにより俺だけが意識していたわけじゃないと思えてきて、自然と脱力する。

　そのまま俺が体を洗い、頭も流し終えて湯船に浸かろうと立ち上がったその時、風呂場の扉が開き、ようやく妹が戻ってきた。

「はあ!?」

　しかし、その姿に俺は驚きを隠せない。なぜなら、

「ど、どうかな？」

「いや、どうってお前……」

　妹は、上下が白と水色の横縞という、風呂に入る時に絶対必要のないビキニの水着姿で現れたのだ。

　色々と説明も前提も何もかも吹っ飛んだこの状況に、俺が呆然としていると、おもむろに妹が口を開いた。

「今度、遊びに行くって話したじゃない？」

「お、おう」

「で、色々彼と話し合って、海に行こうってなったのね」

「ああ、そうなのね」

　夏の始めにいきなり海デートとはなかなかだな。むしろそれが普通なのだろうか。俺には、元カノがあれすぎてまともにデートしたことないから分からない。

「それで友達と買い物いくつもりだったんだけど、折り合いつかなくて、でも買わないとだし、買いに行ったんだけど、その、不安で」

　一気に捲し立てるよう要点を得ない話をした妹は、そこで一息つくと、顔を赤くしてモジモジとしながら最後にこう呟いた。

「ど、どう？」

　どうと言われましても。

　まあ、妹の話を統括するとあれだ。誰かと一緒に水着を買いに行く予定だったが、デートまでに一緒に行ってくれる友達がおらず、結局一人で水着を選んだと。で、買ったはいいけど、誰にも相談せずに選んで買ったから不安になったということだ。

　つまり、妹が俺に聞いているのは「この水着似合ってるかな？」ってことらしい。

　というか、こんなの長いこと妹のお兄ちゃんやってるから分かるのであって、他の人だと半分も分からないと思う。さすがお兄ちゃん、略してさすおに。

　でもこれ、俺的には、妹の水着姿を見て素直に「似合ってるぜ！」とは言いにくい。こう、なんというか見ていてドキッとするはするけど、それを面と向かって言えない妙な気恥ずかしさがある。こんなの裸で向き合うよりも高度なことに思えてくるから不思議だ。

　けど、頼ってきたのに曖昧な返事はできない。さっきからじっと見てくるし、似合ってるという言葉に近いものじゃないと駄目そうだ。

「ま、まあ、いいと思う」

「ほんと？」

「あ、ああ。お前の彼氏もきっと喜んでくれるんじゃねぇの？」

「だといいけど、ほんとにいいと思う？」

　まだ不安なのか、妹は俯いて、自分の見える範囲を確認している。

「お、おう、本当にいいと思うぞ。俺なんてちょっとドキッと……」

　そこで俺は自分の口を急いで押さえた。

「……今なんて言ったの？」

　けど、時すでに遅し。俯いていた妹の顔が起き上がり、なにやら期待した視線がこちらにまっすぐと向けられた。

「いや、なんでもないぞ。ただ、本当にその水着姿がいいと思うって」

「そのあとは？」

　妹の声が少し弾んでいる。これはもう聞かれている可能性がある。

「いや、なんも言ってないけど？」

　けど、俺もそう簡単に認めるわけにはいかない。

「嘘つき。絶対言ったもん。もう一回言って」

「聞こえてるじゃねえか」

「そうだよ。でも、おにぃも嘘ついたことになるね」

　しまった。つい反射的に言い返してあっさりと暗に認めるような発言をしてしまった。

　兄を追い込めて嬉しいのか、妹はニヤニヤと笑いながら距離を詰めてくる。

「ねぇ、もう一回言って」

「嫌だ」

「言ってよ〜。おにぃは私の水着姿にドキッとしたんでしょ？」

「分かってるなら言わせるなよ」

「途中で言うのやめたから、今度はちゃんと最後まで言ってほしいなぁ」

　嬉しそうに笑って、両手を俺の首の後ろに回して密着して、至近距離で見上げてくる妹は、未だに言い淀む俺を見つめながら背伸びすると、そっと唇を合わせてきた。

「ちゅっ、むっ、んっ、ちゅむっ」

　そのまま目を閉じて、半開きの口から伸びた舌を軽く重ね合わせる。

「んっ、ちゅっ、ん、く……ちゅ、ちゅぅ。……ん、言って……、お兄ちゃん」

　キスの最後にそう呟く。その声音はとろとろに溶けたチョコレートのようで、聞いているこっちまで溶けてしまいそうになって、観念した俺は、むず痒さを全身に感じながら告げる。

「……ちょっとドキっとした」

「それだけ？」

「……ああ」

　そのせいで、小難しいことでいっぱいだった頭の中がとろとろに溶けて流されていく。

　その最中、また妹が背伸びをして唇に吸いついてきた。

「んっ、ちゅっ、私はね……、ちゅ……嬉しかった、よ。んちゅ、お兄ちゃんがドキドキしてくれたから……、ん、ちゅぅぅ」

　キスしながら抱き合うようにして密着し合って、水着越しとはいえ、妹の胸の柔かさが伝わってくる。

　つい我慢できなくて、水着の上から妹の胸を触る。妹さ「んっ」とかすかに喘ぐだけで、キスに没頭していた。

　しばらくの間、くちゅくちゅと舌を絡め合ってから唇を離し、とろっとした透明な細い糸が架け橋のようにお互いの口を結ぶ。

「で、ほんとにそれだけ？」

　また甘い囁きを耳元で呟く妹の目は、半ばとろんとしていて、これ以上は見ている俺の方がどうにかなってしまいそうだ。

「似合ってる」

「うん」

「それに、その、可愛いと思う」

　ついに妹の作り出した雰囲気に負けて、思っていたことを口にする。あとになって絶対、恥ずかしくて死に悶えるやつだが、自然と後悔はなかった。

「ありがとね、おにぃ」

　俺の答えに満足したのか、そう言って妹は体の力を抜いてもたれかかってきた。

「あんまりおにぃに可愛いとか言われたことないから、私もちょっとドキドキしてる」

「そりゃ、普通、妹に面と向かって可愛いって言わないからな」

「でもちゃんと言ってくれたね。だから、その、お礼してあげる」

　何を、と言う暇もなく妹はゆっくりとマットの上で膝立ちになると、すでに限界まで硬くなっていた俺の息子を手に取り、鈴口に軽くキスをした。

「んちゅ」

「ちょ、ちょっと待て！」

　これから起きることが想像できた俺は、慌てて腰を引いて妹の前から息子を引き剥がそうとする。けれど腰に回された妹の手がそうさせてくれない。

　そして、そのうっすらとした桜色の唇が開き、なにも着けていない亀頭が妹の口内へと姿を消した。

「んっ、ちゅっ、ちゅぷっ……。おにぃ、どうしたの？」

「どうしたって、お前。ゴム着けてないのに……」

　驚きに戸惑っていると、妹は含んでいた俺の亀頭を離して、舌で鈴口を舐めながらこう言った。

「おにぃの舐める時、ゴム着けてたけど別にいらなくない？　それにさ、映画館では生だったじゃん。今さらだし、いちいち着けたり外したりしなくちゃいけないから面倒だし」

「いや、汚いだろ」

　わざわざ自分で言うことでもないが、咄嗟にそう呟く。

「そうかな？　私は綺麗だと思うけど」

　妹はそれだけ言うと、また先端を咥えて舌を使って裏筋からカリ、そしてまた鈴口に戻ってくると、じゅっ、じゅっ、と吸いついてくる。

「っく、……っ、はぁ」

　遮るモノがない、純粋に感じられる妹の舌の感触や口内の温かさ。気を抜くと一気に射精してしまいそうで、力を入れて必死に我慢する。

　なにより映画館の中では暗くてよく見えなかった妹が自分の息子を咥える姿に、俺は気持ち悪いくらい興奮してしまった。

「んちゅ、は、むっ、……ちゅむむっ」

　現に、妹が俺の息子をすべてその口の中に隠しきるまで、黙って見下ろしていた。まるで体の支配権を快楽によって剥奪されたみたいだ。

「ちゅ、ちゅっ……ふぁ……はっ、んんっ……ちゅっ、ちゅうっ」

　完全に見えなくなったせいで感覚が鋭くなる。唾液のぬるぬるした感覚、そして口の中の圧迫感が強くなっていく。

「ちゅ、くちゃ……、はぁ、おにぃ……んっ、ちゅっ……んんっ、ちゅむっ」

　ゴム越しでは決して分からない、妹の口内。顔が動くたびに唾液の水音が鳴り響き、徐々に高まってくる。

「んっ、ちゅぷ、ちゅう……ふぁ、ちゅむ……んちゅっ、ちゅっ……んんっ、ちゅるっ」

　それに、なにより逃さないとばかりに腰へ手を回し、瞳を閉じてフェラに没頭する妹の姿に、俺の射精感は限界を迎えつつあった。

　ずっとしてもらいたい気持ちよさ。けれど息子は出したくて堪らないらしく、今にも爆発してしまいそうだ。

「うっ……。俺、そろそろ」

「ん、分かった。んっ、ちゅう、ちゅく……、ちゅるっ、んん、んっちゅ……ちゅう」

　外に出すつもりでそう声をかけたのに、妹は息子から口を離さず、さっきより速くそれでいて気持ちいい動きに変わった。

「バカっ、お前。このままだと……！」

「んちゅっ、らして……このまま。んっ、ふあっ、んっ、れろっ、……ちゅむ、ちゅ、ちゅぷっ」

　すでに理性の届かないところまで上っていた射精感は、その動きに堪えきれず、まるで電気が背中を一直線に駆け抜けたと同時に。

「ん、んんっ〜〜〜〜」

　熱いマグマ溜まりから射出された精液が妹の口内を穿つ。

　二本の足で立つことさえままならないようなそれは、何も考えられないほど俺の頭を白く染める。唯一、脈打つたびに妹の口の中を満たしていくことだけが理解できた。

「ふっ……ん、あっ……んくっ」

　長い長い射精が収まるとともに、奪われていた体の支配権が元に戻ってくる。

　とりあえず妹の口から息子を引き抜こうとして、静かに妹の喉が動き始めたのに気付く。

「お、お前……」

「んっ、んっ、んっ……ん、ちゅるっ……んくっ、じゅるっっ……んんっ」

　ごくっ、と残った精液を飲み込んで、ようやく妹が俺の息子から口を離す。

「んっ、ぷはっ……はぁ、ん……飲んじゃった」

　口端からかすかに垂れた精液をぺろっと舌で掬い取りながら妹はそう言って笑った。その一連の動きがなんとも言えないくらい妖艶で、いとおしく思う。

「って、お前、大丈夫か！　気持ち悪くなったりとか……」

　はっ、と我に返ってシャワーを手に取り、顔を覗き込むと、妹はしばらく喉の調子を確かめたあと、なんともなさそうな顔でこう言った。

「ん〜、大丈夫だと思う。てか、苦いって聞いてたけど、全然そんなことないね。おにぃのだからかな？」

　くちゅくちゅとシャワーのお湯で口だけすすぎながら、コイツは平気でそんなことを言ってくれる。

「わっ、ちょっとおにぃ？」

　ぺたんっとマットの上に女の子座りしている妹をぎゅっと抱きしめる。

「上手くなったな、ほんと」

　本当は思っている言葉をそのままかけてやりたいが、あまりに気持ち悪いことなので、別の言葉に変えて伝える。

「ほんと？　私、上手くなった？」

「ああ。すごく気持ちよかった。これ言うと変だけど……、嬉しかったぞ」

「ん、私もおにぃが気持ちよかったのなら嬉しい」

　妹の安堵した息遣いが耳元で聞こえてきた。

　少しの間、抱き合ったまま、よしよしと妹の頭を撫でていると、

「ねえ、おにぃ？　だったら私、上手くなったご褒美に……」

　……私も気持ちよくしてほしい。

　そう耳元で囁いてきた。











妹と朝まで②









　それはどんな着飾ったおねだりよりも、一度冷静になった俺の頭を再び燃え上がらせる一言だった。

「ん、ちゅ、ちゅ……、んちゅっ、ちゅうぅぅ」

　お互いマットの上に膝立ちでキスをする。抱きしめた妹の心臓がどくんどくんと動いている音がかすかに聴こえてくる。

「あっ、ん、そこ……、当たって……んんっ」

　妹が声を上げたのは、俺の息子が閉じた妹の太ももの間を割っていき、水着越しに秘所と触れ合ったからだ。

　いわゆる素股に近い、薄い布一枚越しにお互いの性器が密着した状態に、俺も妹も思わず自然と腰が動いた。

「ふぁ、なんか……あっ、これ、おにぃのアレが……やっ、擦れて……、くる」

「気持ちよくないか？」

　そう聞くと妹は顔を横に振って否定する。

「違くて、その……気持ちいいけど、もどかしい感じがして……」

　そこまで言って、俺の肩に顔を乗せた。

　妹がここまで自分の快感を話すようになったのは、完全にスイッチが入っているのか、それともエッチなことに慣れてきた証なのか。

　ちらっと横目で妹の顔を見ようとしたが、お互い密着しているせいで、真っ赤に染まる首筋だけしか見えなかった。

「痛っ!?」

　と、表情を覗き見ようとしたら妹に肩のあたりを噛まれた。

「おにぃ、こっち見たでしょ？」

「見てない見てない。だから肩噛むのはやめて」

　結構強めに噛まれた気がする。歯形とかついたらどうしてくれるのか。

　とりあえず仕返しにもう一回、今度は俺だけが腰をゆっくりと動かす。

「んっ、あっ、やぁ……いきなり、動かないで……んくっ」

　水着を挟んでずりずりと擦り合わさる妹の秘所と俺の息子。それに加えて俺の方は、妹の柔らかい太ももで息子の両側を挟まれているせいで、気をつけないとすぐに二回目が出そうになる。

　せり上がってくる射精感を、妹の背中を撫でながら気を紛らわしていると、今度は俺たちの性器を隔てていた水着が徐々に湿り気を帯びてきたのが分かった。

「はっ、あぁ、やぁ……、んっ、はぁぁ」

　耳元で聞こえる妹の掠れた感じの喘ぎ声。

　それに水着越しにだんだんとぬるぬるとしたお湯や汗とは違う水気が増している感触。

　どうやらお気に召されたようだ。今も無意識かもしれないが、妹自らかすかに腰を動かしている。

「んくっ、はっ、やだっ……これ、んんっ」

　妹はそう独語しながら腰をゆっくりと動かし、自分の弱いところが擦れると、ぎゅっと体に力を入れて止まり、また動く。

　もしかしてこの素股に近い下半身の密着は、妹が普段している自慰に近い行為なのかもしれない。

　なんて観察していたが、熱っぽい喘ぎ声とその合間に漏れる吐息。それにさっきよりも溢れてきた愛液と、両側を柔らかい太ももに挟まれて、俺の方が先に果ててしまいそうだ。

「ごめんな、ちょっと終わりにするぞ」

「え……、あ、うん」

　腰を引いて妹をそっとマットの上に寝転がす。

　案の定、触れ合っていた水着のその位置は色がうっすら濃くなっていて、濡れたことを暗に示している。

「汚しちゃったな」

「なにが……、あっ！」

　ようやく気付いた妹は慌てて濡れた場所を隠そうとする。けど、色が変わった範囲は片手で覆い隠せないほど広い。

「ほら、今さら隠して無駄だぞ」

「うー。おにぃがいじわるしてくる」

　今は別にいじわるしているつもりはないけど、初めてした日とか、一回目のお風呂でしていた印象が残っているのだろう。

「いいから、ほら。手どけな」

「あ、ちょっとおにぃ!?」

　半ば強引に手をどけて、姿を現した妹の濡れたそこへ顔を近付ける。

　そして口を当てて、妹のそこに吸いついた。

「あっ！　おにぃ待って！」

　そう言えば俺が舐めてもらうことはあっても、俺からしたことはなかったと思う。

「ダメだってば、そんな……んっ、きたない、とこ」

「お前がそれを言うか」

　俺が言ってもまともに聞かなかったくせに。

「あっ、おにぃ……んくっ、やぁ……んんっ」

　舌先で妹の割れ目をなぞり、その上でわずかに隆起している小さな突起に吸いつくようにしてキスをする。

　ぐいぐいと舌先を割れ目の奥に入れようとして水着が邪魔になってきた俺は、脱がすのではなくそのまま横にずらすだけにした。

　そうして露わになった妹の秘所。

　陰毛はしっとりと濡れそぼっており、むわっと直接脳に響くような甘い匂いが鼻腔をつく。

　秘裂を指で広げると、ピクピクと震える桜色の膣口とそこから溢れてくる愛液がてらてらと光を浴びて淫靡な輝きを放っている。

「綺麗だぞ」

「そ、そういうことは言わなくていいから！」

　仕返しにそう言ってやると、怒った妹が太ももで俺の顔を挟んできた。地味に力が入っていて痛い。

「あっ、んっ……、そこ、あぁ、ん……」

　膣口から滴る愛液を舌先で掬うと、優しい砂糖水のような味がした。

　そのまま舌を膣に入れると、ピクッと妹の体が震え、太ももの力が抜けていく。

　入ってきた舌を俺の息子と勘違いしたのか、もっと奥へ誘うような膣内の動きに反して、入り口付近を優しく舐めるだけにする。

　舌を抜くと出口が塞がれていたことで溜まった愛液が、とろっと大量に溢れてきた。

　膣口に口を当て、あえて音を立てるようにして吸ってみると、卑猥な水音がこの浴室に響いた。

「やぁ……、あっ、んんっ……やっ、ちょっとおにぃ、それ……」

　恥ずかしがる妹をよそに、こぼすことなくすべて吸い取ると、最後に小さく勃起した妹の陰核にキスをする。

　初めてした口での奉仕に、俺はどうだったか聞こうと妹を見ると、恥ずかしがるあまり片手で自分の顔を隠していた。

　啄むようにキスをして、顔を見せてほしいと伝えるが、

「おにぃのばかっ」

　という素っ気ないと恥ずかしさが込められた言葉が返ってきた。

「悪かったって。気持ちよくなかったか？」

「ばか、ばかばかばかっ。知ってて聞くのもダメ」

　どうやらよかったらしい。ただ今回は気持ちよさより羞恥の方が勝っているみたいだ。

「ごめんって。お前のお願いだからつい気合い入ってさ」

「お願い？」

　ようやく見せた妹の瞳は、理性が砕けて快楽に染まった色をしている。確かにこれは隠しておかないと見ているこっちが襲いたくなってくる。

　そんな妹と鼻先が触れ合うまで近付けて、忘れているお願いを呟く。

「私も気持ちよくしてほしいんだろ？」

「あっ！」

　瞬時に真っ赤になった顔をもう一度隠そうとしたが、先にキスをしてそれを防ぐ。

　水着の下から手を入れ、しっとりと汗ばんだ胸を揉みしだく。

「ちゅっ、んっ、いじわる……、んちゅっ、ちゅ、ちゅっ……、おにぃのいじわるばかっ」

「どんなバカだよ」

　ご機嫌斜めのお姫様から許してもらうため、俺は胸を撫でて、硬くなっていた乳首を指の腹でくりくりと弄る。

　舌も妹の口内に差し出して、そっぽを向くもう一人のお姫様を絡め取る。

「ふぁ、んんっ……、ちゅっ、ちゅるっ……、んくっ、ん、んっ、ちゅうぅぅ」

　唾液を交換するようなキスを終えて唇を離すと、とろとろに蕩けた妹の瞳が目の前に晒されていた。

　半開きの口からは小刻みに荒い呼吸が繰り返され、準備はすでに整っているようだ。

　それにキスの途中でもぞもぞと下半身が動いていたから、たぶんもどかしいと思っているのかもしれない。

「立てるか？」

「……ん」

　手を取って妹の体を起こす。そして四つん這いになるよう指示をして、俺はその後ろに位置を変える。

「おにぃ、これ……」

　今からする体位に気付いた妹が、さっきまでの蕩けた顔から一転して、不安そうな表情を浮かべながら振り返ってきた。

「大丈夫だよ。優しくするし、最後は顔が見えるやつでするから」

　それに、と付け足す。

「いつまでも怖がってても仕方ないだろ。慣れるための練習だよ」

「う、うん。分かった」

　堅さのある返事だったが、妹はとりあえずやるだけやってみることにしたのか、そのきゅっと引き締まったお尻をこちらに突き出すポーズを取る。

　眼前に晒された無防備な妹の秘裂からは愛液が止めどなく溢れていて、俺の方も息子にゴムを着け終わっていて準備は整っている。

　一往復だけお互いの性器を擦り合わせ、息子に愛液をまぶすと、先端を妹の膣口へと押し当て、腰を前に進める。

「んんっ、あっ、おにぃのが……、あんっ、入って……きたぁ……」

　もうかれこれ三回も体を合わせているだけあって、息子はすんなりと妹の膣内へと姿を消した。

　膣内の動きも、入ってきた息子を異物として押し返すことなく、全体を愛撫し、己の最奥へと導くように蠢く。

「あっ、やだ、おにぃ……、舐めない……でっ」

　喘ぐ妹の背中を、腰から首にかけて一直線に舌を滑らせる。運動した時にかく汗とは違って何も嫌悪感はなく、むしろ味も匂いも興奮する材料にしかならない。

「やぁ、んくっ……、あっ、はあっ……あぁ、んっ、んんんっ」

　顔を近付けると前傾姿勢になるので、さらに奥へと動く息子に、妹は熱のある吐息をもらす。

　首筋や耳にキスの雨を降らせ、腰に添えていた両手を脇から滑らせ、胸を揉む。

「どうだ？」

「どうって、ん……なにが。あっ……おくっ、やっ……んっ」

「怖いのと気持ちいいのどっちが強い？」

　聞きながら、ゆっくりと腰を引いて挿送を始める。

「まだ、あっ、怖いかな……」

「そっか」

　妹の答えと同じく、前戯でほぐれた膣内もわずかに硬さが戻ってきている。

　やはり後背位だと純粋に快楽だけを得ることは難しいらしい。妹の心にも負荷がかかっているように見える。

　でも、考えなしにこの体位を選んだわけじゃない。

　胸を触っていた手を妹の顔……厳密に言うと口元に持っていく。

「んっ、ちゅっ……、ちゅぷ、れろっ……ちゅる、ちゅう……んちゅ」

　少しでも恐怖や寂しさが和らげば。そう思って差し出した指を、妹はすぐに咥えて舐め始めた。

　さらに後ろから抱きかかえるように妹と繋がったまま体を起こし、膝立ちに近い姿勢を取る。

「ちゅぷ、ちゅうぅ……、あっ、また奥に……んっ、ちゅっ、れるっ……ちゅぷ、ん……おにぃ？」

　少しだけやりづらい姿勢に変えたことに、妹は舐め続けていた指を口から離して振り返る。

「ほら、前見てみな」

「んっ……、前見るの？」

　そうして妹が見たのは、鏡台に写された後ろから抱きかかえるようにして妹を犯す俺の姿と、差し出された指をまるで俺の息子を口淫する自分の顔だった。

　とろんと蕩けて目尻の下がった眼に、半開きの口から滴る半透明な唾液と、舐めたことによってそれにまみれた俺の指が近くにあった。

　まるでその表情は、後ろから犯されながらも快楽だけを受け入れた淫らな女の子の顔だった。

「これ！」

　それを理解した妹が声を上げた瞬間、俺は挿送を速める。膣内を擦り上げ、最奥を激しく突く、まるで獣がするような動き。

「怖いって言ってたけど、そんなことなかったろ？」

「あっあっあっあっ、んっ、そんなことって……んっ、やだやだそこ、あっ」

「本当に怖かったらそんな表情にならない。怖い怖いって思ってるだけで、実はそんなことないってことだよ」

　全部が全部、思い込みからきていると俺は思わない。

　ただ、ちょっとだけ食わず嫌いみたいな反応が出ただけで、別に本当に後背位でのセックスが怖いわけじゃない。

　たぶん、映画館では快楽よりそっちの反抗が如実に出ただけだろう。一応、人もいたしバレないよう我慢していた部分も、もしかしたら関係しているのかもしれない。

「それにあんな顔できるなら、素質あると思うぞ？」

「やっぱり……、あっ、あっ、やっ、おにぃは、あっ、んぅ……いじわるばかっ、あっ、あぁっ！」

「はいはい」

　さらに腰の動きを速くする。妹のお尻に打ちつけるたびに、結合部から卑猥な水音が増していく。

　なにより、鏡に写る妹の顔が快楽で歪んでいくのを見ていると、それだけで暴発してしまいそうになる。

「ん、ねえ、あっ、はあっ……、そろそろ、あっ、あっ……離して、んんっ、欲しい……あぁっ、やんっ」

「ん、そろそろって？」

「だから、その……」

　ごめんね、妹よ。お兄ちゃん、いじわるばかだから何を求めてるのか分かんない。

　それに今、離して元の四つん這いになると、妹の快楽に蕩けた表情が見えなくなるので御免だ。

「やっ、はっ、あぁっ……絶対、分かってる……くせに……、やぁ、そこ、んあっ」

　妹の言葉をあえて無視して、唾液にまみれた指をそっと結合した部分に持っていき、陰核を優しく撫でる。

　胸も形を淫らに変えるほど揉みしだき、硬くなった乳首を指の腹で押す。

「ダメっ、それ……んっ、されると……あっ、はあっ、イっちゃうから……あぁっ！」

「前も言ったけど、イキたくなったら好きな時にイっていいぞ」

「だって、あっ、あっ、やぁ、そこ……んぅ、イク時の顔……見ないで……あぁっ、んっ、欲しいから……やぁ」

　大丈夫。お兄ちゃん、別に変だとか思わないから。だから存分に気持ちよくなってね。

　と、心の中で思うだけに留めて、ただ目の前で喘ぐ妹をイカせることだけに集中する。

「やだぁ、見ないで……あっ、やっ、恥ずかしい……、からぁ……はぁ、はっ、んあっ」

　下がった目尻には涙が溜まっていて、気持ちよすぎて口が半開きにならないよう下唇を噛みしめている顔が、鏡に写っている。

　膣内にはもう硬さはなく、動きはスムーズで、今まで以上に、熱くてとろとろに溶けている。

「可愛いぞ、お前」

「ふぇ？」

　そんな時、与えられる快感に必死に抗っていた妹が俺の声に反応した。

「俺はそんな顔してるお前のことも可愛いって思うぞ。というか」

　心の奥底からぞくぞくと這い上がってきた衝動に任せて、俺はつい思うだけに止めていた気持ち悪い言葉を口走ってしまった。

「もっと可愛いお前を見せてくれよ」

「〜〜〜〜っ！」

　その瞬間、妹が限界を迎え、体をめいっぱい反らせて絶頂した。

「……んぐっ、……っあ」

　同時に、急激に収縮して息子に射精を促す妹の膣の動きに堪えられず、びゅるるるるっ、と俺も一緒に果てた。

　本日三回目の射精。けれど勢いは衰えることはなく、力強く精液が吐き出される。

　どこにそんな量があったのかというほど、長い時間をかけて射精が収まり、脱力した妹を抱え上げる。

　鏡に写った、イった直後の妹の顔は、今まで見たこともないぐらいに妖艶に乱れていて、そして一番可愛かった。











妹と朝まで③









　あのあと、俺たちが風呂から出ると、すっかり窓の外は暗くなっていて、隣の家から漏れている明かりが庭を照らしていた。

　一方、我が家のリビングでは、ソファーの上に座る俺と、俺の太ももの上に妹が座ってテレビを見ている。

「……あの、そろそろどいてもらえませんか？」

「絶対に嫌」

　鋭い剣幕でそう言う妹は、さらに俺の上に体重をかけてくる。

　風呂でセックスして、晩ご飯を食べてから、かれこれ一時間ほど俺は妹を太ももの上に乗せている。

　高校生の女子一人を座った状態で上に乗せて一時間。案外キツいものがある。しかも身動ぎすると太ももをつねられて「どんどん強くなるから」と謎の脅迫をされてしまった。

　こうなったのも、お風呂で妹とエッチしている時に必要以上にいじわるしたせいで、二時間私を上に乗せる、というこれまた謎の罰が妹から言い渡されていた。

　とはいえ、まあ二時間ぐらい初めは楽勝だと思っていたのだが、開始わずか三十分で限界がきていた。

「なあ、悪かったって。もう許してくれ」

「まだ一時間あるから」

「ずっと太ももにお前の骨盤が当たってて痛いんだけど……、って、痛い！」

　また太ももをつねられた。俺はノーマルなので痛いと喜ぶ性癖はないのだが。

「止めてって言ってもおにぃは止めてくれなかったから。私も絶対に止めない」

「マジか……」

　戦慄く俺を尻目に妹はふんっと顔を背ける。

　どうやら真剣に恥ずかしかったらしく、止め時を見誤ってしまった。

「せめて暇潰しにテレビでも見せてほしいんですけど……」

「ダメ。おにぃはずっと下」

「なんかエロいな」

　お兄ちゃんはずっと下ね、今日は私が動くから。とか、なんかエロゲーのようなセリフに聞こえる。

　と、冗談で言ったのだが、妹が目を細めて睨んでくるので大人しくしておく。

　リビングにはテレビの音しか流れておらず、俺たちは静かに罰の時間を過ごす。

　別に妹も本気で怒っているわけじゃない。本気ならそもそも俺の上に乗らないし、今もテレビじゃなくて背後にいる俺にちらちらと横目で見てくる。

　けれど、その原因もまた俺にある。

「……ねぇ、なんか背中に当たってるんですけど」

「正確にはお尻の割れ目だと思う……。って痛いんだけど」

「へんたい。罰受けて興奮したんだ？」

「安心しろ。俺はノーマルだから痛みで興奮しない」

　痛みじゃなくて、この高ぶりは、俺の上で座る妹のせいだ。

　風呂上がりで、一緒に入ったのにもかかわらず俺とは違ういい匂いがして、骨盤が当たる以外、柔らかいお尻がずっと密着しているのだ。

「しかも、なんで触るの」

「暇すぎて死にそうだから？」

　着ているシャツの上から背中を撫でる。少しだけ体温が高くて、冬場ならもっとくっつきたいと思う。

　それに、以前の俺なら別に妹が上に座っても興奮なんてしなかった。

　けど、今は明らかに違う。

　身動ぎするたびに揺れる胸も、髪から漂う甘いシャンプーの匂いも、ズボンに浮き出たショーツのラインも、触れている肌から感じる柔らかさも。

　全部、この前まで何も感じることがなかったのに、今では一つでも見たり触れたりするとゴリゴリと理性が削られていく。

　だから正直、今すぐこんな罰ゲームはさっさと終わせて妹を抱きしめたい衝動に駆られる。

　それぐらい可愛らしくて愛らしい。そんな気持ちが心を満たす。

「ん、ちょっとおにぃ」

「なに？」

「そんなにぎゅっとされると暑い」

　どうやら我慢できずに、無意識に後ろから抱きしめていた。柑橘類の甘酸っぱい匂いが鼻腔を満たす。

　さて。どうやって言い訳しようかと思っていると、こっちに振り向いていた妹の目がかすかに揺らいでいた。

「んっ、……なんで強くするの？」

「急に発作が起きまして」

　我ながら下手な言い訳に、妹は何も言うことなくテレビの方へ向き直った。

　どうやら好きにしていいらしい。妹もその気になってくれたのかもしれない。

　抱きしめた手をシャツの下に潜り込ませて、妹の素肌に触れる。想像していたより熱くて柔らかい。

「んっ……、やぁ」

　すべすべした柔肌をなぞるように、脇からお腹、そこから胸の下を撫で上げる。服の下でもぞもぞと動く俺の手に、妹も時折、反応してくる。

　手のひらから少しだけはみ出る胸を揉みながら、もう片方の手を下に潜り込ませる。

　太ももから滑るように横に動くと、妹の穿いているショーツに行き着く。絹のような肌触りで、ショーツ越しに触る恥丘は、ふにふにとしている。

「ん、ふっ……、はあっ、はぁ……、んんっ」

　触っているうちに、妹の肌にうっすらと汗が浮かび始めた。

　熱でうなされたように荒い吐息がこぼれ、妹の背中が徐々に近付いてくる。

「あっ……、んくっ……やぁ、ふあっ」

　もはや、テレビなんて俺も妹も見ていない。

　切なげに目を閉じて、八の字に歪んだ柳眉。少しだけ開いた桜色の唇からこぼれる喘ぎ声。

　本当に可愛らしくて見ていて楽しい。いじめたくもなるし、飛びっきり甘やかせてあげたくなる、そんな気持ちにさせてくれる。

「ねえ、おにぃ……、しよ」

　だから、そうおねだりされた時、つい嗜虐心がくすぐられた。

「まだ罰の時間があるからお兄ちゃん動け……痛い痛い痛い！　すみません、調子乗りました！」

「ん、よろしい」

　さっきの風呂でのことがあるからか、いじめようとすると未然に防がれた。

「でも、このままでもいいと思うぞ」

「どうやってするの？」

「こうやって」

　そう答えて一旦、妹を太ももの上から下ろしてのズボンとショーツを脱がせる。それから俺も下だけ脱ぐと、下半身裸になった妹をもう一度上に乗せる。

　これで真正面から見た時、妹の股から俺の息子が生えているような体勢になった。

　なにより息子と妹のふにふにとした恥丘が密着していて、今にも射精したくなる。

「今日だけで三回も出してるのに、相変わらずおっきいよね」

　相変わらずなのは、自然にそう言える妹の方だと思う。

　突き出た先端をツンツンと指でつつきながら、妹はそう言って亀頭をそっと掴んできた。

「で、どうやってするの？」

　息子を掴んだまま、妹が顔だけをこっちに向けて尋ねてくる。

「別に触っても触らなくても、好きにしていいぞ。俺は俺でやるから」

「う、うん」

　妹は頷くと、持っていた俺の息子をしごき始めた。ただ、滑りが悪いのか、少しだけ迷ったあと、

「んっ……」

　そう短い声を上げたと思ったら、亀頭にとろっとした唾液が上から落ちてきた。

　そして見えている竿の部分から、先端を掴んで上下させる。

「お前、いっつも新しい知識身につけてくるけど、そういうのどこで覚えてくるの？」

　俺は俺で胸を揉みながら、妹の割れ目の頂点にある突起をくりくりっと指の腹で弄っていく。

「ネットとか……んっ、あっ、ふあっ、あとはおにぃのベッドの下にある本とか」

「ちょっと待って。なんで俺のベッドの下にあるって知ってるの？」

　ベタすぎる場所にあえて隠しておいたのだが、もしかしてずっと前から知られていたのだろうか。だとすると母さんにも？　……いや、これ以上は怖いから想像しないでおこう、うん。

　しかしネットやエロ本を見て学習するにしても上達が速い。

　元々、そういう素質があったのか。はたまた彼氏への思いから練習に励んだ結果なのか。

　どっちにしてもなぜかもやっとする自分の推測に、妹の愛撫に集中して頭の隅へ追いやる。

「んっ、ふっ……あっ、あっ、んくっ……ふあっ、やぁ、んんっ……あぁ」

　妹は最初こそ俺の息子に自分の唾液を垂らし、片手で上下にしごいていたが、今は腰を小刻みに動かして生の性器同士が擦り合う感覚に没頭している。

　妹の秘裂が息子を左右に挟みながら動く。妹の唾液と、溢れ出る愛液に俺の先走りなどが混じり合って、ぬるぬるとした感触が快楽となって積もる。

　家には俺たち兄妹しかいないこの状況も手伝って、どんどん動きと声が大きくなっていく。

「あぁ、あっ、あっ、んっ……ふっ、はあっ……あぁっ」

　ずちゅ、ずちゅ、と卑猥な水音が鳴る。五感すべてを刺激してくる妹の素股に、俺はギブアップ寸前だった。

「……もういいか？」

　腰から這い上がってきた射精感。そのまま出すと後片付けが面倒で、俺は腰を動かして素股でよがる妹に耳打ちした。

「ん、入れて」

　そう言って背中を向けたまま腰を浮かした妹は、自分でゴムを着けた俺の息子を膣口にあてがう。風呂で後背位がそれほど怖くないと分かったあとだけに、その動きに躊躇いは感じ取れなかった。

「んくっ、これ、キツい……んっ、ふっ……んんっ」

　膣口が亀頭を咥える。

　妹は初めての後背座位に多少、息を荒げながら息子を自分の膣へと埋没させていく。

　反った先端が、膣壁をにゅるにゅると優しく抉りながら最奥へと進む。

「んっ、あぁっ……やぁ、……あっ、ふっ……んくっ、んんっ！」

　交わることだけに集中してした俺たちだったが、膣壁を沿うようにして進んだ息子が最奥にたどり着く。

　膣内がぎゅうぎゅうと締めつけを強め、奥へと息子を誘うように蠢き、それと比例して妹の体温がぐっと高くなる。お互いに一気に快感が高まって、荒い呼吸を繰り返す。




　そんな時だった、前のローテーブルの上に置いてあった妹の携帯が震えたのは。







「あ……」

　それを見て妹が繋がったまま、手を伸ばして携帯を取る。

「どうした？」

「んと、彼からのメッセージ」

　妹はポチポチと携帯をいじって、メッセージ先の相手を言う。

　ちらっと見えたメッセージは、『今、なにしてる？』というどうでもいいものだった。

　返信するまで待っていようと腰の動きを止めていたが、すぐに妹は携帯をテーブルの上に戻した。

「返事しなくていいのか？」

「今はいいかな」

　今はいいって、そのメッセージアプリって確か相手に反応したことが分かるやつじゃ……。

　案の定、そのまま妹が続きをしようとして動き出そうとしたところでもう一度携帯が震えた。タイミング的におそらく彼氏だろう。

　けれど、妹は無視してゆっくりとグラインドを始める。確かに無視して続きをしたいのは俺も同じ気持ちだが、このままだと危険な気がする。

　もう一度だけ携帯が震え、メッセージが表示された直後、今度はメッセージの受信音ではなく着信音が鳴り響く。

「おにぃ……どうしよう」

「どうしようって、俺に聞くなよ」

「うぅ〜。タイミング悪いなぁ」

　自分の彼氏だというのになんてこと言うのだ、この妹。

　たぶん、これは出ないとややこしい誤解と、面倒な喧嘩になるのは目に見えている。

「出ろって。んで、適当にごまかせ」

「……この状況で？」

「お前がそれを言うな！　ていうか、早く出ろって」

　渋々といった表情で通話に応じる。それを見て俺は、かつて起きたコイツとの冷戦時代を思い出した。

　妹は何か一つに集中している時、邪魔してくる人間はたとえ俺や両親であろうと厄介者として認識して急激に不機嫌になる。そして、それを察することができずにちょっかいを続けられていると、最後は怒って手が出る。

　成績優秀、スポーツ万能、眉目秀麗。誰もが褒めそやす完璧な妹の、唯一の欠点。

　それは当時、仲が最高によかった俺たち兄妹が一気に険悪な関係になって小学五年生から中学一年生まで会話一つなかった冷戦時代の原因となった。

　それがよりにもよってこのタイミングで出てしまった。

　しかも相手は妹の彼氏。家族の俺でさえ修復に約二年かかったのに、それが彼氏とはいえ赤の他人となると、関係の修復は不可能になるかもしれない。

「ん、もしもし」

　なんて回想していると、妹が電話に出た。

　普通、恋人同士の会話は喧嘩中以外なら楽しいものだと思うのだが、妹の声は邪険なものだ。

「おい、もうちょっと優しく……っ!?」

　妹は、そう言いかけた俺の太ももを通話しながら思いきりつねってきた。

　痛いと叫ぶわけにもいかず、バタバタと足を上下に振ってごまかす。

「んっ、ふっ」

　ただ、足を振った時、俺の息子が妹の膣内を刺激したようだ。喘ぎ声が出そうになって慌てて口を閉ざした妹が、キッと鋭い視線を向けてくる。

「あ、ううん。なんでもないから。気にしないで」

　妹の異変に気付いた彼氏が心配したのだろう。取り繕う妹の声音は少しばかり柔らかくなる。けれどそれも怒る数歩手前の声だった。

　やばい、どうしよう。

　電話に出るのを進めた手前、別れ話にはならないまでも喧嘩の遠因になるのは避けたい。

　と、今にして思えば焦ったゆえの愚策にすぎないのだが、俺はこの時、不意に解決策を思いついた。妹が彼氏に邪険な態度を取らずに済む方法を。

「あとで死ぬほど罰をくらわせていいから、絶対に我慢しろよ？」

「え？」

　妹の返事を待たず、腰に両手を携え、突き上げるようにして動かした。

「〜〜〜〜っ!?」

　咄嗟に口を押さえて喘ぎ声が出ないようにする妹。いきなり激しくなった俺の腰使いに、バレたらどうするのっ、と視線だけで抗議してくる。

　それを無視して、自分の快感しか考えない腰の動きに徹する。が、それは妹が電話越しに彼氏の話を聞いている時だけに止める。

　妹がなにか返事したり、会話を続ける時はゆっくりとした動きで、膣内を行き来する。

「……っ、そっちは合宿楽しい？」

　妹もその法則が分かったのか、やけに饒舌になって話し出す。そしてその声音からは、俺の思惑通り邪険な雰囲気が取れていた。

　ただ、相手に話題を振ってしまったため、妹の口が閉ざされて、再び腰の動きを激しくする。

　相づちの合間に「ん、……ふっ、んっ、んくっ」とか必死に喘ぎ声が出ないよう下唇を噛んだり、携帯自体を遠ざけて音が拾えないように工夫していた姿は、少し興奮したが。

　それに妹の膣内もさっきまでと違って、きゅうきゅうとキツく締まるようになっていた。

　腰を引くたびにまとわりついてくる膣壁に、押し込むと同時に結合部から飛散する愛液の音が、リビングに響く。

　自分本位に動いているせいで、体の底から這い上がってくる猛烈な快楽の波が、決めた法則さえ無視し始めた頃。

「うん。私も楽しみにしてるから……。それじゃあね」

　しばらく彼氏彼女の会話が続けられ、本日四回目の射精を迎える前に通話が途切れた。

　そしてそれは、俺の死刑が始まることを意味していて。

「……いや、違うんだ。理由を聞いてくれ」

　膣内に入れていた射精間近の息子を引き抜き、こっちに体ごと向き直る妹。その瞳がメラメラと燃えているように見えたのは、きっと俺の目の錯覚だと信じたい。

　一応、罰せられる前に最後の言い訳ぐらいしておこうと言葉を選んでいると、妹は再び俺の上に跨り、己の膣内に息子を入れると大きく腰をグラインドさせ、自分勝手にしていた俺の息子を責め立てた。あれ？

「ん、あぁっ……、んっ、ふっ……あっ、あっ、あっ、んんっ」

　てっきり怒られると思っていた俺は、少し唖然としながら、自らの上で踊る妹に釘付けになっていると、

「おにぃ……、ちゅーして」

　なんて甘えた声で、少し唇を尖らせながらキスをせがんでくる。

「ん、ちゅ、ちゅっ……んっ……ちゅう、んんっ……れるっ、ふっ……ちゅる、ん……ちゅぅぅ」

　唇を数回軽く合わせ、自然絡み合うお互いの舌。ねっとりと温かくて、舌先を吸い合う。

　妹の背中に手を回して抱き寄せ、胸と胸がぶつかって柔らかい感触が広がる。

「ん、ふぅ……ちゅう、ちゅる……んちゅ、ちゅ……ちゅ、ん、んくっ……んっ、んんっ」

　一度離れて、また唇に吸いついて舌を入れる。その時、わずかに上の位置にいる妹から、とろっとした唾液が流し込まれてきた。

　目を開けると視線がぶつかり、まるで「飲んで……」と言われているみたいで、ゆっくりと飲み下す。

「あのさ、急にどうした？」

　キスが終わり、再び上下に動く妹におそるおそるそう尋ねる。

「どうしたって、何が？」

「いや、その……急に積極的になったなぁ……と」

　今もこうして話ながらも、妹は腰を振ることに余念がない。

「そう？　電話くるまではこんな感じだったでしょ」

　絶対に違うと思うのは俺だけだろうか。

　そもそも、その電話の時に好き勝手していたのは俺で、てっきりさっきよりもひどいお仕置きがくると構えていたのに、これだと拍子抜けもいいとこだ。と、それとなく伝える。

「やっぱりお仕置きされて興奮したんだ」

「それだけは絶対に違う。そうじゃなくてだな」

　けれどはぐらかされ、なおも理由を聞き出そうとするも、さっきまで募らせていた射精感が急激に訪れた。

「んっ、先っぽおっきくなった」

　ゴム越しとはいえ分かるものなのだろうか。俺の高ぶりを感じ取った妹は、一番奥深くまでくるように体重をかけ、子宮口と鈴口が合わさると腰をゆっくりと回す。

「っ、そろそろ俺……」

「うん、出していいよ」

　妹の許しに、俺は思うがまま腰を振り、押し寄せてくる快楽に身を委ねる。

「くっ、でるっ！」

　そして訪れた絶頂。精液が鈴口を倍以上こじ開けて勢いよく飛び出していくのが分かる。

　連続する射精がようやく収まっていく。

　そう言えば初めて妹より先に果てたかもしれない。なんて思っていると、妹がゆっくりと結合を解いた。

「あ」

　それを見て思わず声が出た。結合を解いた膣内で膨らんだゴムが引っかかったのか、引き抜いた息子は何もついていない状態で、目の前で佇む妹の膣口からゴムが少しだけはみ出していた。

　なにより装着口の部分からどろっと白い精液が、妹の太ももの内側を伝う。

　その光景は、まるで中に出した時に膣から溢れた時のようで、射精して力尽きたはずの息子がムクムクと起き上がる。

「えっち」

　太ももを伝って滴り落ちる精液を指先で掬い取って舐めながらそう言う妹の声は、背筋がぞくっとするほど妖艶だった。

　さっきから妹の纏う雰囲気がおかしい。なんというか、妙に吹っきれている気がする。

「んっ……、またおっきくなった」

　指で掬った精液を舐めとりながら、妹は息子の変化に反応すると、

「じゃ、もっとできるね」

「いや、さすがに連続してできないからちょっと休憩……」

　そう言いかけた時、妹はまだ精液がついて残る息子を咥える。

「んっ、じゅるっ……れろっ、んちゅ、んくっ……ちゅう、んんっ」

「おい。だからそんなに連続しては……」

　だが、妹は無視して綺麗になった息子にもう一度ゴムを着ける。五回目ともなるとさすがに硬さも少しだけ衰えている。

　なんでそこまで、と、訝しんでいると、腰を落として息子を膣内に入れた妹からこう告げられ、振りきれている理由をようやく知ることになった。

「これ、電話の途中にむちゃくちゃしてくるおにぃへのお仕置きだから」

「え？」

「だから罰は『私の気が済むまでえっちすること』。途中でギブアップとかないから」

　えっちなことに馴れてきたとはいえ、大胆にもそう言い放つ妹に、俺はこう思うのだった。

　……それ、本当にお仕置きになるの？











朝までいかなかった訳









「ん、……ちゅ、ちゅ、ちゅぅっ……んくっ、あっ、あっ、あぁっ……んあっ、ちゅう、んっ、ちゅぅっ」

　キスをしながら妹の膣内を蹂躙する。カリで柔らかい膣壁をかき分け、鈴口が子宮口にぶつかるたびに、妹が甲高い声を上げる。

「はぁ、はぁ、おにぃ……んちゅ、激しいっ、の！」

　突き上げると揺れ動く妹の胸は、これ以上ない淫靡な光景だ。ピンっと硬く斜め上を向いた桜色の乳首に吸いつくと、さらに喘ぎ声が大きくなる。

「あっ、あっ、あっ……んちゅ、ちゅう、ちゅる、あっ、もうダメっ……ん、あぁっ、イクッ……イキそう！」

「ああ、もう好きなだけイケっ！」

　夜もすっかり更けた、真っ暗な俺の部屋。

　そのベッドの上で、正常位で繋がっていた俺と妹はお互いに絶頂を迎えていた。

「……ぐっ」

「〜〜〜〜っ！」

　組み伏せられたように俺の下で寝転ぶ妹は、体を大きく震わせる。膣内もそれに合わせて入っている息子を愛撫する。

　まるでそれが当たり前のように蠢く膣壁に、残り少ないわずかな精液を強引に吸い取られる、そんな快感に身を委ねる。

　すでに俺の部屋は、男女の交わった匂いが充満していた。

　リビングで妹がお仕置き宣言してからというものの、ベッドの下には脱ぎ捨てられた俺たち兄妹の衣類とともに、使用済みのゴムが何個か床に散乱していた。

　ベッドのシーツに至っては妹の愛液がところどころに染みになっていて、朝一で洗濯して親バレしないよう証拠隠滅しないといけないほどだ。

「んっ、くちゅ、ちゅぷっ……、じゅるっ……ちゅぱっ、んちゅ、ちゅっ」

　終わったあと、引き抜いた息子を必ず妹はお掃除フェラをして綺麗にするようになった。尿道に少しだけ精液が残っていた時に啜られた際は、腰が抜ける思いだった。

「ちゅう……んっ、ちゅる……、ん、綺麗になったね」

　そう言って妹は枕元にある小さな箱を手に取る。

　運動部に所属しているだけあってスタミナが俺よりある妹は、馴れてしまえばいくらでも連戦できる体力を持っていた。

　けれど、さすがにもう無理だ。

　俺も打ち止めが近いのもあるし、なにより、

「あれ？　おにぃ、ゴムの予備ってどこ？」

「……さっきのでラストだよ」

　俺が用意していたコンドームの小箱の中は、すでに空になっていた。

　妹と初めてセックスした日から使い続けていたが、まさかこんな早くなくなるとは思っていなかった。

　それに、妹は気付いていないようだから、そろそろここ辺でちゃんと言っておく必要がある。

　俺たちは兄妹なんだから。

「なあ、お前って、ゴムがあればぶっちゃけどこまでできる？」

「……これはおにぃへのお仕置きだから、どこまでとか」

「それはいいから、とりあえず答えろ」

　真面目な話だと、語気を強めて尋ねる。

　すると妹は少し考えたあと、散々セックスしたのに今さら恥ずかしそうに顔を逸らしながら、

「お母さんたちが帰ってくるまでなら」

　そう言ってごろんと寝転がった。

「そっか」

　正直、そこまでできるのかと内心驚いたが、今は脇に置いて、本題を切り出す。

「……なら、もう怖くないだろ？」

「…………」

　そう告げた瞬間、妹の体がビクッと反応したあと、顔を逸らした。まるで恥ずかしさとは違う、別の感情から顔を背けるように。

「まさか一週間で克服できるとはな。ま、回数は違うけど」

　暗がりの中、妹からの返事はなく、ほとんど俺の独白のようだ。

「心配なのは向こうがお前のこと処女だと思ってることだよなぁ。どうする？　初めては血が出るって実は迷信とか言ってごまかしとくか？」

　横に寝転がっている妹の髪を撫でる。さらさらとまるで上質な絹のようで、いつまでも撫でていられる。

「……やっぱりおにぃはいじわる」

　やがて、ぽつりと呟いた妹の声はかすかに震えていた。

「いじわるばかで、空気も読めないキス魔」

　ひどい言われようだ。けど、それならいじわるばかで空気の読めないキス魔な兄として言ってやろう。

「もう、いいか？」

　何が、とは聞いてこなかった。妹も俺の言っている意味が理解できているのだろう。

　それは、俺と妹の関係を今日限りで終わらせようという意味だ。

「おにぃはもうしたくないの？」

「したいかしたくないで言えばしたい」

「なら……」

「でも、やっぱり駄目なんだよ。兄妹でセックスするなんて」

　近親相姦という禁忌は業が深い。実際、それはここ数日で痛切に感じている。

　交わるたびに妹を見る目が変わっていくのが分かる。

　今もこうして横に寝転がっている妹を、後ろから抱きしめて、たくさんキスをして、その体に俺の女だと刻みつけたい。なんて欲求が沸き上がってくる。

　けれど相手は妹だ。俺の女になんて勿論なり得ないし、世間は絶対に認めない。たとえ強引に認めさせたとしても、それは二人から世界を切り捨てただけにすぎない。

「だから俺とお前の関係も元通り。明日から日々会社からこき使われる兄と、部活も勉強もできて彼氏もいる青春を謳歌する高校二年生の妹」

　自分で言ってて悲しいほど未来に光がない。けれどそれは逆に言えば妹には未来があるということだ。

　近親相姦には、その妹の未来を閉ざす可能性がある。兄として、そんな可能性は一刻も早く捨て去っておきたい。

「そんなの関係ない。私のことは私が決めるの。だからおにぃとえっちしても」

「大丈夫ってか？」

　妹は何も言わず、ただ頷くだけだ。

　けれどそれならなおさら、俺たちの引き際はここだと思う。近親相姦という底なし沼に溺れ落ちる前に。

「おにぃなんて嫌い」

　やがてポツリと呟いた妹は、そう言ってベッドから降り立ち、俺を見下ろす。

「嫌いでいいよ」

「嫌い、嫌い、大嫌い！　おにぃのことなんて大嫌い！」

　まるで子供が駄々をこねるように怒鳴り、妹はそのまま俺の部屋から出ていった。

「はっ。大嫌い、か……」

　今度こそ呟いたそれは暗い部屋の中を通り抜けるだけで、返ってきたのは静かな静寂だけだった。











夏休みの出来事①









　目の前に広がる青い地平線と、打ちつける白波にさらわれていく砂の音が鼓膜に響く。

　真夏の海水浴場。厳しい日差しから身を守るために立てたパラソルの下、荷物番をしている俺の隣にすっと座ったのは、ツーピースの水着の上に薄手のパーカーを羽織った会社の後輩だった。

「先輩は泳がないんですか？」

「学生の時、プールの授業はいっつもサボってた」

「意外ですね。先輩は真面目だと思ってましたけど、授業サボったりしていたんですね」

　ふふっ、と笑う後輩は、いつも会社で見ている笑顔とはまた毛色が違っていた。

　妹にセックスしないと伝えてから半月後。俺は車で二時間ほど離れた海水浴場に来ていた。

　ただ、これは俺が自主的に来た訳ではなく、半ば強引に連れられて訪れている。

「それにしてもびっくりしましたよ。まさか私の弟と付き合ってた彼女が先輩の妹とか、本当に驚きました」

「ああ、まあな」

　そう言って俺は向こう側に視線を向ける。波打ち際ではしゃいでいる妹と、初めてお目にかかった妹の彼氏がいた。

　しかも妹の彼氏は、隣に座っている後輩の弟というあまりの世間の狭さに驚いたのが今日の朝。

　そしてこの海水浴に誘ってきたのは会社の後輩で、先週の始めに、

『弟が彼女と隣県の海水浴場に行くんですけど、その保護者として私も同伴することになったんですよ』

『大変だな』

『そうなんですよ。私一人で気まずいですし、そもそも運転するの苦手で……』

　と、相談に乗っているうちにあれよあれよと俺も同伴兼運転手として来ることになったのだ。

「でも、妹さんとか関係なく先輩が一緒に来て下さって助かりました。私一人だったらどうしていいか……」

「確かに恋人同士の間に割って入るのは無理だからな」

　俺が逆の立場だったら今ごろ送迎役に徹して砂のお城でも一人寂しく作っていたと思う。

「しかも泊まりがけですよ。私だけだと絶対に無理でしたよ！」

　ただ、そこだけ俺が当日まで聞かされていなかったところだ。

　まさか海で遊ぶのに泊まりがけとは思っていなかった。最近の若い連中は皆こうなの？

「でもまあ、いい息抜きにはなるだろ？」

　そう言って後輩の方へ顔を向けると、至近距離で視線がぶつかって、お互い変に意識して同時に顔を逸らした。

　会社だと全然気にしなかったが、小さいビニールシートに二人並んで座っていると距離が近くて、妙に恥ずかしい。

　今もこうして肩と肩がぶつかりそうで、まるで初めて付き合った中学生同士みたいだ。それにさっきからその大きな胸がチラチラと見えて仕方ない。

「んぶっ!?」

　そんな風に思っていたら、いきなり顔面に海水をぶっかけられた。

「おにぃ、鼻の下伸ばしすぎだから」

　海水が染みる目をタオルで拭うと、目の前に立っていたのは、おもちゃの水鉄砲を持っている水着姿の妹だった。

「別に伸ばしてない。というか目が超痛いんだけど」

「いや、超伸ばしてたから」

　そう言ってさらに水鉄砲で俺の顔を必要に狙い撃ちしてくる。

　セックスしないと言ってから、妹とはこんな風に普通に話をしている。

　大嫌いと言われて、口も聞かなかったあの冷戦時代に逆戻りするのかと思っていたのだが、妹自身も翌日にはケロッとした表情で話しかけてきた。

　思わず昨日のことは夢だと思ってしまったが、朝起きた時、部屋に充満していた性交の残り香が現実だと突きつけていた。

　けれど関係は良好そのもので、むしろセックスする前の元の兄妹に戻っているような気がする。

「あれ？　あの子はどこいったの？」

「ちょっと用があるって言ってましたから。たぶんトイレだと思います。なので後輩さんを誘いに来たんですよ」

　後輩と言葉を交わす妹は、完全によそ行きの顔だった。こうした使い分けも自然とできる妹の完璧ぶりに感心する。

「えっ……と、でも」

　渋る後輩が、ちらちらとこっちに視線を向けてくる。たぶん、プライベートとはいえ先輩を差し置いて遊ぶことに気が引けているようだ。

「大丈夫だ。お前も息抜きのつもりで行ってこい。荷物は俺が見てるから」

「あ、いや……そういう意味じゃ」

　後輩が言い淀んでいると、妹が強引に後輩の手を取り、

「兄はカナヅチですから、放っておいていきましょ」

　そう言ってぐいぐいと後輩を波打ち際に連れ去っていった。

　何気に力が強いんだよな、俺の妹。さすがバスケ部のエース。

　後輩はなおも俺のことを気にしていたが、妹が持っていた水鉄砲を渡して無理やり遊びに巻き込んでいた。けどまあ、本気で嫌がっている訳でもないしいいだろう。

「ま、楽しそうでなにより……だな」

「本当にね」

「うおっ!?」

　一人言を呟いたつもりが、思わぬ人物からの返事に驚く。

「同じ驚き方……あまり面白くないわね」

　そう言って俺の隣に立ったのは、派手なデザインの水着を着て、サングラスをかけた幼馴染み兼俺の元カノだった。

「最近、同じような状況があったからな。で、なんでお前がここにいる」

「それも二回目。芸がないわよ？」

「ならハッキリ言ってやるよ。海水浴場は男漁りに最適だから来たんだろ」

「違うわ。あなたに会いに来たのよ」

「そこだけ聞くとストーカーだな」

　こないだの図書館といい、今回の海水浴場といい本当はあとをつけてきたんじゃないだろうな。

「残念だけど、私は臨時のバイトで来てるの。ほら、あそこの海の家よ」

　そう言って幼馴染みは、砂浜の真ん中にある海の家を指す。

　飲み物やかき氷などを買っていくカップルや四人組の男子高校生、それに親子連れなんかで賑わっている。それなりに忙しそうだ。

「なら真面目に働けよ」

　貞操概念がガバガバなところを除けば美人なのだ。黙って店先に立てばそれだけでバイト代以上の働きが見込めるのに。

「ちゃんと仕事してるわよ？」

　はい。と手渡されたのは、プラスチック容器めいっぱいに入ったソース焼きそばだった。

「ただの押し売りじゃねえか」

「失礼ね。あくまで宣伝よ。まあ、これは本当にサービスだけど」

　ペットボトルのお茶がサービスかよ。というか宣伝なら金を要求しないでほしい。しかもそこらへんのコンビニのり弁より高いし……。高い昼飯だなぁ。

「それで、どうしたのよ」

「なにが？」

　ペキッ、とキャップを開けてお茶を飲んでいると、隣に座った幼馴染みがそう切り出した。

「あなた、自分で気付いてないだけかもしれないけれど、妙に普通なのよ」

「妙に普通ってなんだよ」

　普通は普通だろ。妙に、とか変な枕詞をつけるなよ。

「妹さんとなにかあったの？」

「……なんのことだ」

「あったのね」

　平静を装ったつもりだったが、相変わらず人の心を見透かしてくる。おそらくだが、コイツは俺と妹に秘密があるのを知っている。

「なるほど。状況から察するにおそらく妹さんは、あなたの思いに耐えられなかったのね。……あるいはその逆かしら？」

「……どういう意味だ」

「否定しないのね」

「…………」

　色々と言い返してやりたかったが、次々と痛いところを突かれて言葉がない。

　その沈黙を答えと取った幼馴染みは、そのまま視線を波打ち際で遊んでいる二人に向けられた。

「まあいいけれど。でも実の妹でもあなたの思いに耐えられないとすると、あの可愛い後輩はきっとすぐに壊れるわよ」

「俺はそんな重い男じゃないし、別に普通だ」

　そもそも俺と後輩はそんな関係じゃない。

「違うわよ」

　しかし、きっぱりとそう彼女は、暗い笑みを浮かべてこう告げてきた。

「あなたは普通じゃない。あなたは心にあるバケモノじみた狂気を飼ってる」

「バケモノはお前だろ」

　性欲の塊という言葉をそのまま具現化したような女に、バケモノだの狂気だの言われたくない。けど彼女は笑ってそれを肯定する。

「ええ、確かに私もバケモノよ。でも、だからこそ私はあなたの隣にいられるの」

「…………」

「あなたのその狂気に触れて大丈夫なのは私だけ。バケモノはバケモノとしか愛し合えない。なんなら妹さんの代替えとして抱いてくれてもいいわ。ね、やり直す価値はあるんじゃない？」

「……ねぇよ」

　それだけ言って俺は再び前を向く。

　妹と後輩は楽しく波打ち際で、おもちゃの水鉄砲を撃ち合って遊んでいる。

　結局、幼馴染みが俺に言いたかったのは「性格が合うからやり直したい」という、ただそれだけのこと。本当、真面目に聞いて損した気分になる。

　俺とコイツが同じだなんて天地がひっくり返ってもありえないのに、そんな虚偽妄言はやめてもらいたい。

　なんて思いに耽っていると、

「あー！　お義兄さん、誰ですかその美人さん！」

　後ろからやかましい声が聞こえてきた。

「海の家でバイトしてる人だよ。焼きそばをデリバリーしてもらってた」

　その声に振り向いて軽口で答えてやる。するとそいつは俺の隣にいる幼馴染みをキラキラとした目で見つめる。

「うお、マジっすか。デリバリーとか響きがヤバいっすね」

「ああ、マジヤバいだろ」

　頭の悪いことを言いながら俺とそいつがふざけ合っていると、話題にされている幼馴染みがこちらに向き直る。

「ねぇ。この子、誰？」

　小声でそう尋ねてきた。

「俺の妹の彼氏だよ」

「どうもっす」

　ぺこっと頭を下げて隣に座った妹の彼氏は、俺がパスした焼きそばに食いついた。

「へぇ……この子が」

　その姿を見て幼馴染みがそう呟く。ただ、妹の彼氏を見るその目が異様な輝きを放っている。まるで獲物を見つけた狩人のような目だ。

「止めろよ」

「よく分かったわね。もしかして嫉妬？」

「違うし、分かったのはお前の目だよ。昔から変わらないな」

　あの目は気に入った男を見つけた時だ。それに一目見て分かったのは、昔、俺が彼女から告白された時の目に似ていたから。

「ふふっ、よく分かってくれてるじゃない。でも嬉しい反面、今のあなたに褒められても素直に喜べないわね」

「喜ぶ必要ないけどな。つか、真面目に手を出すなよ。コイツは俺の妹の彼氏だからな」

　未来の義弟の貞操は俺が守る。主にこのクソビッチから。

　しかし、そんなことなどまるで気にしていないように、じっと妹の彼氏を見つめている。

　けど、この幼馴染みが気に入るのも分からなくはない。

　妹の彼氏は男の俺から見ても顔立ちはよく、サッカー部に所属しているだけあって贅肉一つない引き締まった体をしている。通勤手段はほぼ電車と、確実に運動不足で、しかもビールを愛する俺とはまったく違う体つきだ。

　後輩からの情報では勉強の方はちょっとあれだが、本当に聖人君主のような性格を兼ねているならその欠点も相殺される。まあまあの優良物件ではある。

「もういいからバイトに戻れよ、お前」

　というか、いい加減コイツが隣にいることで野郎の視線が集まってきた。中には俺のことを彼氏だと思っている奴の声も聞こえてきた。そんな勘違いは死んでも御免こうむる。

「そうね。新しい人も見つかったし、戻って仕事するわ。というか、ねえ僕、お姉さんと向こうの岩影に行かない？」

　それを聞いて妹の彼氏は、んぐっ、と焼きそばを詰まらせた。多感な高校生に刺激的なことを言うんじゃない。

「マジで止めろよ。本気で怒るぞ」

「ハイハイ。でも、別れたら一番に私に紹介してね」

「本人目の前にして縁起でもないこと言うんじゃない。それに相手は未成年だぞ」

「それ、あなたが言うの？」

　一応、隣に妹の彼氏がいることを考慮してツッコミが入る。それぐらい気遣えるなら最初からしてほしい。

　立ち上がって、わずかについたお尻の砂を払いながら、幼馴染みはバイト先の海の家に帰っていった。

　それにしても、あのクソビッチが興味を示すとはな。それとなく妹に、気をつけるよう言っておくか。

「……お義兄さん。この焼きそば旨いっすね」

　そう思っていたのに、一番気をつけなきゃならない呑気な義弟の声が、隣から聞こえてきたのだった。











夏休みの出来事②









　結局、妹と後輩。それから妹の彼氏の三人は日が暮れるまで海で遊び倒し、妹なんて肩のあたりをうっすらと日焼けさせて戻ってきた。

「絶対痛いよね？」

「ああ、絶対染みると思うぞ。日焼け止め塗ってなかったら、もっとひどくなってたな」

　そして夜。海水浴場から少し離れた大きな旅館に身内同士で部屋を取ってあった俺たちは、夕飯後、風呂の時間まで待機していた。

　なので、待機中こうして俺は布団の上に俯けになって寝転んでいる妹の日焼けした部分を見てやっていた。

「でもおにぃもスミに置けないよね〜。あんな可愛い後輩さんと仲がよさげでさ」

　枕に横顔を押しつけながら、妹は感慨深い様子でそう呟いた。まさか実の妹にまで会社連中と同じことを言われるなんて。

「いや、俺とアイツはそういう関係じゃ」

「照れなくてもいいのに。今は私しかいないんだから」

「照れとらんわ」

「またまた……って、ひゃあ！」

　濡れタオルに旅館から借りた保冷剤をくるんで赤くなっている肩のあたりに当ててやる。いきなり冷たいものが当てられて妹が変な声を上げた。

「最初はあれだけど……気持ちいいね、これ」

　ふぅ、とため息をついて妹は脱力する。そして、さっきの続きと言って視線だけをこちらに向けてきた。

「でさ、ぶっちゃけ、おにぃは後輩さんのことどう思ってるの？」

「どう……って言われてもな」

「好き？」

　不意にそう言われてドキッとした。なんて言えばいいのか分からない感情が蓋を開けて出ようとしてくる。

「好きか嫌いでいえば好き……だと思う」

「…………なにそれ？　というか、ハッキリしてるようでしてないよね。おにぃ、ほんっと煮えきらない返事ばっかりだね」

「わりとハッキリしてるだろ」

　これ以上どうしろと。それに、別に普通とか言ったら言ったで文句言うくせに。

「じゃあ質問変えるね。おにぃは、その……、あの人と付き合いたい？」

「…………」

　そう言われて俺は少し考える。

　仮定の話にあまり興味はないが、俺が後輩と付き合った未来を想像する。

　待ち合わせをして、デパートに行って買い物をして。ご飯を一緒に食べて、さりげなく手を繋いで帰る。

　確かに楽しそうだ。

（あれ……？）

　けれどかすかな違和感に気付く。この未来予想図、どこか似ているがする。というか、むしろ……。

「……付き合いたいんだ」

「いや、答えを聞く前に決めつけるなよ」

「おにぃの顔見てたら分かるの」

　そう言って妹はふてくされたように枕に顔をうずめた。俺、そんなに顔に出てるのか。意外な事実に驚く。

　けど、妹は俺のことを気にしている場合ではないはずだ。妹はこの泊まりがけの海旅行で、彼氏と初めての関係を結ぶ予定になっているはずだ。

　切り出すタイミングを図るが、妹は枕に顔をうずめたまま微動だにしない。エアコンの稼動音だけが、静かになった部屋に響く。

「ねえ」

　少しばかりの沈黙の後。妹が小さな声で呟いた。

「おにぃと後輩さんが付き合えるように手伝ってあげようか？」

「はあ？」

　いきなりすぎて返答に困っていると、さらに妹が続ける。

「後輩さんと話してたんだけど、おにぃへの印象って案外、いいんだよね」

　改めて言われなくてもそれは薄々感じていたことだ。けどそれは頼れる会社の先輩という立場にあるからだと俺は思う。コンビニの店長がバイトの女子高校生と付き合えるやつだ。実際、高校生の時に俺の友達がバイト先の店長に彼女を寝取られたと言っていた。

「それにおにぃもそろそろ結婚とか考えないといけない年齢じゃん？　遠くの理想より、近くの現実だよ」

「まだそんな年齢じゃないし、最後のそれなんだ」

　勝手に作った言葉を名言風に言うな。全然名言じゃないからな。

「というか、お前こそどうなんだよ」

「私？」

　なぜそこで疑問系。この前、自分で言ってたことを忘れたのかよ。

「彼氏とするんだろ。明日の夕方には帰るし、チャンスは今日の夜ぐらいしかないだろ」

　昼間は遊びに夢中だったのは仕方ないにしても、このプチ旅行の間に決めるなら時間は思いの外少ない。

「……言われなくても考えてる」

「いや、考えるとかじゃなくて」

　なおも続けようとしたが、妹が勢いよく起き上がると、俺を見つめながらこう言ってきた。

「それは私が自分ですることだからいいの！　おにぃはおにぃで後輩さんとこの旅行中に付き合うの」

「なんで付き合う前提だよ。……ま、それはともかく、お前の彼氏から後輩を引き離すぐらいなら協力してやるよ」

　妹が自分ですると言うならば、とりあえず俺は見守るしかない。それに、あんまりしつこく言って妹の機嫌を損ねるのも忍びない。

「じゃあ俺、一階の露天風呂に入ってくるから。お前もさっさと入れよ。あ、あと、日焼けしたところはシャワーで冷やしとけ」

「子供じゃないんだから、それくらい自分でできるし」

「そりゃそうか。なら、部屋の戸締まりだけよろしくな」

　そう言って部屋を出る。それにしてもいったいどういうつもりで妹は、俺と後輩をくっつけようと思ったのだろう。本当に俺の将来を心配してくれたのだろうか。それとも、別の真意が……。

　いや、邪推するのは止めておこう。俺が妹のことをあれこれ心配するのと同じで、妹が俺のことを心配するのは普通だ。

　一階のロビーに降り立ち、すぐ隣にある暖簾をくぐると、温泉のお湯の匂いがする脱衣場に出る。

　服を脱いで備え付けのロッカーに仕舞い、扉をもう一枚くぐって大浴場に出ると、もうもうと白い湯気がたちこめている。

　湯に浸かる宿泊客は俺を含めて数人程度、その中に偶然、妹の彼氏がのんびりと湯に浸かっていた。

「あ、お義兄さんも風呂っすか？」

「大浴場に来て風呂に入る以外ないと思うけどな」

「大浴場って響き、すっごくエロいと思いません？」

「俺も中学生まではそう思ってたぞ」

　大浴場で欲情したとか、友達と騒いでた記憶がある。本当、あの頃は見聞きしたものをなんでもエロい単語に変換していた。

　と、まあ相変わらず妹の彼氏とは、冗談というか軽口しか言い合わない。男同士の会話なんてこんなもんだ。

　かけ湯をして俺もお湯に浸かる。足が伸ばせるお風呂に自然とため息が出る。

「そう言えばさっきからちょいちょいいなかったりしたけど、どっか調子悪いのか？」

「あ、いや。まあ……」

「ん？　どうかしたか？」

　そう言う俺から視線を逸らして、妹の彼氏は虚空を見つめる。それがどこか暗い。

「まあ、それは置いておいて……。そう言えばお義兄さんってうちのクソ姉の上司なんですよね？」

　なにか取り繕うようそう妹の彼氏が尋ねてきた。というかクソ姉って、言葉遣い悪いな。

「まあ、そうだけど。それがどうかしたか？」

「いや〜。前からクソ姉から話を聞かされていたんですけど、その通りの人でよかったっていうか」

　お湯を叩きながら言葉を選んでいると、はっと思いついたように、

「あんなクソ姉ですけど、お義兄さんなら任せられるっす！」

　そう力強く断言してきた。

　どうしてこうも俺と後輩の周囲の人間は、俺たち二人をくっつけたがるのだろうか。それにお互い、妹と弟。身内からもお墨付きをもらっている。

「あー、はいはい。てか、お前はどうなんだよ」

　妹から付き合ってる報告を受けた時……というか初めてセックスした日に大体聞いているが、彼氏側からも聞いてみたい。

「それがお義兄さん、聞いて下さいよ！」

　するとさすが現役の高校生。恋バナに対しての食いつきが早くて、びっくりする。

「最近、一緒に帰ることも少なくなったし、電話とかメッセージ送っても冷たいんですよ。この旅行のために親から金もめっちゃもらってきたのに！」

「お、おう」

　食いつきが早いどころか、食い気味に現状を報告してくる。というか俺の妹は何してるんだ。

「しかもこの前、合宿先から電話した時なんて超怖かったんですよ！」

「ぶっ!?」

　唐突に思い当たることを言われ、思わず咳き込む。

　それって、俺と妹がエッチしてる最中の時じゃないのか。

「ま、まあ、アイツも色々あるから。そこら辺はよろしくしてやってくれ」

　その日のことだけは適当にごまかしておく。掘り下げられても困るというか、俺が社会的に死ぬ。

「それは分かってますけど、最近はそれがずっとですからね〜」

　アイツ、本当に何してるんだよ。自分のことはちゃんとするって言ってたのに、それ以前の問題だろ。それとなくフォローしていると、不意に妹の彼氏が暗い表情で呟いた。

「……でも、俺も我慢できないこともあるっすからね」

「え？」

「じゃ、お義兄さんからもよろしく言っといて下さいっす！」

　そう言って、妹の彼氏がちゃっちゃっと大浴場から出ていったのを見送ってから、俺も上がってとっとと体を洗って脱衣場に向かった。

　元から部屋にあった浴衣風の部屋着に着替えて、再びロビーに出る。

「あれ？　先輩？」

　すると、ちょうど湯上がり姿の後輩がそこにいた。

「おう。もう風呂に入ったのか？」

「はい。日頃の疲れが取れて、とっても気持ちよかったですよ」

「そ、そうか」

　微笑みながらそう言う後輩は、なんだか可愛くて、さっきまで付き合う付き合わないとか、妹と話していたせいで直視できず、視線を逸らす。

　セミロングの黒髪がしっとりと濡れていて、首筋のあたりがうっすらと赤みが差している。

　ふわっと香る甘い匂いに、妹もそうだが、風呂上がりの女子というのは、なんでこうもいい匂いがするのだろうと思う。

「妹さんは一緒じゃないんですね」

　後輩の女の子らしいその姿に人知れず苦悩していると、俺の後ろを覗くようにして後輩がそう言う。

「ああ、今は日焼けしたとこを冷やしてるからな。風呂にはあとから来ると思う」

「確かにちょっとだけ肩のあたりが日焼けしてましたね」

「だから今は部屋にいるぞ。何か用事でもあったか？」

「い、いえ。特にこれといった話はないんですけど」

　わたわたと両手を体の前にやって否定する。ふと、この状況利用して妹と妹の彼氏が二人きりになれるチャンスを作れるのでは、と思い浮かんだ。

　せっかくなので、ちょっと話さないか？　とら、後輩に言って、自販機でスポーツドリンクを買ってやって彼女に渡す。

「ちょ、ちょっと先輩!?」

「ほら、向こう行こうぜ」

　俺から無理やり手渡されたスポドリを両手に持って後輩があとからついてくる。

　少しロビーから離れると、外へ出れるバルコニーのような場所があった。

　ここなら夜風が当たって夏の蒸し暑い夜でも話ができるし、風呂上がりに涼めるだろう。

　三人掛けの椅子に腰を下ろすと、後輩も遠慮しがちに隣に並んで座った。

「それで先輩……、話ってなんですか？」

「あ〜っ、とな」

　まさか妹と妹の彼氏を二人きりにするための方便とは正直に言えるわけもなく、それとなく仕事の話から振る。

　いきなり先輩社員から連れ出されて困惑していたであろう真面目な後輩も、仕事の話をしているうちに、流れで趣味のことを話してくれるようになり、徐々に自然体になってきた。

「……先輩、今日は本当にありがとうございました」

「うん？」

　そんな時だった。後輩が突然そんな風にお礼を言ってきたのは。

「お昼の時にも言いましたけど、本当に私一人だったら弟たちを連れてこれなかったと思いますし、どう振る舞っていいのか分かなくて、途方に暮れてたと思います」

「いや、別に大したことはしてないぞ。俺がお前だったとしたらきっと同じように悩んでたと思うし」

　そもそも双方から保護者が同伴しなければ、このプチ旅行は実現すらしてなかったと思う。経緯から見れば、俺は後輩から相談されてきたが、結果的に俺が同伴したの必然だと思う。

　だから礼を言う必要はないのだと、この真面目な後輩に伝えるが、

「そ、そんなことありません！　先輩は私の弟が妹さんの彼氏と知らないにもかかわらず同行してくれたんですから、お礼を言うのは当然です！」

「お、おう」

　そう言って詰め寄られては頷くしかない。というか近い近い。あと、なんかいい匂いがする。

　それに、気付いてないのかもしれないが、柔らかい二つの果実が俺の腕に当たっている。

「それに、今日にかかわらず先輩はいつも私を助けてくれて……。本当に感謝しているんですよ」

「わ、分かったから、その」

　なおも当たる柔らかいものに俺が困窮していると、後輩は続きを言いながらさらに密着してくる。

「新人の時から先輩にはお世話になってて、困った時はいつも先輩が助けて下さって……」

　しばらく夜風に吹かれていたはずなのに、密着してくる後輩の体温は高くて、吐き出される息は妙に熱っぽい。

「そんな先輩のこと、いつもカッコいいと思って……」

　というか、話の流れがなにやら変な方向に変わっていて。まさにさっき妹と部屋で話していた内容だと察することができていながら、何もできない俺に距離を詰めてきて。

「頼りになって……、ずっとずっとその……」

　そして自然と彼女の口から、

「わ、私……先輩のことが」

　……好きです。

　そう秘めた思いを告げられたのだった。
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　二日目の今日も快晴で、肌を刺すような日差しは健在だった。

　なのに私の心をどんよりとした鉛色の雲が覆っている。せっかく海に来たというのに、気分は全然晴れない。

「おい、日焼け止めは塗ったのか？」

　そうやってパラソルの下で思い悩んでいると、遅れてやってきたおにぃが日焼け止めの薬を持ってきた。

　私のおにぃ。物心ついた時にはもう隣にいた人。

　それが、私が初めておにぃと出会った時に思った印象だった。

　位置付けも簡単で、おにぃは兄、私は妹で、私たちは兄妹。たまに私の親代わり。

　いつも隣にいるのが普通で、心が安らいで、時には頼りになる。

　それは大きくなっても不変のもので、たとえ喧嘩しても決して揺るがない絆みたいなものだった。

　だから今いる彼氏と付き合うことになった時、初めて感じた胸の高鳴りは、おにぃでは感じることのできない特別なものだと思っていた。

　手を繋いで買い物に行くのも、一緒に映画を見て内容以外でドキドキするのも、キスをして体がかあっと熱くなるのも。全部全部、おにぃでは感じることがないものだと思い込んでいた。

　だから男女が付き合って行きつくその先、彼とエッチなことをしたら、私はどうなるのだろうか。なんて、いつからかそう思うようになった。

「ほら、背中向けろって」

「うっさいな。一人でするよ、それぐらい」

「いや、背中は一人でできないだろ。いいからほら」

　でも、半端な性知識を持っていた私は、いざそういう雰囲気になった時、その一歩がなかなか踏み出せなかった。

　だから私はその一歩が踏み出せる勇気を、おにぃからもらおうと考えた。具体的には、おにぃとエッチすることで、彼氏とする前の予行演習を済まそうとした。

　おにぃなら別にドキドキしないから大丈夫。なんて根拠もない大丈夫がその時は頭の中にあった。

　けれど、おにぃとエッチして、すべてがひっくり返った。

　舌と舌でする深いキスや優しい愛撫に脳が蕩けそうになって、心臓も痛いぐらいに激しく脈打つ。

　おにぃのを入れられた時は、痛みもあったけど、それを上回るぐらいに気持ちよくて、頭の中が真っ白になった。

　恥ずかしいけど気持ちよくて、心臓の動きと合わせて視界が揺れ動くようなドキドキが止まらなかった。

　おにぃと一緒にいて初めて感じたその胸の高鳴りは、正直言って彼より大きかった。

　だからおにぃとしてこんなにもドキドキできるなら、きっと彼とのセックスはもっとドキドキして、気持ちいいものなんだと、おにぃと初めて繋がった時は思っていた。

「日焼けしたとこ治ってる？」

「昨日より少しマシってとこだな」

　でも、あの時から私のドキドキは変わっていた。

　学校で彼と話していても、手を繋いで一緒に帰っても、サヨナラのキスをしても。今まで感じていたドキドキがまったく感じられなくて、むしろ彼とそうやって触れるたびに心がチクリと痛む。そして痛むたびに浮かぶのは、おにぃの顔だった。

　最初こそ初めて体を重ねたから心が戸惑いを覚えているのだと自分に言い聞かせてみたけれど、二回、三回と、おにぃと体を重ねて、ようやく私は気付けた。

　私が本当に好きなのは、おにぃだったんだ、って。

　キスをして、胸を触られて、おにぃのあれを入れられて。交われば交わるほど、おにぃと一秒でも離れたくなくなって。

「ほい。塗り終わったぞ」

「ん、ありがと」

　だから、今もこうして背中に日焼け止めを塗ってもらうたびに触れるおにぃの手にドキドキするし、もっと触ってほしいとすら思う。

　さらに言うなら、旅館の部屋に籠って一日中、おにぃとセックスしたいって思ってしまう。他人から見たらきっと私は頭のおかしな女の子なのだろうけど、おにぃに抱かれるならそれでいい。

　彼とする前の予行演習……なんて建て前はもう存在しなくて。私は、他の男の人じゃ駄目な女の子なってしまったのだと思う。まるで、おにぃ専用の女の子。

　でも、おにぃの考えは違っていた。

　この海旅行に来る前におにぃから言われた事実上のセックスしない宣言。律儀に私が言った「彼とするのはまだ怖い」というのを信じていたみたいだけど、ついに克服できたと見なされた。

　言い渡された時には、心に大きな穴が空いたような鈍痛が体を貫き、比喩抜きに一瞬だけ目の前が真っ暗になったのを覚えている。

　つい、カッとなって嫌いなんて言ってしまったけれど、本当は好きで好きで堪らない。今の私にはおにぃが必要で、その日はむちゃくちゃ後悔もした。

（けど、おにぃも悪いもん）

　エッチしないって言ってた時や、おにぃに大嫌いって言った時。おにぃは諭すような優しい笑みを浮かべていた。

　私はこんなにもおにぃに恋い焦がれているのに、まるでおにぃは私のことなんてどうでもいいって思っていそうな表情に、無性に苛立つ。

　そのくせ、後輩さんには照れた顔とか、時々おっぱいに視線がいってて、私じゃおにぃの相手は駄目だって言われてるみたいで、それもムカつく。

　現に、昨日みたいにおにぃの隣にいた後輩さんに向けるような表情は、私にはない。

（……やっぱり、おにぃは後輩さんのことが好きなんだ）

　昨日、イライラが募っておにぃに後輩さんのことをどう思ってるのか聞いたけど、結果は私にとって散々で。後輩さんから受けるおにぃへの好意も合わせると、二人は両想いってことになる。

　だからいっそ二人をくっつけて、私の中にあるこの気持ちを消してしまおう。そう考えた。

　でも、実際口にしたら心臓が鷲掴みされたように痛くて、また後悔する材料を自己生産してしまった。

（う〜。おにぃのバカっ。なんで私がおにぃのことでこんな悩まなくちゃならないの！）

　昔は隣にいて心安らぐ存在だったはずなのに、今は隣にいるだけですごくモヤモヤする。

　こんな状態でおにぃに彼女なんてできた日には、私はどうなるのだろう。後輩さんと付き合えるように手助けするって言ったけど、実行できそうにない。

「大丈夫か、お前。眉間のシワが寄ってるぞ。何か悩み事でもあるのか？」

　髪を撫でながらそう尋ねてくるおにぃ。触れられたのが嬉しくて思わず「んっ」と声を漏らした。慌てて口を押さえてごまかすが、おにぃは心配した表情でこっちを覗き込んでくる。

「だ、大丈夫！」

　慌ててそう言うも、おにぃはなおも心配そうにこっちを覗き込んでくる。

「いや。顔赤いし、本当に大丈夫か？　熱中症とかじゃないだろうな」

　顔が赤いのは、おにぃの顔が近くて、そっと唇を突き出せば久しぶりにキスができる。なんて思ってしまったせいだ。

　それにその……、ペタペタと顔を触られて、おにぃとエッチしていた時を思い出して、恥ずかしいけどお腹のあたりがきゅんとした。

「大丈夫だから！」

　突っぱねるようにしておにぃの手から逃れる。つい語気を強めてしまって、はっとなっておにぃの方へ振り返る。

「ん？」

　さすが私が生まれてから一緒にいるだけあって、私が怒ったような素振りをしても、おにぃはなんでもないといった感じで、きょとんとした表情をしていて安堵する。でも、もう少し別の反応をしてもよかったのに、って思う。

　それからどちらも会話せずに波打ち際を眺める。彼は用があるとかでどっかへ行ったし、おにぃの会社の後輩さんも今はいない。

　ちょっとした旅行だというのに、いつの間にか私とおにぃの二人きりで、迂闊にも頬が緩む。

「どうした、急に笑って」

「べ、別に！」

　おにぃにもあっさり見られて、慌てて取り繕う。

「お、おう」

　喜怒哀楽が激しくて、さすがのおにぃもちょっとだけ引いてしまった。

「そう言えば昨日、お風呂から帰ってくるの遅かったよね？」

　話題を逸らそうと、おにぃにそう言う。

　昨日、私より先にお風呂へ行ったのに、おにぃは部屋に最後に帰ってきた。

　無難な話題かと思っていたけれど、おにぃの反応は全然穏やかじゃなかった。

「あー、うん。ちょっとな」

　視線を逸らして、はぐらかすような物言いに私は首をかしげる。

「……なんかあったの？」

「いや、別にどうもしないぞ」

　いつもは聞いてないことでも喋ってくるのに、やけに隠したがるおにぃに、これ以上追及してもいいのか迷う。

「あ、せんぱーい！」

　そうしているうちに背後からおにぃの会社の後輩さんが小走りで近寄ってきた。相変わらずスタイルもよくて、女の私でもドキッとする。

　隣に着いた後輩さんは膝に手を置いて「はぁ、はぁ」と荒い息を整え、おにぃの方へ向き直る。やがて「ふぅ」と一息つくと、

「お、お待たせしました」

　そう言ってこっちに……具体的にはおにぃを見ながらにっこりと微笑む。その姿を見て、やっぱりおにぃのことが好きなんだと再確認する。でも、その思いを今の私は素直に応援することができない。

「お、おう」

　そう思っていた矢先、おにぃの反応が昨日までと違っているのに気付いた。まるで顔を合わせるのが気まずいというか。

「あ、ちょっと俺、ジュースでも買ってくる」

「それなら私も一緒に……」

「いや、一人で行くよ。お前は妹と一緒にいてくれ」

　まるで今の状況から逃げ出すような言い方で、おにぃは砂浜の真ん中にある海の家に向かっていった。

　嫌な予感が頭の中をよぎる。

　それはあっという間にどんどん大きくなっていっていく。

　だからそれを抑えて消し去るために、自然とその言葉は自分の口から出た。

「あの、昨日ウチのおにぃとなにかありました？」

「え？　ああ、うん。ちょっとね」

　けれど、それはむしろその疑惑を加速させていく劇薬となって返ってきて。

「昨日の夜にね、先輩に告白したの」

「……………………ぇ？」

　ガツンっと思いきり後頭部を殴られたような感覚が私を襲う。頬が引き攣るのが止められなくて、必死にそれを隠そうとして作り笑いを浮かべる。

「そ、それで返事は」

　そうだ。まだ付き合うって決めたわけじゃない。

　もしかしたら不成立になった可能性だってないわけではないのだ。それに、さっきのおにぃの反応から推測すると断った可能性の方がまだ大きい。

「いいけど、ちょっと待ってほしいって」

　今度こそ。

　私の体に激痛が走った。

　おにぃは後輩さんを選んだ。私じゃなくて、会社の後輩さんを。

「あ〜。一応おめでとうございます……ってことになるんですかね」

　口の中が乾いて苦い。心臓を鷲掴みされたように痛む胸を押さえながら、そう思ってないことを告げる。

　けれど、後輩さんは私の心にもない言葉にも笑ってお礼を言ってくる。その顔はまさに恋する乙女だ。

「ありがとう。でも、まだ決まった訳じゃないからね」

「あ、はい」

　もうそれだけで限界だった。私は乾いた薄ら笑いしかできなくて、顔を逸らす。

　そんな時、羽織っていた上着のポケットに入っていたスマホが震えた。差出人は彼だった。

「あ、なんか彼からメッセが入ったので、ちょっと行ってきますね」

「うん。分かった」

　にこやかに送り出されて、私は後輩さんに背を向けて歩き出す。

　そして向こうから見えなくなったのを確認してから、私は彼からのメッセージで指示された、砂浜の西側にある岩陰に向かって無心で走る。

　まだダメだから。

　そう自分に言い聞かせて、しばらく人の波を縫うようにして走り続け、自然にできた岩のトンネルを潜り抜け、目的の岩陰にたどり着いた。どうやら彼より先に着いたらしい。

「……そっか。おにぃもついに彼女持ちか〜」

　ぽっかりと空いた静かな空間で、一人独語する。周囲が岩壁に覆われていて、ここに私一人だけ隔離されたような、そんな錯覚を覚える。

「まあ、後輩さんならおにぃを任せても……って、あ、あれ」

　気付けば足下の砂浜に小さな円ができていた。

　頬に触れると、そこだけが濡れていて、自覚してしまえばあとは簡単だった。

　視界が海の中を覗いた時のように揺れ動いていて、ぽろぽろと頬を伝って落ちる涙が、足下の砂浜に落ちて色が濃くなった小さな円が次々にできていく。

　こんなにもおにぃの隣にいるのが私じゃなくないっていう事実が、つらいものだなんて思わなかった。

　必死になって目元を拭っても、溢れ出る涙を止めることができない。

「おにぃ、おにぃ、おにぃ！」

　立っていられなくて、その場にうずくまる。今の私は迷子の子供のようで、親が探しにくるのを泣いて待っている。けれど、唯一違うのは、親代わりであるおにぃがこないということ。

　そうやってしばらく泣き崩れていた時、通ってきた自然のトンネルの向こうから誰かが来るのを察して、後ろを振り返る。

「おう」

「…………」

「なんだよその顔。てか、泣いてたのか？」

「別に泣いてないよ」

　そこにいたのはおにぃじゃなくて、ここにくるようにメッセージを送ってきた彼だった。

「それで、なんでこんなところに呼び出したの？」

　望んでいた人じゃなくて、つい語気を強めてしまう。おおよそ彼氏彼女の関係にあるとは思えない口調だった。

　それは彼も感じたのか、微妙に頬を引きつらせていた。けれど、すぐにいつもの表情に戻る。

「まあいいけど。それより俺たちさ、付き合い始めてそろそろ一年だろ？」

「そうだっけ？」

　そう言って記憶のタンスを開けていく。ああ、確かに去年の今頃に告白されて付き合うことになったんだっけ。

　私の反応が気に食わなかったのか、彼のこめかみのあたりに青筋が浮かぶ。さすがにマズイと思った私は「うん。一年経ったね」となるべく自然な笑顔を浮かべる。

「まあ、覚えてないならそれでもいいよ。でも、俺たちもう一年も付き合ってるんだぜ？」

「うん」

　彼の言いたいことが分かった私は、不穏な雰囲気を感じて、そっと一歩後ろに下がる。

「それなのにまだキスしかしてないの、おかしくないか？」

「そう、だね」

　でも、私が後ずさると、彼も同じ距離を詰めてくる。まるで、私を逃がさないよう距離を一定に保つように。

　それが背筋をゾクッとさせるには充分で、私は通ってきたトンネルに視線を向ける。

「逃げようとすんなよ」

　けれど、視線に気付いた彼が、あらかじめ逃げ道をふさぐようにして私の前に立つ。異様な雰囲気に、私はただただ圧倒される。

「お前、何か俺に隠してるだろ？」

「何も隠してないよ？」

「嘘つくなよ。この前電話したとき受け答えが変だったし、明らかに俺へ隠し事があるだろ」

　そう言われてビクッと体が勝手に反応する。その時は、おにぃとリビングで繋がっていた時で、電話の受け答えが変だったのは、している時におにぃが下から突き上げてきたせいで。

　勿論本当のことなんて言えるわけもなく、私が適当な言い訳を思案していると、彼の表情が怒りと苦悩が交じり合ったものに変わった。

「俺さ、本当はこんなこと言いたくもねえし、したくもないんだけど。お前が嘘つくなら仕方ないよな」

「な、なにを」

　するの？　という前に私は、距離を詰めてきた彼に勢いよく砂浜に押し倒された。そして間髪入れずに上着の上から私の胸を力強く掴んできた。

「い、痛っ。ちょ、ちょっと待ってよ」

　懇願するも、私の声なんて聞こえてないかのように力任せに胸を揉み続けてくる。いつも優しくしてくれるおにぃとは全然違う。ただ痛いだけの、彼だけが満足するための愛撫ともいえないもの。

　押しのけようとしても、女の私じゃビクともしなくて、こんなところで男女の差を痛感する。

「や、やだ！」

　やがて、上着ともに水着も一緒に乱暴に剥ぎ取られ、そしてついに直に触られる。そこにはもうただ嫌悪感しかない。

「ん、やぁ、だっ！」

　それに、その先だけはおにぃ以外の人には触られたくなくて、何度も思いきり足で彼の体を蹴って、ようやく押しのけることに成功する。

「はぁはぁ」

　胸を見られないように右腕で隠し、破られた上着を手にしながら彼を見つめる。彼は彼で、未だに暗い雰囲気と身が竦むような視線をこっちに向けてくる。

　しばらく視線だけをぶつけ合っていたけれど、彼の方からこの沈黙を破るように口を開いた。

「反抗するのか」

「だって！」

「俺は、俺はお前の彼氏なんだぞ！」

　鬼のような形相とはまさにこのことなんだろう。声を荒げて、固く握りしめた拳が震えている。

「それはそうだけど、こんなの」

　二の句が告げずにいると、やがて彼はどこか諦観した様子に変わって、こう告げてきた。

「もういいわお前。せっかく穏便に済ましてやろうと思ったのによ」

「え？」

　彼はそう言って持っていた携帯を取り出すと、どこかに連絡するような素振りを見せた。すると、唯一の逃げ道だった岩陰のトンネルから数人の男の人がぞろぞろと姿を現した。

　対岸の火事だと思っていた、おおよそ考えるに最悪の未来を思い浮かべて、視線を彼に戻す。彼は、まるで私を哀れな人を見るような目で見ていた。

「……本当にいいのか？」

　近寄ってきた男の一人がそう彼に尋ねる。そしてなによりその男は、彼と同じ部活に所属していて、それはすなわち私と同級生ということでもある。よく見れば、その取り巻きもちょっとだけ顔を合わせた人もいる。

「ああ。もういいや。話し合いも通じないし、あとはもうこれしかないんだよ」

「まあ、前金ももらってるし、お前がそれでいいなら俺たちは何も言わないけど」

　そして二人が再び私を見つめる。それを合図に私は取り巻きの人たちに捕まって、もう一度砂浜に押し倒される。

「嫌っ！」

　激しく暴れても、拘束が解けるわけじゃなくて、むしろひどくなっていく。顔を叩かれ、髪を引っ張られる。

「おい、ちゃんと写真も押さえとけよ」

「あ、俺、どっかに落としてきたからお前撮っといてくれ」

「おう。任せとけ」

　上はすでに彼によって剥かれていて、好奇と情欲にまみれた視線が突き刺さる。

「下も脱がせ」

　さっきまで彼と喋っていたこの面子の中でのリーダーがそう言うと、取り巻きの一人が私の下を脱がそうと手にかける。

　必死に抗っても、男二人から押さえつけられていてできない。

「やだっ！　誰か助け――」

　助けを呼ぼうと叫びかけた口を強引に押さえられた。

「〜〜〜〜っ!!」

　顔を左右に激しく振ってなおも抵抗するけど、もう一度頬に張り手をくらう。じんわりと叩かれた場所から染み出るように、涙が溢れた。

（なんで……）

　なんでこんなことになったのだろう。

　少しは彼から来たメッセージを疑うべきだったのだろうか。

　それとも、これは兄妹なのに彼より先におにぃとエッチした私への罰なんだろうか。

　そんな自責と後悔。そして絶望が、体の中をのたうち回る。

　私の足の間で座るリーダーの男が、海パンを下ろし、おにぃとは違うただ恐ろしいだけの硬くなった肉棒が飛び出す。

（もう、ダメ……）

　せめて自分への慰めとして、私はそっと目を閉じる。自分はこれからただの人形になるんだと言い聞かせて、心を空っぽにする。

　暗くなった視界の遠くからカメラのシャッター音が聞こえてきた。

　おそらく、この先はずっとそれをネタに脅されるのかもしれない。むしろ、彼が今、この輪に参加しない理由は、これでいつでも私を犯せるからなのかもしれない。

　涙が止めどなく溢れる中、これから起こる非情を、静かに受け入れよう。そう、思って……

「……お前ら、今すぐ離れろ」

　今まで聞いたことのない、けれど何度も聞いたことのある怒気を孕んだ声に、目を開けた。

　組み伏せてくる男たちの間から覗く、彼のその後ろに立つ私の『お兄ちゃん』の姿。

　唐突に現れたおにぃに、私を含めて皆が固まる。

「あ〜。お義兄さん、これはですね」

　そんな中、彼が振り返っておにぃに向き合う。けど、おにぃはそんなの意に介さないように悠然とこっちに向かって歩いてきて、もう一度、




「いいからお前ら今すぐ俺の妹から離れろって言ってんだ!!」




　そう叫んだのだった。











夏休みの出来事④









　頭に血液がどんどん送り込まれていくのが分かる。変に力を入れると血の供給量が多くなってそのまま頭が破裂しそうになりそうだ。

「ちょっと待って下さいよお義兄さん。まず俺の話を」

「うるせぇよ」

　でも、こんな状況を見せられて、その中心で泣きながら俺を見つめる妹を見て、そんなのは些細なことだ。

　立ちはだかろうとする妹の彼氏……この状況で彼氏なんて呼べるわけがないが、とりあえず会社の後輩の弟を押しのけて先へ進む。

　砂浜に男四人に押し倒されて上の水着は剥ぎ取られ、下もあと少しで脱がされる一歩手前。まさに集団レイプされそうになっている妹は、俺が間近まで迫ると、どんどんその目に涙を浮かべる。

「聞こえなかったか？　そこから離れろって言ってんだ」

　今にも人を殺しそうな自分の声音に、第三者として客観的に聞くとやべぇやつだと苦笑いしそうになる。

　けど、あくまでも高校生のクソガキには、大人の威圧はちゃんと効果があったようで、そろそろと妹から離れていく。

　拘束から解放された妹の剥き出しの胸を隠すべく、着ていた上着をかけてやる。よしよしと頭を撫でて、そっと涙を拭ってやる。

「……ギリギリセーフか？」

　大丈夫も違うし、怖かったとかもう安心しろとも安易に言えない。だから代わりにそう告げる。

「……うん」

「そうか」

「うん、うん……うんっ！」

　せっかく拭ってやったのに、また妹の両頬を涙が伝う。そして右側が赤くなっているのに気付いて、腹の底から怒りがふつふつと継ぎ足されていく。

「ちょっとだけ待ってろ。俺がなんとかしてやる」

　最後に妹へそう言って後ろを振り返る。後輩の弟を含めて五人全員が逃げずにその場に留まっていた。逃げないのはたぶん、まだギリギリどうにかなると思っているからだろう。ふざけやがって。

「おっし。話があるんだろ。聞いてやるよ」

「え？」

　まさかこのタイミングで話し合いができると思ってなかったのか、後輩の弟は一瞬だけ言葉を詰まらせる。

　けれどすぐにその口を開き、声を大にして叫ぶ。

「そいつが俺に隠し事してて、俺が迫ってもめっちゃ拒んでくるし、仕方ないんですって！」

　さすがに今のこの状況がどれほど言い訳の利かない場面なのか分かっているのか、前置きとかもなく、ただひたすらに妹が悪いことだけを強調する。

「まあ、気持ちは分かる。彼女が自分に隠し事してるとか嫌だもんな。男から迫って拒まれたら心臓止まるし」

「で、でしょ！」

　思わぬ同意に、後輩の弟は光を見出だした表情を浮かべた。だが、残念ながらこれはただの前振りだ。

「でも、だからって彼女を集団レイプするとか……お前、頭おかしいだろ」

　なるべく低くドスの利いた声音で語りかける。

　人間、自分が間違っていると心の底で少しでも自覚していると、張りのない大きな声になることがある。後輩の弟がまさにそれで、声の質にはそれだけ意味がある。

「…………」

　そして俺の発した言葉の音色も、後輩の弟にちゃんと伝わったようだ。

　二の句を継げなくなった後輩の弟をさらに追撃する。

「しかも部活仲間や学校の同級生を金で雇って、えらい準備周到だな。だからこの海に来た時からちょいちょい姿を見せなかったのか」

「なんでそれを!?」

　そう言って後輩の弟は後ろを振り返る。だが、今さら犯人探しをしても遅い。後輩の弟とのやり取りは勿論のこと、ここにいる奴らの名前、住所、親の仕事に至るまで全部把握する頃だ。

「これ、もういらねぇみたいだから返すわ」

　だから答え合わせとして、身バレに驚く取り巻きの一人にある情報提供者から渡された型落ちのスマホを投げ渡してやる。

「あ……」

　投げ渡されたスマホを見て、顔が真っ青になる。ネイティブインターネット世代なだけあって、わざわざ形に残るクラウドでこの襲撃を打ち合わせしていたおかげでこっちは証拠には困らないんだから。

「なんでこれ」

　俺も手段までは聞いてないけど、まあ蛇の道は蛇ってことらしい。……代価はそれなりについたけどな。

「今なら未遂ってことで主犯のそいつ以外は見逃してやる。分かったら回れ右して帰れ」

　と、まあ最後は語気を強めて伝える。連中も学校にバレて停学や退学にはなりたくないだろう。

「そ、そんなのハッタリだろ。んなもんに惑わされんな！」

　暗に一人だけこの状況から逃げられないと悟った後輩の弟がそう吠える。けど、彼らはわずかに後ろへ下がる。まあ、高校生ともなるとさすがにこれ以上踏み込むリスクを悟ったらしい。そもそも、これから沈む船に誰が乗り込むというのか。

　というか、犯罪の片棒を担いだ時点でお前ら全員、リスク管理できてないけど。まあ、今は言わない。俺の目的は、後輩の弟と二人きりになることだ。

　まだ躊躇っている節がある彼らに、俺はそっとその背を押すことにした。

「おい、とっとと行けよ。別に残るっていうならそれでいいけど……。お前ら、覚悟はできてるんだろうな？」

　すっと睨みつけながらそう告げる。すると、ようやく決心がついた彼らは来た道をそそくさと戻っていった。

　彼らの姿が見えなくなった頃、あらかじめ用意しておいたメッセージを、おそらくどこかで隠れて見ているアイツに飛ばす。主犯もくそもあるか。俺の妹をレイプしようとした連中を見逃すわけがない。

「さて、あとはお前だな」

　残った後輩の弟の前に立つ。身長は俺より少しばかり高くて、運動部らしく引き締まった体つきをしている。ぶっちゃけ殴り合いなら向こうに分がある。

　でも、負けると分かっていてもコイツだけは絶対に許さない。

「結局、聖人みたいな奴じゃなくて、男はみんなオオカミってことだな」

　いや、それだとオオカミに失礼だな。こんな周りの人間を使ってレイプする犯罪者は、地べたを這う虫けらだ。

　今思えば予兆はあった。昨日、あの幼馴染みがこいつに興味を示したのは、外見だけではなく、その危険な中身を早々に見抜いていたから気になったのだ。




　幼馴染みは三桁の男と関係を持っていたが、その内訳は面白いほど性格や性癖に難のある奴が多かった。




　つまりある種のリトマス試験紙のように、実は性格に裏がある人物に興味を持つということで。そのお眼鏡にかなった後輩の弟も同じように性格性癖に難があって、狙いをつけていたのだ。さすが、伊達にろくでもない男たちを漁ってきただけある。まあ、そうなってくると俺も同じような輩ということになるけど。




　けれど、少なくとも俺は目の前にいる後輩の弟のようなことはしない。




「よし。じゃあ、歯食いしばれ。二度とこんなことが思いつかなくなるよう俺が矯正してやるよ」

　俺は握りしめた拳を振りかぶる。話し合いなんてものは、そもそも必要ない。

「――っ、くそ！」

　後輩の弟は、ボクサーが構えるように両手を顔の付近まで持ってくる。けど、大人は人を殴ったりしないのだ。

「〜〜っ!?」

　がら空きになった腹を思いきり蹴飛ばしてやる。

　顔に傷とか残るとあとが大変だ。やるなら見えないところしとけって前に親父が言ってた。

　運よく鳩尾にでも入ってくれたのか、その場でうずくまる後輩の弟に、俺は最後にこう告げる。

「……二度と俺の妹に手を出すな。次に同じようなことがあれば、今度こそお前のその粗末なち×こを切り落としてやるからな」

　悶絶している後輩の弟はその後、砂浜を這うようにして俺から距離を取ったと思ったら、そのまま起き上がって走り去っていった。

「…………」

「…………」

　ようやく岩影の洞窟みたいなこの場所が静かになった。

　振り返って、ぺたんと砂浜に女の子座りしている妹の方へ歩み寄る。

「おにぃ……なんで分かったの？」

　端的に告げられた妹のそれに、俺は笑って答える。たぶん、なんで私がここにいるのが分かったの。ってことだろう。伊達にお兄ちゃんやってないからね。さすがお兄ちゃん、略してさすおに（三回目）。

「海の家で働いてる俺の幼馴染みが教えてくれたんだよ」

　詳しく言うと、旅行後のことを考えて、後輩と顔を会わせるのが気まずくて逃げ込んだ海の家で、笑って待ち構えていた幼馴染みが『この携帯、すごく興味があることが書かれてるわよ』って教えてくれたからだけど。

　正面にしゃがんで叩かれたであろう赤くなっている頬を優しく撫でてやる。

「それだけ？」

「いや、まああとは、お前が泣きながら走ってくのが見えたから……かな」

　慌ててパラソルの元へ向かおうとした矢先、妹が走り去っていくのが偶然見えたのだ。ただ、すぐに見失ったが。それでも俺がここにたどり着いたのは、さっきまで取り巻きの一人が落とした携帯に、後輩の弟から実行場所が送られてきたからだけど。

　けれど、それとなく伝えても妹はずっと俺を見つめてくる。これ以上、他にどう言えというのだろうか。

「後輩さんはいいの？」

「え？　なんで？」

　なぜここで俺の後輩が出てくる？　いや、確かにこのあとのことと関係してるのだが、今は関係ないと思う。

「告白されたんでしょ？」

「あ、ああ……。まあされたけど」

　昨日の夜、風呂から出てきた時だけどなんで知ってるんだろうか。

「付き合ってる彼女ほったらかして、おにぃは私のとこに来たの？」

「いや、付き合うとかまだ決めてないから」

　そもそも俺は後輩とは……。そう思っていたが、妹はさらに続ける。

「それに、その幼馴染みってあの幼馴染みさんでしょ？」

「アイツ以外の幼馴染みが俺にいるなら是非紹介してくれ」

　というか、妹は幼馴染みの存在を知ってたのか。まあ、高校卒業までは仲がよかったし、妹も小さい頃に数回会ってるから当然か。

「冗談だって……、趣味の悪い、おにぃを困らせるだけの嘘だとは思わなかった？」

「いや、それは」

　妹がいったい何が言いたいのか分からない。こればかりはお兄ちゃんスキルを駆使してもさっぱりだ。

「私なんか放っておいて、後輩さんと一緒にいれたのに。私も彼もいない、二人きりだったんだよ？」

　妹はそう言って俺の手を取って握りしめて、上目遣いになって視線だけでなにかを訴えてくる。

　そしてその訴えがなにを意味しているのかがようやく理解できて、でもそれを口にしてしまえば後戻りできないと分かっていたけど。

「えっと、じゃあ言うけどな……」

　俺は一呼吸置いてから、妹の顔を改めて見つめる。

　ここに来るまでは妹の身が大丈夫かどうかだけが気になっていた。けど、それは兄妹だから。とかではなくて、もっと救いようがない感情から来ていたのだと、今になって思う。妹とセックスしないって言って遠ざけたのも、きっとその感情を認めるのが怖かったからで。

「お前は俺の大事な妹で。それで、それでさ……」

　でも今は違う。自然に思いの丈を妹にぶつけられる。




　だから俺は妹へもう一つの思いを告げる。




「俺が好きな女の子だからだ」











妹の本当のハジメテ①









「早かったね、おにぃ」

「ああ。そんなゆっくり浸かるほどじゃなかったからな」

　あとから旅館の露天風呂から戻ってきた妹にそう言って、俺は使っていたスマホの電源を切る。

　あのあと、岩影の向こうで起こったことは、砂浜でただ一人待っていた後輩には告げず、先に後輩姉弟には家に帰ってもらうことにした。

　妹の水着は乱暴に取り扱われたせいで、水着としての体を成しておらず、お互いの上着を駆使して隠してから、俺たち兄妹は旅館に戻った。

　幸い、帰りのタクシー代と最寄り駅からの電車賃を含めて、もう一泊できるだけの金は持ってきてある。旅館も一泊増やすだけなら、と部屋もそのまま貸してもらえた。

「誰にメールしてたの？」

「ん？　お袋にもう一泊してから帰るってメールした。あとはちょっと野暮用だな」

　まあ、野暮用と言っても、相手はあの幼馴染みだ。正直、アイツ相手に借りは作りたくないのだが、妹をひどい目に遭わせたあの四人を追い詰めるためには我慢する。メールは最後の詰めを確認するためだ。

「うんしょ、と」

　首から白いタオルをかけて、あらかじめ部屋に置いてあった浴衣を着た妹は、俺の隣にちょこんと座った。

　しっとりと少しだけ濡れた黒髪に、その間から見える白いうなじ。女の子特有のお風呂上がりの柑橘類のいい匂いがする。

　しかもそれが自分の好きな女の子なら、なおさら刺激が強くて仕方ない。

「あのさ、言いそびれたんだけどさ」

「お、おう」

　理性がゴリゴリと削られていくのを人知れず耐えている中、俯き気味に妹が呟く。

「助けてくれてありがとね。おにぃが来てくれなきゃ、私、どうかなってた」

「…………」

　妹の声音には諦念の色が混じっていた。

　きっとあの時、妹は色々な思いが頭の中に浮かんだのだろう。信頼まではいかなくともある程度は信用していた彼氏からの裏切りに始まり、おおよそ男の俺では言いようがない最悪の結末まで、その脳裏に浮かんでいたのではないだろうか。

「一生消えない傷を負わされて……だから、本当に感謝してるの」

　だから感謝される言われもなくて。

　そもそも俺は妹を守るために当たり前のことをしただけであって、こんなのは感謝されることじゃない。

　なのに妹は下げていた顔を上げて、少しだけ躊躇ったあと、何かを決めたように俺の目をまっすぐに見つめてくる。

「でね、今回のことは私と彼の問題で、彼のお姉さん……後輩さんは関係なくて。その……もし、おにぃが本当は後輩さんと付き合いたいっていうなら……」

　深刻な表情で続きを口にしようとした。けれど、俺はそれを先に止める。

「いや、なに言ってんのお前」

「へ？　いやだから、おにぃがほんとは後輩さんと付き合いたいなら、私のことは気にしなくていいからって」

　つまりあれか。妹をレイプしようとした奴の姉と付き合うのを、俺が躊躇ってて、間を取って妹で我慢したと思われてるのか、これは？

「いたっ!?」

　いったい、どんな解釈をしたらそうなるのか。

　多少、腹が立った俺は妹の額にデコピンを食らわせて、ずいっと顔を近付ける。

「お前、ついさっき言ったこともう忘れたのか？」

　一応、昼間のあの時に言ったが、俺的には一生思い出に残るような出来事だったのだから、妹も覚えていてほしいとおもうのだが。

「俺は、お前のことが好きなの。だから他の人と付き合えとか言うなよな」

「え、でも……」

「でもとかないの。いいか、もう一度言うからよく聞けよ」

「う、うん」

　妹を逃がさないように両手で顔を挟み、じっと見つめながら、俺は想いの丈をぶつける。

「俺はお前が好きだ。妹としてじゃなくて、一人の女の子として大好きなんだよ。後輩とか幼馴染みとかじゃなくて……、お前が好きなんだ。分かったか？」

　するとようやく妹は静かに頷く。やっと分かってくれてお兄ちゃん助かる。

「でも、兄妹だから駄目って言ったのおにぃだよね」

「え？」

　助かった、と思った矢先、妹がさっきまでのしおれた雰囲気とは一変して、ジトッとした目で俺を見つめていた。

「こないだのお母さんたちがいない時、兄妹でエッチするのは駄目だ〜って言ったの、おにぃだよね？」

「あ、いや、その……」

　確かに暗にそう言った。けど、さすがに今この終盤でそれを持ち出します!?

「妹の私を好きで、付き合うっていうなら兄妹同士のエッチもその範囲だよね」

「あ、あの時は俺も俺で悩んだし、それを言うならお前だって俺のこと、嫌いって言ったじゃねーか」

　泣いて馬謖を斬る、とはまさにあの時のことを言うと思う。妹と付き合う、っていうのはそれなりに覚悟がいるから、その覚悟ができないなら元の健全な兄妹関係に戻ろう。そういう意味が強くて俺は言ったのに、嫌いって言われたのは今思うとショックだった。

「そ、それは……あれ！　嫌いって言ったのは、あの時おにぃの態度がムカついたからなのっ！」

「理不尽極まりないな！」

　お互いこれまでの矛盾をひたすら言い合って、本当はこれは夢なんじゃないだろうかと思えてきたが、ベシベシと妹が俺の太ももを叩いてくるたびに痛みが伝わってくるので、辛うじて現実だと分かる。

　息を荒げて、ついに妹は顔を俺と反対方向へ向けて、小声で「ばか」と呟いた。

　嫌いにはならないけど、さすがに百年の恋も覚めようかと思ったその時、

「なら、いいんだね」

「なにが？」

　妹がそうポツリと呟いた。

「私、ワガママであまのじゃくだし、さっきみたいに理不尽なことも言う。おにぃと結婚だってできないし、お母さんたちもおにぃが言う世間も私たちの関係を認めないよ」

「…………」

　妹の呟きは、まるで神様から俺への問いかけのように聞こえた。俺自身へその先のない未来へ進むことに覚悟はあるのかと問われているような、そんな風に感じる。

　けど、なにより妹が俺の気持ちを問うているようで。

　ならもう言葉では伝えた。あとは行動で伝えようと思う。

「……んっ」

　妹の体を布団の上に仰向けになるよう押し倒す。そして、その上に覆い被さるようにして俺は妹にそっと触れるだけの短いキスをした。

「……俺は、そんなお前が好きだ。理不尽でもワガママでもあまのじゃくでも。お前の全部が好きだ」

「ほんとに？　後輩さんとはいいの？」

「ああ、いいんだよ。ぶっちゃけ、後輩とは付き合うつもりはなかったからな」

　昨日、この部屋で妹から後輩と付き合いたいか？　そう問われた時に思い浮かべた未来図には、俺の隣に後輩が出てこなかった。

　それに告白された時、素直に喜べなかった自分も確かにいたのだ。あんないい子のどこが不満なんだ、とか言われそうだけど、付き合う気にはなれなかった。

　一応、明日も海で遊ぶならと、気遣って今日の別れ際にちゃんと言うつもりだったけれど、あんなことがあったあとだし……。

　なにより俺は妹が好きだから、後輩と付き合うつもりはない。

「ほんとにほんと？」

　けれどまだ確証が得られなくて揺れ動く、かすかに潤んだ妹の瞳は、これ以上なく俺の心をいい意味で締めつけてきた。

「本当だよ」

「ん、ちゅっ……ちゅ、ちゅ」

　だから、何度も妹の唇に吸いつく。何回も何回も、俺は妹が好きなんだと伝わるように。

　やがて妹の方も受け入れてくれたのか、手持ちぶさたになっていた両手が俺の背中に回される。

「ん、ならいいよ。おにぃと付き合ってあげる」

「上からだなぁ。つかお前はどうなの？」

「……それ聞くの？」

「聞く」

　タイミング的に確かめるならここかな、って思うからな。

「私もおにぃのこと、好きだよ」

　短くそう言うと、妹は背中に回した両手に力を込め、ぎゅっと抱きしめてくる。俺も逃がさないよう妹の頭を抱える。

　そしてどちらかともなく、お互い舌を相手の口内に差し入れ、舌先を絡め合う。

「ん、ちゅ、れろ、んぅっ……じゅるっ……んちゅ、ちゅぷっ……ん、ちゅっ」

　妹の口内は温かくて、交換した唾液はとろっとしていて少しだけ甘い。

　キスをしながら、はだけた浴衣の隙間に手を入れて妹の胸に触れる。体温が高くて、触れた指先から伝わるしっとりとした感触。優しく掴むと、押し返すような弾力と張りがある。

「んっ！」

　ただ手のひらが乳首に当たると、妹は顔をしかめた。どうやら乱暴された時に怪我をしたのかもしれない。

「大丈夫か？」

「う、うん。大丈夫だから……続けて」

　俺に気を使わせたくないのか、気丈に振る舞う妹。けど、俺は痛みを堪える妹の顔を見たくない。

　浴衣をさらにはだけさせ、痛む方の胸に顔を近付ける。

　少し痕が残っていて、それを見ているだけで脇に置いておいた怒りが再燃する。

「痛かったら言えよ？」

　そう妹に言って傷痕がある桜色の乳首を口に含む。

「んっ」

　血は出ていなかったから舌で触れても染みることはないと思う。ただ、常に鈍痛があるのだろう。妹は短く呻いて体が震えた。

　その反応に含んだ乳首を口から離そうとして、妹からそっと頭を押さえられ、

「……気にしないで続けて」

「でも、お前」

「いいから続けて。おにぃ」

　そう囁かれた。

　痛いなら言えってあらかじめ教えてあるし、あまりこちらが気にしずきても駄目なのかもしれない。

「ん、んん、……はぁっ、んぅ」

　普段より優しく乳首を舐めて、痛くない方の胸も手のひらで愛撫する。久しぶりの妹の悩ましげな喘ぎ声が耳に響き、下半身に血が集まるのを感じる。

　ただ、いつもより短めに胸への愛撫を切り上げる。大丈夫って自分で言う奴ほど大丈夫じゃないパターンが多い。

「……もう止めるの？」

　顔を上げると妹の少し表情が蕩けた中に、わずかな不安が覗いていたのを感じた。

「ああ。我慢してるけど、まだ痛むだろ」

　それを俺は襲われた時の記憶が残っていて、それがノイズのようになって妹を苛んでいると思ったのだが、妹はまったく予想していなかった言葉を投げつけてきた。

「やっぱり私の胸が小さいから？」

「は？」

「その、おにぃの後輩さんみたいにおっきくないから……えっと」

　どうやら胸を触っている時間が短いのは、俺が後輩より慎ましやかな妹の胸に興味を感じていないと思ったらしい。

「大丈夫。俺は巨乳より美乳派だ」

　ちなみに少し膨らみかけが最高。異論は認めない。というか俺は妹に何を言っているのだろうか。

「むぅ……。答えになってない」

　膨れっ面で、妹は口を尖らせてジト目を向けてきた。お兄ちゃん、意外と信用ないのね。

「ん、ちゅっ……んぅ、ちゅるっ……いきなりキスとか……ん、ちゅうっ」

　これ以上、赤裸々に自分の性癖を妹に言いたくないので、今だけは黙ってほしい。

　キスをして、舌をなぶり、ご希望ならと胸ももう一度優しく愛撫する。

「あ！　やぁ……そこ」

　下着越しに触れた妹の秘所は、これまで以上に濡れていて、俺はそっと指を押し込む。

「ん、あぁっ、んぅっ、あ、あぅ……ん、んっ♡」

　そしてその喘ぎ声は、今まで聞いた妹の喘ぎの中で最も甘美で、俺の息子はさらに激しく膨張する。

　下半身の息苦しさを覚えつつ、指先がかすかに濡れた妹のショーツに触れる。

　愛液でしっとりと濡れたそこを、下着越しに指先を割れ目に押し込むと、妹はぎゅっと目を閉じた。
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「ん、ふぅ……あっ、んんっ……はぅ♡」

　妹のこぼれる喘ぎ声は熱っぽく、無意識に秘裂を触る俺の手を太ももで挟んできた。

　その仕草の一つ一つがさらに俺の息子の膨張を誘い、下を着ているのがつらくなってくる。

　気分が高鳴り、腰のあたりで燻る射精感から逃れようと、さらに妹への愛撫を強める。

「はぁ……おにぃ、んっ……ちゅーして」

「ああ」

　高まりを覚えたのは俺だけじゃなくて、妹も同じだったようで、唇を合わせると自然と深いキスになる。

「ん……ちゅ、れろ、んうぅ……じゅるっ、ちゅ、ちゅうっ……んぐっ」

　妹の口内は温かくて、交わす唾液の粘度は高い。

　さらに繋がりを求めて、もっと深くキスをするも、お互いそこまで慣れていなくて呼吸が上手くできずに咳き込んでしまった。

「ごほっ、ごほっ……。ごめん、加減ができなくて」

「ううん、別に大丈夫だから」

　妹はそう言って唾液で汚れた口元を浴衣の袖で拭う。

「それに、おにぃがそれだけ私のことが好きってことだから、その……嬉しいと言いますか」

　本当、この妹はたまに俺の心にダイレクトにくるようなことを言う。不意にくるから気構えていないとこっちが持たない。

「ねえ、今度は私がしてあげる」

「あ、ああ」

　体を入れ替えて、今度は俺が仰向けになる。その上に妹が乗って、俺の顔にお尻を向ける６９のような体勢になると、ズボン越しに屹立する俺の息子に手を携えた。

「ん、ちゅ、ちゅ、んむ……ん、ちゅっ、ちゅぷ」

　そしてごそごそと俺の息子を外にぼろんと引き出すと、そのまま数回、亀頭にキスをして先端を咥えた。

　久しぶりで、しかも前とは違って妹の口内が信じられないほど気持ちよくて、思わず暴発してしまいそうになって歯を食いしばる。

　こっちも兄貴として妹に負けてはいられない。

　浴衣の下を捲り上げて、妹の濡れたショーツを横にずらす。ひくひくと膣口が蠢いていて、そこからは愛液が溢れ出ている。俺はそれを舌でそっと掬って、かすかに勃起している妹の小さな突起に吸いつく。

「ん、あっ、ちょっと、んんっ、今は……私が、するのっ」

　そう言って妹も負けじと俺の息子への口淫を激しくする。

「あ、む……ちゅ、れろ……んむぅ……ちゅぷ、じゅるっ……ちゅる」

　先端から竿の半分まで呑み込まれたのが分かる。そしてなによりも妹の舌が俺の息子の裏を舐め上げるたびに腰のあたりがゾクゾクと震える。

　俺もお返しに舌を妹の膣内に差し込む。それを俺の息子と勘違いした妹の膣は、俺の舌を周囲の膣壁がきゅうきゅうと締めつけてくる。

「んぅ、おにぃ、そこダメ……あっ、あぁっ……んくっ」

　狭まる膣内を舌を動かして優しくほぐす。締めつける力は相変わらずだけど、次第に柔らかくとろとろに蕩けていく。

　下からくる快楽に、妹の手が止まる。さらにちゅちゅと膣口周りにキスをして、指の腹でクリトリスをそっと押し込む。

「今は、んっ……私がするってば、あっ、んん」

　堪えきれなくなった妹が咥えていた俺の息子を離して抗議してくる。けど無視して、舌での愛撫を続ける。

「もう……んっ、はむっ……んちゅっ、ちゅる……ちゅぷ、ちゅ、ちゅ……んぅ、ちゅっ……じゅるっ」

　何を言っても俺が止めないと悟ったのか、妹はそのまま前に向き直ると、再び俺の息子を咥えた。

「ん、あっ……はぁっ、ちゅっ、ちゅう……んんっ、じゅるっ……んぷ、ちゅぱっ……ん、ちゅっ、ちゅぅぅ」

　絶え間なく上下に動いて、時折、舌先で鈴口のあたりをチロチロと舐めていく。

「あっ……、はあっ、んっ……ちゅる、れろ……んちゅ……ちゅ、ちゅっ……あっ、しょこは……ダメ、あっ」

　こういう時、ダメと言われて止める男はいないと思う。

　それに今日みたいなことがあったから、とは言わないまでも、せっかくなら妹には気持ちよくなってほしいと思う。マイナスに振りきった今日が、少しでもよくなってほしい。

　ダメと言われた場所を舐めては、執拗に吸いつく。すると、妹がふるふると体を震わせて快楽に耐えながら顔を上下させた。

「ん、んぅ、んちゅ……じゅるっ、ちゅっ……んむぅ、おっきく……んむ、なった……ん、ちゅぅぅ」

　動くたびにじゅぷじゅぷと淫猥な水音が鳴り、妹の頬の内側に先端が当たるまで深く咥えられた瞬間、じゅるるっと根元から先端を一気に舐め上げられる。

「……ぐっ」

　こみ上げてくる射精感がそろそろ我慢の防波堤を越えてきた。

　先に妹をイカせてあげたかったが、前に一度、口の中に出したこともあって、実にあっけなくそれは決壊した

「……ごめん、でるっ！」

　鈴口を勢いよくこじ開け、大量の精液が妹の口内へ飛び出ていくのが分かる。心臓より早いリズムで打ち出されたそれを、妹はただ静かに受け止めてくれていた。

「んん！　んぐっ、ん、ん……んぷ、んぅ……じゅるっ、ちゅうっ……んっ」

「おわっ！」

　しかも受け止めるだけじゃなく、尿道に残った精液まで啜り出して、コクコクと喉を鳴らして飲み込んでいく。

　やがて口の中にあった精液をすべて飲み下した妹は起き上がってこっちに顔を向けると、

「ん、綺麗でしょ？」

　そう言って口を開けて、すべて飲んだ証拠と言わんばかりに、空っぽになった口内を見せてきた。

「大丈夫か？」

　出しておいてあれだが、さすがに心配になる。

　けれど、妹は「大丈夫」と短くそう言ってペロッと口端なら垂れた白い液を舐めとった。

　その姿に出したばっかりだというのに、俺の息子は硬く屹立したまま、鈴口からさらにだらしなく汁を垂らした。

「ん、そっちも綺麗にしてあげる」

　それを見て、妹はちゅっちゅっと軽く鈴口に吸いついてから舌で亀頭からカリ、そして先端すべてをもう一度咥えた。

　耳にかかる黒髪をそっと掬い上げ、妹の顔を眺める。してもらうばかりで、今だけ立場が逆転したようなそんな風に思える。なにより、妹のことがこれまで以上にいとおしくて堪らない。

「ちゅ……ん、んくっ。……うん、綺麗になった」

「サンキューな」

「どういたしまして……って、ちょっとおにぃ？」

　妹の体をぎゅっと抱きしめて布団の上に押し倒す。

「もう……いいか？」

　堪らなくなったこの思いを妹に伝えるには、もう繋がることでしか無理だと思う。

　俺の下で驚きに戸惑う妹は、やがて両手を少し開けると優しくて慈しむような笑顔でこう呟いた。

「いいよ。おにぃの好きなこと、いっぱいして」

　許しが出た俺はそっと唇を重ねる。

「ちゅ、ちゅ、……ん、ちゅぅ……んちゅ」

　はだけた浴衣からこぼれた妹の胸はいつ揉んでも柔らかくて指先が沈むほどで、けれど弾力と張りがあって揉みごたえがある。

　けど、それをじっくりと感じる余裕は、俺にはなかった。

　浴衣の下、ついさっきまで目の前にあった妹の秘裂に手を伸ばす。

「あっ……、んっ」

　ビクッと妹は短く体を震わせる。膣口を円を描くように撫でて、少しだけ指先を差し込むと、ぎゅっと締めつけてくる。

　中は熱くてとろとろに蕩けた膣壁が、妹の一番大切な場所へ誘うように蠢く。お腹側を指の腹で数回、膣口に向かって優しく撫で下ろす。

「ん、はぁ……あっ、ん、んぅ……ふぁっ♡」

　触れるたびに溢れる喘ぎ声に、壊れた蛇口のように我慢汁が溢れる。

　すでに俺の息子は臨戦状態で、今か今かと挿入のタイミングを待っていた。

　俺としても、あとは望むがまま己の肉棒を妹の秘裂に挿れたい。そう思っていたが、

「……ゴムがない」

「ふぇ？」

　いつも財布の中にそっと忍ばせて携帯していたコンドームが見当たらない。

　思わずラブホのシステムと間違えて枕元に手を伸ばすも、普通の旅館の枕元にはコンドームはなかった。

「どうしたの、おにぃ？」

　がさがさと落ち着きのない俺を見て、妹が怪訝な表情に変わる。

「いや、ゴムがなくて」

　せっかくの雰囲気が台なしになるその前になんとか見つけたい。そう思っても、結局はない物ねだりの延長で、息子が少しだけ硬度を失った頃に、ようやくゴムが手元にないことを受け入れた。

「別にいらないよ？」

「はい？」

　受け入れた時、不意に俺の下で浴衣がはだけて半裸の妹がそう呟いた。

「別にいらないって言ったの」

　そして妹はごくごく普通に、なにも着けていない俺の息子を手に取り、その先端を自分の膣口に当てた。

「おにぃと私は好きって言い合った間柄で、いわば恋人です。そして恋人同士のエッチにはコンドームはいらないの」

「いや、いる時もあるでしょ……」

　いったい、妹の中でどんな理屈があってよしとしているのだろうか。なんて、思っていると、

「それに、おにぃにはちゃんともらってほしいから……」

「もらうってなにが？」

　そう尋ねると、妹は恥ずかしさのあまり顔を赤く染めて、小声で呟く。

「私のほんとの初めてをもらってほしいの」

　本当の初めて。

　それはすなわち、ゴムなしセックスで妹と生ハメするということで、あまりに破壊力のあるその妹の囁きに、少しだけ萎えていた息子が補って余りあるほど力を取り戻し、剛直と言っていいほどに硬く屹立する。

「…………いいんだな？」

　確認すると、妹は静かに首を縦に振って頷く。

　それを最後に、俺はそっと腰を前に進めて、素のままの息子を妹の膣へと沈める。体位はあの日の夜と同じ正常位で繋がる。

「ん、あっ……ふぁ……はぁっ！♡」

　ぬぷぷっ、と熱く蕩けた膣壁を先端で左右に押し広げながら、やがて妹の最奥に触れる。くちゅ、と子宮口と鈴口がキスをしたのが分かる。

　遮る物がない、本当の意味で妹と深く繋がり合った。その事実だけで、出しそうになる。

「……おにぃ」

「ああ」

　深く挿入した状態で止まったまま、妹と視線を交わす。お互い次に求めているものを把握をして、唇を重ね合わせる。

「んむ、ちゅっ……んぷ、れろ……じゅるっ、ちゅ、んちゅ……ふぁ、んっ、ぁ……」

　頬を赤く染まらせたまま表情が緩んでいる妹が可愛くて仕方ない。

「……気持ちいいか？」

　ゆっくりと往復しながら、妹に尋ねる。

「うん、今までよりずっと気持ちいいよ」

　そう言って両手を俺の背中に回して抱えるようにして体を密着させてくる。わざとなのか胸が間で押し潰されるように広がって、それがまた柔らかくて気持ちいい。

「んっ、はぁっ……あっ、んんっ」

　再び上下にゆっくりと動く。息子が半分出て、また熱に包まれる。

「おにぃ……あっ、そこ……んっ、はぁ……あっ、あっ、あぁっ！」

　耳元で聞こえる喘ぎ声と妹の荒い呼吸に、腰の動くペースが上がる。

　奥をコンコンと軽くノックしては、子宮口と鈴口による深いキスをして、妹の体を息子だけで突き上げるイメージで動く。

「ん、ん、ん……はぁ、んぅ、んんっ！」

　いつもより気持ちいいのは俺も同じで、なにより生の性器同士でするのがこんなにいいものだとは知らなかった。

「おにぃ……ん、ちゅーして♡」

　言われて密着していた体をほんの少しだけ起こして妹の唇に吸いつく。

「んちゅっ、ちゅむ、んっ、はぁっ、ん、ちゅっ」

　キスすると、妹の膣内がきゅっきゅっと息子を締めつけてくる。

「んっ、はぁっ……ん、ちゅぅ……ちゅ、ちゅ、んちゅ……おにぃ、ん、あっ、好きだよ……」

「俺も好きだ、ん、ちゅっ」

　好意も交わして、快楽の波に二人して流されていく。いつまでもこうしていたい。そう思っていたけれど、下で突き動かされていた妹が声を上げる。

「おにぃ……私、もう……んっ、あぁ……」

　妹の締まった白い両脚が腰に巻きつく。まるで種を受け止めるような体勢に変わり、締めつけてくるリズムもきゅうっっっと、長いものになった。

「あ、ああ、俺もそろそろ……」

「なら、一緒に……あっ、はぁっ、んんっ！　やぁ……んっ、あっ、あっ、あっ」

　最後の力を振り絞る。なんて思いで腰を振る。

　見えない結合部から卑猥な水音が聞こえてきて、激しく腰を打ちつけるたび、下腹に飛沫が舞う。

「おにぃ……んっ、あっ、好き……好き好き、大好きだから、ああっ、はぁっ！♡」

「俺も好きだぞ！」

　妹の華奢な体が俺の下で何度も跳ねる。髪が振り乱れ、快楽に支配された目は潤み、半開きの口から覗く赤い舌。だらしなく蕩けた表情が、目の前にあった。

「あぁ、はぁ……んくっ、あっ！♡　だめ、もう、だめなのっ！♡　んっ、ああ、はぁっ、んんっ♡　ん、んん〜〜!!♡」

「……ぐっ！」

　そしてついに、妹の体が大きく震えた。

　それと同時に俺も我慢していたものを、妹の最も大切な場所へと解き放った。

　びゅるるるるっ！　と二回目とは思えない量が、妹の大切な部屋に向かって発射される。

「あっ、はぁ……ふぁ、んっ……で、出てる……お兄ちゃんの温かいやつ♡」

　すべてを妹に注ぎ入れる。そんな強迫めいた感情に襲われた俺は、未だ射精し続ける息子をさらに奥へと押し込む。

「ん、あっ……んっ、ちゅっ♡」

　コアラの親子が抱き合うような体勢で繋がりながら残りの精液を吐き出しながら、妹の唇を奪う。

　妹の膣もきゅっきゅと収縮して射精を手伝ってくれる。

　しばらくしてようやく収まって、のしかかるようにして倒していた体を起こす。

　そして、まだ快感が残る表情のまま、妹はこう呟いたのだった。

「大好きだよ、お兄ちゃん♡」











エピローグ









　突然だが、俺には八歳離れた年下の彼女がいる。

　成績優秀、スポーツ万能、大学生最後の年にはミスコン準優勝と容姿端麗。あまり声を大きくして言えないが、性犯罪に巻き込まれそうになった年も引きこもったりせず、学校で皆勤賞をもらえたほど謎すぎるタフな精神力を持ち合わせていて、まさに非の打ち所がない女である。

　そんな彼女とは真逆に、支社へ出向という名の転勤中と、しがない社蓄の俺は、彼女と同棲しているアパートの、事情を知らない近所のおばさまたちから「頑張らないとねぇ〜」と暗に将来彼女より稼ぎが少ないと思われて心配される始末。

　そんなある日の夜。

　会社で今日も今日とて歯車のようにこき使われ、とっとと寝ようと、寝室で横になった時、件の彼女……もとい俺の妹がそっと隣に寝転がった。

「お疲れ〜」

「おー」

　間延びした返事に、妹が背中にくっついてきて文句を言ってくる。相変わらず石鹸のいい匂いがしてきて疲れた時は対処に困るからやめてほしい。

「なんか最近冷たくない？」

「お前もあと数カ月で社会人だろ。なれば分かるよ」

　そう言って体ごと妹の方へ向き直る。いつもならここで機嫌がよくなるのだが、今日は違った。

「ほんとに最近おにぃは冷たいね」

「いや、そんなことは……」

　ない、と言いきれないのが俺たち兄妹二人の時間がいかに少ないのか如実に語っている。

　妹もすぐそれに気付いて頬を少しだけ不満げに膨らませる。

「彼氏いる友達はみーんなイチャイチャできてるのに、なんで私だけ最近冷たくされてるの？」

「そんなお前にいいことを教えてやろう。よそはよそ、うちはうち……って。痛っ！」

　上手いこと言えたと思ったら、太もものあたりを強めにつねられた。

「そんなんが聞きたいんじゃないんだけど」

　どうもご機嫌斜めらしい。けど、そうは言っても仕事から帰ってきたら精も根も果てるというもの。そこら辺は勘弁してほしい。

　なんて思っていると、妹は「はぁ」とため息をつくと、

「もしかしてこれが倦怠期ってやつなのかな？」

　そう呟いた。

　それに対して俺は至極当たり前に「はあ？」と疑問を投げかけた。すると妹は、

「だって最近デートすら行けてないし、友達に聞いたら、この時期なら遅めの倦怠期って言ってたし」

　誰だ、人の彼女に余計なことを吹き込んだ馬鹿は。というか、これでも妹には構っているつもりなんですけど。本当の倦怠期ならこの会話自体、もっと殺伐としてそうだ。大体、妹の考えはすでに友達に感化されて間違っている。

　なんとなく少しイラっときたので、俯き気味で不機嫌な妹の両方のほっぺたを左右に引っ張った。

「にゃに？」

「お前、勉強はできるくせに馬鹿だな」

　そう言うと妹はみるみるうちに怒りの表情に変わる。けど、本当のことなので訂正はしない。

「うっさい、バカはおにぃだから。おにぃより私の方が賢いもん」

「いや、倦怠期って言ってた時点で相当だぞ」

　ほっぺたを引っ張っていた手が振りほどかれるが、今度はぺちんと挟むと、勘違いしている妹をまっすぐ捉えた。

　なおも抜け出そうと暴れる妹に「いいから聞け」と半ば強引に顔を合わせる。

「あのな、俺たちに倦怠期なんてあるわけないだろ。俺は、お前が生まれた時からずっと一緒にいるんだから。付き合ってもそれは変わらねぇよ」

　五年前、お互いに好きだって言って気持ちを確かめても、親元を離れてこうして同棲していても。

　俺にとっては彼女という一面もあれば、おぎゃーと布団の上で泣いていた頃からずっと側にいて、小さい頃から親代わりしながら一緒に育った妹でもあるのだ。

　そんな俺たち兄妹に、一般的な普通のカップル夫婦に訪れる倦怠期なんて絶対に来ないと断言できる。

　それが兄妹であり恋人でもある俺たち二人が付き合っている関係上、唯一の利点だ。

「だから冷たいのは仕事がちょっと忙しいだけで、別にお前のことが嫌いになったわけじゃない。落ち着いたらデートくらい毎日でも行ってやるよ」

　真面目にそう言うと、妹もようやく機嫌を直してくれたようで、素直に頷いた。

「それは分かった。でもさ！」

「今度はなんだよ？」

　話もこれで終わりかと思っていたが、まだ妹は納得がいってないのか声を荒げた。

「最近、その……エッチしてくれないのはなんで？」

　そして多少、恥じらいながらもそう聞いてきた。というか、まさかと思うが本題はそれじゃないだろうな。

「いや、それはたまたま時間が合わないからで、お前がバイトでいない時もあれば、俺が残業で帰ってこれない日が続いたからで……」

「じゃあ、今は？」

「え？」

　そう妹が言うや否や、ごそごそとズボン越しに妹の指先が息子に触れる。

「今は時間もまだあるし、一緒にいるよ？　なのにしてくれないの？」

「あー、えーと」

　やがて布団の下で、ぼろんと姿を現した息子を慈しむような優しい手つきで触ってくる妹は、幼少期から俺に一番効く上目遣いでこう尋ねてきたのだった。

「ねえ、お兄ちゃん……エッチしたいな」

「……はい」




　こうして俺たち兄妹のセックスライフは永遠と続いていくのだった。











特別書き下ろし①夏の終わりとスクール水着









「おにぃ、買い物いこ」

「んぁ？」

　世間的には夏休み。社会人の俺にとってみればただの土曜日の朝。

　起きたばかりの俺がリビングに行くと出し抜けに妹がそう言ってきた。つか寝起きで頭働いてないです、僕。

　定位置であるソファの上に座る妹を横目に、俺は冷蔵庫からコーヒーを取り出してコップに注いで一口含む。やべ、砂糖入れ忘れた。すげえ苦え。

「はい」

「ん、さんきゅ」

　顔に出たのか、とてとてと近づいてきた妹は棚からシュガースティックを取り出すとまだ縁の減らないコーヒーの中へ入れてくれた。

「んで、なに？　買い物？」

「そう買い物」

　自分も欲しくなったのか、スティックタイプのコーヒーをカップに入れて、こぽこぽとポットからお湯を注ぐ。

　それを横目にちびちびとコーヒーを啜りながら、何を買うのかと問うと、妹は、冷蔵庫から牛乳を取り出して半分ほどカップに追加投入しながらこう答えた。

「水着」

「水着？」

「そう水着」

「いや、それならお前去年のやつがあるじゃん」

　あまり思い出したくないが、俺と妹、それに後輩姉弟と一緒に海に行く前に新しいのを買っていたはずだ。しかも俺に感想求めてきたやつが。

「まあ、そうだけど」

　そう言うと、いつもと違い歯切れの悪い妹は、どこか含みのあるようにそっと視線を下に向けた。

　しかしいったいなんの理由が？　と俺が思案していると、ややあってぼそっと、

「……くて」

「え？」

「だから！　きつくて着れないから買いに行きたいの！」

　勢いよく上げてそう叫ぶ妹。上げた顔は真っ赤に染まっていて、俺はようやくその意味が分かって、妹のとある場所に視線を向ける。

「あー」

　視界に映る、その服の上からでもわかる妹の胸の膨らみは、確かに去年より大きくなっているかもしれない。

「……おにぃ、見すぎ」

「す、すまん」

　そんな俺の視線から逃れるように、妹は胸の前で両腕をクロスさせる。

「つか一年でそんなおっきくなるもんなの？　女子って大変だな」

　男の水着なんて買い変えることなんてしなくてもしばらくはずっと使えるが、女子は成長に合わせて更新していかないといけないのか。……ほんと女の子って大変だね。

　なんてどこか他人事のようにそう言うと、妹は唇を尖らせながら少しだけ不満そうにこう呟く。

「……おっきくなったの、半分はおにぃのせいだからね」

「はあ？　なんで俺の……」

　そこで言葉が途切れ、その理由に思い至る。

　そういえば聞いたことがあるな、女の子の胸は揉まれると大きくなるって。そして半分は俺のせいってことはつまりそういうことだ。うん、死にたい。

「り、理由はわかった。けど時期的に使えるのってあと一、二回だろ？　ほんとにいるか？」

　お盆も終わり、夏も終盤。夏休みもあと少しだというのに今から新しい水着を買ってもあんまり意味がない気がする。

「それもそうだけど、今年の夏休みはずっと忙しかったし、おにぃはお盆も仕事でいなかったから二人で出かけられてないし、最後くらい夏っぽいことがしたいの」

　まくしたてるように一息にそう言うと、妹はちょっとだけ悲しそうな表情を浮かべた。

　確かにここ数日は遅れてやってきた繁忙期によって俺は仕事に忙殺され、妹は妹で夏休みの前半は夏季講習とかで忙しくしていて、デートはおろかここ数日に至っては、兄妹セックスすらしてなかった。

　……ということは、つまりあれか？　妹は、たとえ一回だけしか着れなくても俺とプールか海に行きたいのか。

「……ちょっとおにぃ、なんでにやにやしてるの」

「ニヤついてなんかねえよ」

「うそ。こーんな風に笑ってたもん」

「笑ってはねえよ、ちょっと表現変えて話を盛るなよ」

　まあぶっちゃけめちゃくちゃ気持ち悪いくらいにニヤついてるだろうけど、これは男なら誰でもそうなる。

　妹でもあるが、こいつは俺の好きな女の子で、彼女でもあるのだ。そんな子に、こうもストレートに求められると自然と笑ってしまうだろう。

　しかもたぶん妹は自分がどれだけ可愛いことを言ってるのか理解してないだろし、またそこが可愛い（語彙力）。

「わかったわかった、そういうことなら買いに行こうぜ」

　と、いうわけで俺と妹は近所のデパートに向かった。
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　お昼前だが夏休み＋休日ということもあってデパートの中はめちゃくちゃ混雑していた。

　けれど俺たち兄妹の目的地である水着売り場はどこか閑散としていて、ここだけ別空間に切り離されたみたいだ。まあ水着を買うのには遅めの時期だからな、そろそろ品替えなのか水着の種類も心なしか少ない気がする。

「ねえねえ、これはどうかな？」

　そんな風に店内を見渡す俺をよそに、服の上から水着を当てて妹がそう聞いてくる。手に持っているのは黒の布地に白玉模様のビキニだ。

「ちょっと露出多くね？」

「えー、これぐらい普通じゃない？　前のやつとそんなに変わらないし」

「そうだっけ？」

　確か前は白と青の横縞模様のやつだったか？　思い返せばたしかに似たような水着ではあるものの、なぜか今さらになって露出度が高く感じる。

「他のないのか？　ほら、これとか」

「可愛くないからダメ」

「お、おう」

　バッサリと切り捨てられた。可愛いと思うけどな、このフリル付きのワンピースの水着。

　真剣な面持ちで色々と厳選しているも、なかなかお眼鏡に叶う水着が見つからないのか、妹はうんうんと唸っては手に持った水着をもとの位置に戻している。よし、ここは一つ和ませてやるか。

「これなんてどうだ？」

「……本気で言ってるなら今日からおにぃと口聞かないけど」

「すみません、ふざけすぎました」

　どうやらこれは越えちゃいけないラインだったらしい。まあ俺もこれはないなと思いましたよ、スクール水着なんてさ。

　結局のところ男の俺に出る幕なんてなく、おとなしく買い物が終わるまで静かに妹の後ろをついて回ることに。

「おにぃはどっちが好き？」

「へ？」

　しばらくして妹が、右手には白黒のチェックのスカートに小さな黒い洋服のような水着。どちらかといえば露出が肩とお腹だけと少ない。一方で、左手にはニット調のビキニで、わりと際どい感じがする水着を持って聞いてきた。

「どっちでも似合うと思うぞ」

「なんか投げやりじゃない？」

「ほんとに似合うと思ってるって」

「むぅ」

　どうやら俺の態度が気に食わなかったのか、あからさまに不機嫌そうに唇を尖らせ、手に持っている水着を元に戻す。けど俺としては本当に思っていることだから他にどうしろと言うんだろうか。

　少しだけ妹のその姿が寂しそうに映って、罪悪感で心がチクチクと痛む。……あんまりこういうことは恥ずかしいから言いたくないんだけどな。

「……どの水着でもお前が着るなら可愛いだろ」

「え？」

　背中越しにそう告げると、妹が驚いた様子で振り返る。でも二度は言わないからな。妹にこういうこと言うのは普通の女の子に言うより本気で恥ずかしいから。

「ふ〜ん」

「なんだよ」

「いやべつに〜」

　どうやらちゃんと耳に届いていたらしく、妹はニマニマと小悪魔めいた笑みを浮かべる。

「おにぃのそういうとこ可愛いよね」

「へいへい。んで、結局どっちにすんの？」

　少々ムカつくが、ご機嫌になった妹を見ているとなんだかどうでもいいことに思えてくる。

「んふふー、おにぃはどっちがいいと思う？」

　あれ？　もしかして無限ループしてね？　さっきも同じようなこと聞かれて答えましたよね、俺。

　けど、どうやら無限ループとかではなく、単純に妹は俺をからかうために聞いているのだろう。

「ああもう、こっちにしとけ」

　このままだとよくある正しい選択肢を選ぶまで先に進めないゲームになりそうな気がしたので、妹が右手に持っていた白と黒のチェックのスカートに、小さな洋服のような黒の水着を指差す。

「ん、りょーかい。ならこっち買ってくるね」

「おう、早く会計してこい」

　財布を妹に渡して、レジに向かうのを見送る。なんか水着買うのってこんなに面倒なイベントでしたっけ？　……ほんと、疲れた。
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　水着を買い、近所のプールに赴くも、残念なことに市民プールは臨時休業だった。

　さすがに新しいのを買ったのにお預けさせるのはどうやら我慢できないらしく、どうしても今日プールに入ることにこだわる妹に、俺は代案として水風呂に入ることを提案すると、

「お風呂で新しいの着たくない」

　妹はふくれっ面でそう言ってガサガサとおニューの水着が入った買い物袋を揺すって反抗する。もはやプールじゃなくて水着のお披露目が主目的になってるけど、いいのか？

　結局のところ、ないものねだりをしていてもあれだし、家の風呂は普通より無駄に広いからまだマシだと、妹をなんとか説得し、そして今、無駄に広い我が家の風呂場では水着を穿いた俺とそして――




「ねえおにぃ、やっぱりこれめちゃくちゃ恥ずかしいんだけど」




　首筋まで真っ赤にした妹が、スクール水着姿でそこにいた。

　店で見つけたやつではなく、三シーズンぐらい押し入れの肥やしとなっていたスクール水着だが、やはり相当キツイのか、妹の体を締めつけていた。

　それをじっと見つめる俺の視線から、妹は自分の体を隠すように両腕を交差させる。

「ほんとに着てくれるとはな」

「おにぃが着てってしつこくいうからじゃん！」

　しかも特筆すべきは、いま妹が着ているスク水は裏地をすべて切り落としたものであり、端的に言えば締めつけにより妹の乳首や割れ目がくっきりと浮かび上がっている。視覚的にこれ以上ないくらいクる姿だった。

「てか、これもう外に着ていけないじゃん」

「当たり前だろ。サイズも合ってないし、そもそも使用目的が違うしな」

「なんでそんな自信満々なの？　おにぃ、たまに変態みが高くなるよね？」

「変態でいいよ別に。ほら、こっちに来いよ」

「うー」

　唇をほんの少しだけ尖らせ、渋々といった表情で妹は浴室に入ってくる。

　シャワーでかけ湯代わりに水をかけてやると、夏の暑さに火照った体が冷たい水に触れて気持ちよかったのか、妹は「はぁ〜」と感嘆の吐息をもらす。一方で俺も俺で別の理由で思わず息がもれた。

「おにぃ？」

「な、なんだよ」

　不意に声をかけられて、顔を上げると怒ったような呆れたような表情で俺を見つめる妹の顔があった。

「めっっっっちゃ、見てるよね？」

「………………見てないぞ？」

　思わず視線を逸らしたが、時すでに遅し。妹はあえて俺が見ていた場所に手を添えてジリっ、と距離を詰めてくる。

「むね、見てたよね」

「…………」

「み、て、た、よ、ね」

「ああ、見てたよ！　悪いか！　そんなエロい格好してたら見るに決まってるだろ」

　裏地をわざと切り捨てたスク水によって胸の先端の位置がわかるし、水に濡れたことで肌に吸いついてよりラインが明確に浮き出ている。これ下手したら裸よりエロいんじゃないのか？

「おにぃが着させたんじゃん」

　呆れたようにそういう妹を無視して、俺はそっと胸に手を伸ばす。

「んっ」

　スク水のざらっとした質感を手のひらで感じながら妹の胸を揉み、指の腹で浮き出た乳首を擦る。

「あっ、ちょっとおにぃ、いきなり……んんっ」

　すると妹は下唇を噛みしめ、ピクッと肩を震わせた。

　筆の先でゆっくりと円を描くように指の腹でそこをなぞると、妹はさらに体をぴくぴくと小さく痙攣する。

「んっ、ふぅ……あっ、や、だっ」

　その姿がいつもより可愛くてエロく見えて、思わず口で吸いつくと、やだやだするように妹は頭を左右にぶんぶんと振る。

　次第に妹の体は前屈みになり、まるで大切なものを抱えるかのように俺の頭に両手が回される。

「おにぃ……っ！　そこ、だめっ♡」

　兄妹で付き合い始めてもう一年。今ではすっかり性感帯となった乳首を念入りに責めると、妹はひときわ大きく声を上げた。

「ダメって、お前。……好きだろ、ここ？」

「やだぁ♡」

　俺がそう告げると、妹は甘えた声を出しながら、ぎゅっと両手に抱えた俺の頭ごと胸に押しつけてくる。ちょっとだけ息苦しさを覚えつつも、妹の柑橘系の甘い匂いがいっぱいに感じられて、俺の息子もガチガチに勃起する。

「脚開いて」

「んっ♡　はい……」

　もはやされるがままに、妹は俺の言う通りに両足を広げる。

　そっと太ももに触れ、ピクッと反応する妹をよそに、スク水との境目に手を差し入れ、妹の割れ目へ指を押し当てた。

「あっ♡」

　無意識だと思うが、妹の口からどこか期待した声が出る。

　ぷにぷにとしていて、それに加えて明らかに水とは違う粘度の高いものが指先に絡まる。

　浅く膣口をなぞり、ちゅぷっ、と膣内に入れると奥からどんどんと愛液が溢れ出てきた。

「すげえ濡れてるな」

「そういうわ、んっ♡　ことは……っ、いっちゃ、んんっ、だめっ♡」

　本気で恥ずかしがる妹だったが、乳首と膣内を同時に責めると、さらに抱えた俺の頭をぎゅうっと力強く抱きしめてくる。

「ご、ごめん、おにぃ。わ、私……んっ♡　そろそろイキそう、あっ、かも……んんっ♡！」

「いつも言ってるだろ。好きな時にいっていいよ」

「あ、ありがと。ん、はぁ♡　そこ、気持ちいい♡」

　ちゅぷっ、ちゅぷっ、と妹の膣内に入っている指の動きを上下に擦るように変え、ちょうどおへその下のあたりをひっかくように指先を屈折させる。

　いつもの、いつも指でイクときの動きに、妹の膣内は急激に収縮し、そして。

「はぁっ、んっ、あっ♡　おにぃ、ごめんね……んんっ、ほんとに、もうっ」

「いいよ、謝らなくて」

「もう、あっあっ♡　わ、わたし……んっ♡　いくっ!!」

　ビクビクッ！　と今日一番の痙攣を見せ、ガクガクと膝を震わせながら妹は絶頂を迎えた。

「はぁ、はぁ……んっ、くっ♡」

　荒い呼吸を繰り返しながら、立っていられないとばかりに、妹はバスマットの上にぺたりと座り込んだ。

「大丈夫か？」

「う、うん……だいじょうぶ」

　妹はそう答えるが、絶頂の余韻からか、耳もとからうなじのあたりにかけて赤く染まり、うっすらと汗ばんでいる。

　色々とやりたいことがあったけど、そんな妹の姿につい我慢できず、俺はゆっくりとバスマットの上に妹を押し倒す。

　広めの浴槽とは違って手狭なマットからはみ出た妹の太ももを割り、その間に腰を下ろすと、横にずらしたスク水からはみ出した妹の濡れた割れ目が視界に入る。

「みちゃ、やだ♡」

「いや見るなって言われてもな……」

　そこだけスク水の色の濃くなっていて、妹の大切な場所がくっきりと形が浮き出ている。

「てか、おにぃも……」

　恥ずかしながらもそう指摘する妹の視線は、すでに限界まで勃起した俺の息子へ向けられていた。

　そんな妹の手をそっと取ると、どちらかともなく恋人繋ぎになる。

「いいか？」

　ちゅ、とキスをして妹にそう言うと、繋いだ手に少し力が込められ、やがてぽつりと呟く。

「……うん、いいよ」

　照れくさそうにそう頷く妹のスク水のスリットをずらしながら、俺は海パンを脱ぎ捨てる。

　あらわになった妹の秘裂に亀頭を押し込み、膣口にあてがう。

「あっ♡」

　ぐっと腰を前に進めて、妹の膣に挿入する。挿れ慣れているはずなのに妹の中はどこかきつくて、それでいてきゅんきゅんと締めつけてくる。

「んっ♡ああっ♡」

　恋人繋ぎにした手に力が込められる。妹もどこかいつもと違うっていうのが分かっているだろう。

「っ、」

　いやこれはいつも以上かも。気を抜くとすぐにでも出そうで、ぐっと歯を食いしばって堪える。

「はぁ……はぁ、ひさしぶりでやばいかも」

「あ、あぁ……そっか」

　言われて気づく。そういえば妹とどこかへデートしに行くことが久しぶりだったけど、忙しくてエッチもこのところしてなかったな。……あれ？　もしかして仮にも変態みがあるスク水をこいつが着てくれたのって。

「……んっ、どうしたの、おにぃ？」

　肩を上下させ、快楽で蕩けきった目で妹はそう呟く。

「いや、なんもないよ」

　言葉には決してしないけれど、妹の想いが伝わってきて心がじんわりと熱くなる。

　妹の上に覆いかぶさるように体を重ね合わせ、全身をこすり合わせるように俺たち兄妹はお互いを求め合う。

「おにぃ、ちゅーして♡」

「ん？　ほら、ちゅっ」

「ふぅ、はぁ、……んちゅ……んぅ、ちゅっ、ちゅる……れる、ふぅ……ん、ちゅっ」

　おねだりに応えてキスをする。舌を差し出すと、妹も舌を絡ませてきて深いキスになる。

「あっあっ♡　はあっ♡　そこ、きもちいい♡　んぅ、ちゅっ……ん、ふぁ……ぁむ、ちゅる、れろぉ」

　べろちゅーもして、硬くなった息子を杭のように妹の膣内に打ち込む。妹も両足を腰のあたりに回して下から抱きついてくる。

　ぱちゅん、ぱちゅんと粘っこい卑猥な音が風呂場に響く。

「あっ、んっ……、あっ♡　ああっ♡」

　挿れて、抜いて、挿れてまた抜いて。

　カリで熱くとろけた膣道をえぐり、ぐちゅっと子宮口を押し潰すくらいで奥まで突く。

　妹の嬌声が一際高まり、ぐぐっと背中が反り返る。お湯を沸かしていないのに、蒸れそうなぐらい風呂場には俺たちの熱気が広がっている。

　そして限界が訪れる。

「だすぞ」

「んっ、あっ♡　はぁ……ん、いつもどおり中で、んあっ♡　いいよ？」

「……っ、わかった」

　妹と付き合い始めた頃から俺たち兄妹の間では、いつも安全日のときだけは生でして、そして中で出すことになっていた。まあ分かってて最初からゴム着けずに挿入したからな。

　ペースが自然と速くなり、打ちつけるように妹の子宮口を責め立て、やがて亀頭が限界まで膨らむ。

「いくぞ！」

「うん♡　きて♡」

　背中に回された妹の四肢ががっちりと俺を捉える。まるで中以外で射精するなとばかりに。

　そしてついに――

「あぁ、でるっ！」

　びゅるるるる、と鈴口を押し開いて勢いよく溜まった精液を吐き出す。

「ああっ♡」

「っ！」

　子宮口に鈴口を押しつけて、一滴も外に漏らさないように妹の子宮の中へと注ぎ込む。

　ピンと伸びた妹の両足。打ち震える腰に、蕩けきった目。安全日の時だけする生の快感に酔いしれる。

　俺しか知らない、俺だけが知る妹の子宮に溢れるぐらいの精液を注ぎ込む。

「〜〜〜〜っっ♡」

　それを感じてか、妹はもう一度大きく体を震わせて二回目の絶頂を迎える。

　激しく収縮する膣は、まるで一滴も残すなとばかりに搾り取ってくるような動きに誘われる。

　やがてすべてを出しきった後、体を離す。腰を引き、ずるるっと硬さを失った息子を引き抜く。

「はぁ……、はぁ……」

「……っ、はぁっ」

　さっきまで挿れていたせいか、妹の膣口がぱっくりと開いていて、そこから入り切らなかった精液がごぽっ、とお尻の輪郭に沿ってこぼれ落ちた。

「あんまり見ないでよ」

「あ、わるい」

　指摘されて慌てて顔を逸らす。妹も俺の視線に気づいたのか、両手でそこを覆い隠していた。
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「ふーんふーん♪」

「ご機嫌だな」

　風呂の縁に顔を乗せ、スク水を脱ぎ捨てて事後の体を洗う妹にそう告げる。

　生挿入と生中出しを終えた後、続けざまに二回三回と風呂場でヤッた。ここ数日、抑え込んでいた性欲は、久しぶりの兄妹セックスで完全に解放され、そういえばプールの代わりに水風呂に二人で入るんだっけ？　と、当初の予定を思い出したのは、あれから数時間後だった。

「そう？　別にふつーじゃない？」

「いやご機嫌だろ。鼻歌なんて普段あんまりしないし」

　言われてうーんと考えた後、妹は「確かにそうかも」とそう呟く。まあ色々と溜まっていたのだろう。……ほんと色々と。

「でもさ、それを言うならおにぃだってご機嫌じゃん」

「え？　俺？」

　どこが？　と視線で問う。

「私の髪、おにぃが洗ってくれるなんて小一の時以来だもん」

「あー」

　そういえばさっきまでお互いに洗いっことかやってたな。素面に戻ると恥ずかしくて死にそうになるけど、兄妹セックスの後だったこともあって、完全に羞恥が働いてなかったかも。

「ま、たまにはな」

「えへへー」

　恥ずかしさがぶり返してきて、ついぶっきらぼうな物言いになってしまったが、妹は嬉しそうに俺の反応を受け取る。このあたりは兄妹だからこそ通じる唯一のコミュニケーションだと思う。

「おーし、体おーわり！」

「おい、シャワーの水こっちに飛んでくるからもうちょい優しく使え」

　バシャバシャと、まるで幼児退行したみたいに幼い素振りを見せる妹。

　けれど、どこかそれは懐かしさを感じさせ、胸のあたりがじんわりと熱くなる。そういえば妹が保育園の時に、親が忙しいなら市民プールすら行けなくて、代わりにこうやって水風呂に入ってたな。

　なんて昔のことを思い出していると、妹が水風呂の中に入ってくる。

「んー」

　夏の暑さと、情事のあとの熱気が抜けていくのを感じてか、ぐっと大きく背伸びした後、俺の方へと体を預けてきた。

　すっぽりと俺の中へと収まった妹からは、背中の柔らかい感触が伝わってくる。

　しかし、さっきまでサイズの合わないスク水を着ていたせいか、肩紐とかスリットの跡が妹の体にはまだついてるな。

「ねえ、おにぃ」

「ん？」

　指先でそこをなぞっていると、妹がおもむろに呟く。

「今度はさ、ちゃんとプールにいこうね」

　そう言うと妹は、スク水の跡をなぞる俺の手を取り、自然に指先を絡めてきて恋人繋ぎになる。

「まあ新しい水着も買ったし、また今度な」

「おにぃのお気に入りね」

「お気に入りとかじゃないし、そもそもあれはお前が無理やり選ばせたんだろ」

「でも選んだのはおにぃだもん」

　ぐりぐりと頭を胸に押しつけてながら言う妹の声はどこか弾んでいて、思わずこっちも笑ってしまう。

「わかったわかった。なら楽しみにしとくよ、お前の水着姿」

「そうそう。楽しみにしててね、お兄ちゃん」

　そう俺たちは夏の終わりに約束を交わし、しばらくゆっくりと水風呂を堪能したのだった。
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「と、言うわけなんだよ」

「なにがという訳なのかわからないほど、何一つ分からない説明だったけれど？　あなたってそんなに頭が悪かったかしら？」

「お前な……」

　秋晴れの日曜日。

　家から少し離れた場所にあるファミレスで偶然出会った幼馴染み兼元カノと、窓際の角の席（俺の中では一等地）で同席していた俺は、先日まであった『妹との喧嘩』について話していた。

　ただ目の前に座る幼馴染み兼元カノのこいつにはいまいち伝わらなかったのか、俺はもう一度いちから話す。

「この前、買い物に行ったときだよ」

　最初は母さんから頼まれた特売品を買うために、いつものショッピングモールへ妹と一緒に出かけた時だ。

　目当てのものはすぐに買えたし、久しぶりに兄妹としてではなく、彼氏彼女としてデートでもするかと、モール内をプラプラ歩いていた。その時ふいに、そういえば付き合って一年経つなー、ならなんかプレゼントでも買うかー。と、妹にあれこれ聞いてみたら、急に不機嫌そうになり、それはどんなお兄ちゃんスキルを駆使してもフォローできず、終いには俺も怒れてきて喧嘩になってしまった。

「要約すると記念日のプレゼント選びの時に、些細なことで喧嘩して口も利かない冷戦期を二週間も過ごしている、っていうことかしら？」

「自分で言うのもあれだが、よくわかったな？」

「あなた、もしかして私のことおちょくってるのかしら？　いくらあなたでも限度ってものがあるのだけれど」

「すまん」

　少し冷めたミルクティーを啜りながら幼馴染みが睨みを効かせてくる。

「でもそういう理由ならさっさとあなたから謝って終わりにすればいい話だと思うけど」

「…………色々あるんだよ」

　ごく一般的というか真っ当すぎるまでの正論をぶつけられて、俺は目を逸らしながらコーヒーを口に含む。

　兄妹喧嘩は赤の他人とする喧嘩と違って仲直りが格段に難しいと個人的に思っている。仲直りのきっかけが掴みづらいというか、たとえ喧嘩中だったとしても、相手は家族ゆえにずっと側にいるから時間が解決してくれるなんてことはないし。

　かといって仲直りを諦めて縁を断ち切る手段も取れないので、居心地の悪さを常に感じながら過ごさないといけないのは、正直つらい。

　そういったものが心に積もってさらにイライラしてムカついて、仲直りからさらに遠ざかる。

「だからといって放置しておけないわよね、あなたたち兄妹は特に」

「…………」

「ただの兄妹なら無理に仲直りしなくてもお互いに不干渉を貫けば、まあそれなりに過ごせるだろうけど。彼氏彼女としての関係ならそうはいかない」

　今日はやけに珍しく正論しか言わない幼馴染み兼元カノのコイツに、俺はただ黙って口に含んだコーヒーを飲み下す。

　そんな俺の姿を見てなのか、グロスを塗った唇がにやりと嫌な角度でつり上げながら、こう呟いた。

「それであなたはどうするの？　妹さんと別れる？」




◇




　おにぃと喧嘩した。

　久しぶりの兄妹喧嘩は今も続いていて、おにぃが家を出ていった数十分後に、私もいつもどおりの格好で家を出た。

　なんとなく家にいるのも暇だし、居心地が悪かったのもあるけど、本音を言えば、家にいたらおにぃと鉢合わせる可能性があったからそれを避けるためではあるけれど。

「おにぃのばか」

　久しぶりのデートから燃え上がった、これまた久しぶりの兄妹喧嘩は、過去にあったどの兄妹喧嘩よりも苦しくてつらいし、なによりムカついてイライラがなかなか収まらないほどだった。

　おにぃが悪い、おにぃのそういうとこが嫌い、ほんと鈍感。

　そんなおにぃへの悪態が、心の中に浮かんでは消え、浮かんでは消えを繰り返しては心に積もっていく。

「はぁ」

　人知れずため息がこぼれる。消化しきれないその降り積もったモヤモヤに、心の容量がぎゅうぎゅうに圧迫されて、今にも暴れたい欲求に駆られる。

　どことなく歩くペースが早い気がするけど、そんなのは気にせずに私は気分転換でもしようと、家から少し離れた場所にあるファミレスに立ち寄った。

「一名様ですか？」

「あ、はい」

「では、ご案内しますね」

　フロアの人とお決まりのやり取りを交わして席に案内させる。窓際の角の席がよかったけど、そこには別のお客さんがいて、私はパーテーションで仕切られた隣の席に案内された。

「こちらのお席でよろしいでしょうか？」

「はい、大丈夫……です!?」

「？」

　けれどそこで気づく。

　パーテーションで仕切られているとはいえ、ある程度席に座る他のお客さんが見える中、隣の席にいるおにぃの幼馴染みさんの存在と、そして――




「それであなたはどうするの？　妹さんと別れる？」




　そう問われて驚くおにぃの姿が、そこあった。




　珍しい組み合わせというか、そもそもおにぃと家の中で居合わせるのが気まずいからと家を出てきたのに、なぜかファミレスで隣同士になるという偶然に言葉を失う。

「あの……？」

「は、はい」

「よろしければ別のお席をご用意いたしましょうか？」

　呆気に取られている私を見かねてか、フロアの人がそう尋ねてきた。

「い、いえ大丈夫です大丈夫です」

「そうですか？　では、ご注文がお決まりになりましたらこちらのボタンを押してお呼び下さい」

「あ、ありがとうございます」

　わりと大きめの声だったけれど、おにぃの席とはタテ目で隣同士であり、なおかつ私とおにぃの位置は背中合わせということもあって、幸いにも気づかれることはなかった。

「いきなり何を言い出すんだお前は……」

「変かしら？」

「ああ変だな。いきなり別れ話とか突拍子もないだろ」

　紡がれるおにぃと幼馴染みさんとの会話に、思わず聞き耳を立てる。私と別れる、っていう話の流れ的に、どうやら私との兄妹喧嘩について相談している途中なのかもしれない。

「でもそんなに一つの喧嘩で苦しむならいっそ別れる、というのも手だと思うけれど？」

「あのな……」

「結局、喧嘩一つで二週間も口を利かないなんて普通の恋人なら自然と消滅する一歩手前だし、やっぱり兄妹で恋愛なんて無理だった。そう思っているんじゃないの？」

　その言葉におにぃだけではなくて、私までズキッと胸が締めつけられるような痛みを覚えた。

　確かに口もきかなくなって二週間も経つし、それでいて私たちはまだ仲直りのきっかけすら掴めていない。兄妹喧嘩って仲直りのきっかけが掴みづらいって個人的に思っているけど、もし私たちな兄妹っていう関係でなかったのなら、おにぃとは自然消滅していたかもしれない、そう考えたら苦しくて悲しくなる。

「ならいっそ別れて普通の兄妹に戻ったほうが、すんなりと仲直りできるかもしれないわよ？」

「……やけに饒舌だな、お前」

「ふふ、確かにそうかもしれないわね。けど当たり前じゃない」

「はあ？」

　そこで少しだけ不自然に会話が途切れる。気になって後ろを覗き見ると、テーブルの上に置かれたおにぃの手には、幼馴染みさんの手が重ねられていた。

　それを見て思わず声が出そうになったけど、ぽつり、と真剣な面持ちで呟かれた幼馴染みさんの言葉によって押し留められる。

「あなたたち兄妹が別れたら、今度こそあなたとヨリを戻すチャンスだもの。饒舌にもなるわ」

　ドキっとした。

　幼馴染みさんがおにぃのことを好きなのは小さい頃から薄々感じてはいたけど、こうもストレートにぶつけているところを見るのは初めてだ。

「ねえよ。前にも言ったけど、それだけは絶対にねえ」

　けれどおにぃの反応はとても刺々しいもので、どこか幼馴染みさんの好意に嫌悪すら感じる。

　正直、おにぃと幼馴染みさんの関係がここまで冷えきっているとは知らなかった。……多分だけど、私の知らない関係が二人にはあるのかもしれない。ムカつくけど。でも心のどこかでホッとしたのも事実で。

「なら、あの子はどう？」

「あの子？」

　そしてその安心すら幼馴染みさんの次の一言で簡単に吹き飛ばされた。

「ほらあの子よ。あなたの会社の後輩よ」

　さっきより一際大きく心臓がぎゅっと締めつけられる。

　おにぃの会社の後輩さん。

　去年の夏にあった私と元カレとのいざこざに巻き込まれた形でおにぃの前から姿を消した人。そしてなにより――

「あの子、あなたに告白したんでしょう？」

　幼馴染みさんの言うとおり、おにぃのことが好きで、私と違って自分からちゃんと好意を伝えていた人だった。

「あの子、今でもあなたが好きだと思うわよ」

「……どうかな」

　そう言うおにぃの声はどこか哀愁があって、もしかしたら今と違う形の未来を思い浮かべているのかもしれない。

　そして、それはなにより私があの日から消そうと思っても消えない小さなしこりとなって心の奥底に存在しているものだった。




　本当は、おにぃは私じゃなくて後輩さんの好意を受け取ることもできたんじゃないのかって。




「〜〜っ」

　一度可能性を思い浮かべてしまえばあとは簡単で、私の心の中にたちまち暗雲が立ちこめる。

　どうしよう。おにぃと別れたくない、離れたくない。けどもし、もしおにぃが付き合ってもいいって言ったら……。

「いやたとえそうでも後輩とも付き合う気はねえよ」

「……え？」

　その答えに、幼馴染みさんより先に私は声を上げる。

「それはなぜ？　居場所がわからないからかしら？」

「いやそうじゃねえよ」

「では、なぜ？」

　私とは違って、ある程度予想していたのかもしれない、幼馴染みさんの冷静な声音。それに続くように、おにぃはため息混じりにこう告げた。

「なんでって、たとえ喧嘩してても俺が好きなのは妹だけだからな。今さら誰かと付き合う気はねえよ」

　おにぃのその宣言に、さっきまで自己生産していた不安なんて一瞬で消え去って、自分の顔がめちゃくちゃ熱くなるのを感じる。ほんと、おにぃのばか。

　自然に足がバタつきそうになるのを抑える。傍から見たら変な人だろうけど、やっぱりおにぃがバカでわるい。

　一人でうにゃうにゃしていると、不意に幼馴染みさんがこう呟いた。

「なら早く『そこにいる』妹さんと仲直りすることね」




◇




「そこにいる妹さんと仲直りすることね。まあ、その必要はもうなさそうだなれどね」

「は？　どういう意味だ……あ」

　幼馴染み兼元カノがどこか楽しげな笑みを浮かべながらそう言って、俺のちょうど真後ろを指差す。

　導かれるようにして体ごと後ろに振り返ると、

「っ!?」

　顔どころか首筋まで真っ赤にした俺の妹がそこにいた。

「じゃ、貸し一つってことで。私は先に帰るから」

「いやお前これ!?」

　いつから妹がいたことに気づいてたんだよとか、そもそもどこから話が聞かれてたのとか、というか直近で俺めちゃくちゃ恥ずかしいこと言ってましたよね!?

「あ、そうそう。喧嘩した後の仲直りセックスってすごく気持ちいいらしいわよ？」

「お前……っ!?」

　あえて俺たち兄妹二人だけに聞こえるように囁くと、さっさと会計を済ませた幼馴染みは俺と妹を残してファミレスから出ていった。

「…………」

「…………」

　いたたまれない雰囲気にお互いかける言葉が見つからず、沈黙だけが横たわる。

「あ、あのさ」

「お、おう」

　やがて耐えかねた妹が口を開く。どことなく声が震えている気がするけど、そこに突っ込めるほど俺もまた平静ではないのでスルーする。

「とりあえず家、帰らない？　いてもやることないし」

「まあ、そうだな」

　促されるまま残っていたコーヒーを一気に飲み干し、精算を済ましてファミレスを出て、妹と一緒に家へ帰った。




　家に着くまでも、着いてからもお互いに喋るタイミングを図りかねてつかず離れず、口を開いては閉じるを繰り返していた。

　今はリビングの上で、二人並んで座っている。もう帰ってきた直後のこのタイミングしかない。話をするなら今だ。

「あのさ」

「あのね」

　けどそこはさすが兄妹。いや冷静に考えたら向こうも同じようにタイミングを図っていたのなら、そりゃあ被っちゃうよね。

「ふふっ」

「くくっ」

　そんなやり取りすらなんだかバカバカしく思えてきて、つい吹き出してしまった。探り合いとか、俺たち兄妹に一番必要ないのにな。

「あー、おっかし」

「全くだな。何してるんだろうな、俺ら」

「お母さんが見たら絶対『アホ兄妹』っていうよ」

「それな」

　ひとしきり妹と笑い合って、目尻に溜まった涙を拭うと、自然と俺の口からその言葉が出た。

「悪かったな。その、色々と大人気なかったな、俺」

　今にして思えば、兄妹喧嘩なんて古来より、どんなに理不尽だろうと兄貴が必ず折れるなきゃならないんだから、意固地にならずとっとと謝っておけばよかった。それなのに、俺は高校生の妹と変に張り合って長引かせてしまったのなら、せめて謝罪の言葉は俺から言うべきだろう。

「なにその子供扱い。ムカつくんですけど」

「えぇ……」

　どうやら妹的にはお気に召さなかったらしく、むぅと頬を膨らませて不満そうな顔をする。でもすぐに笑って、妹は「まあ許してあげる」とそう言ってくれた。

「じゃ、仲直りだな」

「うん、仲直り」

　結局のところ、終わってみれば二週間も引きずるような喧嘩でもなかったんじゃないのかと思えてくる。

「ん、ちゅ」

　そう回顧していたら、不意に隣に座る妹から唇に軽くキスをされた。

　慌てて振り向くと、妹はファミレスで見たときよりさらに顔を真っ赤にして、こう言った。

「な、仲直りの証拠だから！」

「お、おう」

　まだお兄ちゃん、何も言ってないけどね？　あと証拠って、お前。さすがに言い訳にしては雑すぎない？

「んっ♡」

　けど俺もそういう気分だったのもあって、素直にその証拠を受け取ると、俺からも証拠を妹に返す。

「ちゅ、ちゅ」

　啄むような軽めのキス。それでも二週間ぶりのキスは破壊力抜群で、俺は妹の後頭部に手を回すと、そっとソファの上に押し倒し、妹の頬にそっと手を添えながら続ける。

「もっと、ん、ちゅ、キス……して」

　すると妹は頬に添えた俺の手に自分の顔を擦りつけながらそう呟く。それが可愛すぎて、手のひらでさすさすと頬を撫でると「えへへ」と緩みきった声が妹の口からこぼれる。

　けれどその瞳だけはちゃんと情欲に染まっていて、誘われるように俺はもう一度妹の口にキスをする。

「んっ♡　ちゅぴ、ちゅるっ、れろっ……ちゅ、ちゅぅ」

　重ね合わせた唇。やがて妹の口が半開きになると、そこから舌先が飛び出て俺の口に触れる。

　舌を挿し入れ、お互いの舌と舌がまるでなめくじのように絡み合って、粘膜を交換する。

「んっ、もっと舌、吸って♡　んっ♡　ふぅ……れろっ、ちゅ、ちゅっ」

　途中、息が苦しくなって少しだけ離れたら、妹が蕩けた表情でそうおねだりしてきた。

　おねだりに応えて、差し出された妹の舌を口で咥えて、ちゅうちゅうと吸うようにして口外へ引っ張り出すと、ぐすぐすに緩んでいた妹の顔がさらに緩んで、幸せそうな女の顔が露わになる。

　深いキスに熱中していると、もっと繋がりたいと顔の横で猫の手みたいにぷらぷらと手持ち無沙汰に揺れる妹の手を軽く握った。

　すると妹も同じ気持ちだったのか、少し痛いくらいに握りしめられ、指と指を絡める、いわゆる恋人繋ぎに変わる。

　唇からなだらかな鎖骨のライン。そして肩口に近い位置や胸の横のあたりにキスの雨を降らせていくと、とろんとだらしなく妹の目尻が下がった。

　肩がわずかに出ている服のせいか、かすかに上下する両肩はうっすらと朱に染まっているのがひと目でわかる上に、息も絶え絶えな……というより快楽の波に溺れ、気持ちよさの渦に呑み込まれる寸前といった妹の顔があった。

「脱がすぞ？」

「うん」

　顔を離してそう告げる。離れるときに、お互いの唇の先には透明な唾液の糸が伸び、しかも途中で途切れて妹の口の横にぺとっと落ちた。

　布や手頃な紙がないので上着の袖口でそれをそっと拭ってあげようとしたら、目の前で妹がそれを舌で舐め取り「んふっ」と艶かしい吐息をこぼす。

「……どうかした？」

「いや、大丈夫」

　どうやら妹自身、無意識でやったことだろうけどこれはヤバい。なにがヤバいかは上手く言えないけれど間違いなくヤバい。

　ただハッキリと言えるのは、それを見て息子が今日一の勃起をしたことだ。

「ん、おにぃの、それ……」

　それは妹もなんとなく察したのか、俺の大きく隆起した、今にも弾けそうなまで大きくなった息子を……というかその息子が押し上げてもっこりと盛り上がったズボンを見てそう呟いた。

「あ、あのね」

「……ナンデスカ」

「なんでカタコト？　って、そうじゃなくてさ」

　あんまりそれを指摘されたくなくて、ついふざけてみたが、妹は気にした様子はなくこう言ってきた。

「そ、その、……してあげようか？」

「え？」

　今日一番、顔を赤くしたまま妹は、俺の勃起した息子をズボン越しに触れながらこう言った。

「く、口で……」

　たった数文字の言葉すら尻すぼみになるほどか細い声で妹はそう呟く。

「いいのか？」

　そう言うと妹は若干戸惑った様子で俺をチラッと一瞥し、意を決したようにコクリと頷いた。

　付き合って一年。流れや雰囲気に任せてフェラをしてもらうことがほとんどだったから、こうしてストレートに言われるのは初めてだ。

「ん、ありがとうな」

「どういたしまして？」

　にぎにぎと繋いだ手を握りしめる。そして繋いでいたその手を離して、俺はソファの上に仰向けに寝転がり、その上に妹のお尻が顔の上に来るように跨がらせる。

　いわゆるシックスナインの形になると、妹は俺のズボンとパンツを脱がせ、限界まで勃起した息子を取り出す。

　俺も俺で、妹のスカートをめくり上げ、白のショーツを脱がせる。

「あ、あんまり激しくしないでね？」

「わかってるよ」

　目の前には、薄く開閉する秘裂に、そこから溢れた透明な愛液によって濡れた肉ヒダが広がっている。

「んっ♡」

　そっと口をつけると、妹の体がピクッと震えた。

　そして負けていられないとばかりに、剥き出しの亀頭にしっとりと柔らかい唇の感触が訪れた後、むわっとした妹の熱い吐息が先走りを垂れ流す鈴口を通り抜ける。そして間髪入れずに、息子の先端部分がぬるりとした感触に包まれ、じゅるっと妹が唾液を啜る卑猥な音が鼓膜に届いた。

「んっ……ふぅ。ちゅ、ちゅぷっ、じゅる、じゅぷ……んっ、んっ」

　目の前には妹のお尻しか見えないけれど、時折見切れて見える妹の頭が小刻みに動いているのがちょろっとだけ確認できた。

　最初は先端から鈴口の辺りだけが妹の口の中で上下に愛撫されていたが、次第に竿全体が呑み込まれ、長いストロークによって息子のすべてを口で奉仕される。

　腰が浮くような、あるいは息子が痺れるような快感の波がぐるぐると押し寄せてくる。

「んんっ♡」

　俺ばかり気持ちよくしてもらう訳にはいかないと、俺も眼前に広がる妹の秘所にそっと指先を這わせる。

　両手で閉じられた花弁を開く。

　何度も俺とセックスしているというのに、血色のいいピンク色に染まった妹の割れ目の中。その中で物欲しそうに口をパクパクさせている膣口が姿を見せ、そこから少し粘度の高い透明な液体がこぽりとこぼれ落ちる。

　溢れ出る愛液を指先で掬い、膣口の縁をなぞるようにして撫で回すと、妹のお尻がぴくぴくと反応を返してくる。

　もっと、反応が見たい。

「ちゅっ」

「んあっ!!」

　そんな邪な思いで妹の膣口に、舌先を押しつける。無味無臭、というかかすかに甘い妹の愛液を舌で感じながら、割れ目全体に吸いつく。

「や、だめ……吸っちゃ、やら！」

　じゅるっ、じゅるっとあえて音を立てて、とめどなく溢れ出る妹の愛液を啜る。

「だから……あっ、おと……だめぇ」

　咥えていた口から離した俺の息子にしがみつくようにして懇願する妹だが、イヤイヤしながらも離れようとしないのはたぶんそういうことだろう。

　構わずに俺は、吸いついた妹の割れ目に舌を這わせ、溢れ出る愛液の源泉たる膣口に舌先をほんの少しだけ差し込んだ。

　きゅうきゅうと締めつける妹の膣内は、挿れた舌でさえもキツく感じ、

「あっ、舌……おっきいの、はいって♡　んっ！」

　入ってきた俺の舌を四方から膣壁がきつく締め上げ、なおかつ小刻みに蠢き、なにかを乞い願うようにして奥へ奥へと誘ってくる。正直、舌が抜き取られるかと思った。

「はむっ……あっ、ちゅっ、れろっ……ちゅ、ちゅぅ……んちゅ、……っ、んっ、んっ」

　やられっぱなしじゃやだって思ったのか、妹は再び俺の息子を口に咥える。

　ぬるりとした舌の表面が息子を撫で上げ、亀頭に吸いついては鈴口から垂れ流される先走りを啜る。

　そうやってお互いに相手を気持ちよくさせようと責め続ける中、珍しく先に絶頂したのは俺の方だった。

「そろそろヤバいかも」

　ペシペシと妹のお尻を叩いて、出す寸前だということを伝える。

「ん、ふっ……わ、わかった。……あむっ、ちゅ、ちゅっ……んぁ、ちゅぷっ」

「い、いやだから、早く口を離せって……っぐ」

　射精まで秒読み態勢に入った息子を、尻に力を入れて必死に押し留めながらそう告げるも、妹は全然俺の息子を咥えたまま口での奉仕を止めようとはしない。

　それどころか息子の先端が頬の内側に強く当たるほどの激しい口淫に、俺の息子はいよいよ限界を迎えようとしていた。

「ちょ、お前」

「んちゅ、ちゅっ……出していいから……んっ、ちゅる、口に、らして……いいから……ちゅぅ、ちゅぷ、き、きて……ん、ちゅっ」

「……知らないからなっ、あぁ、出るっ！」

　お許しが出たことで理性が我慢することを止めた、その瞬間。

「〜〜〜〜」

　どくっ、びゅるるるるる

　堰を切ったように勢いよく鈴口から飛び出ていく劣情を、妹の口の中へと解き放つ。

　周囲の音が消え失せ、心臓の刻むリズムとそれより早く打ち鳴らされる射精の音だけが耳朶を打ち、だらしなくも口端からよだれが零れ落ちそうになった。

「……っ、はぁ。ほら、ここにぺってしろ」

　シックスナインの体勢を解き、妹の口元にゴミ箱を差し出す。けれど次の瞬間、お嬢様の白い喉元がこくりと動いた。

「んっ、くっ……ん、ふっ、んんっ」

「ちょっ、え？」

　驚く俺をよそに、妹は口の中にある精液を、苦戦しながらもゆっくりと嚥下していく。

　やがてこくり、こくりと断続的に動くその白い喉が止まると、目尻に涙を浮かべた妹が俺の方に向き直り、

「んっ♡　どう？　きれい？」

　そう言って、んばぁ……と空になった自分の口の中を見せてくる。

「いや無理すんなよ」

「むぅ。せっかく頑張ったのに……」

「いいだよそういうのは。ほら、口ゆすぐか？」

「ん、そうする」

　コップに蛇口から注いだ水を手渡し、口の中をすすいで後処理を終えた妹が改めてこちらを向く。

「どうしたの、おにぃ？」

「いや、ほんとに大丈夫かなって思ってさ」

「大丈夫だってば。それよりさ」

　心配する俺をよそに、妹はぐっと距離を縮めてくると、

「……続き、しないの？」

　耳元でそっとそう囁かれた。

　不意に囁かれたその言葉は、出し終えて硬度を失いかけていた息子を奮い立たせるのには充分すぎて、

「え、ちょっと……待って、あっ……」

　俺はそのままソファの上に妹を押し倒した。

　ワンピースのようなお出かけ用の服の裾に手をかけ、上に少しずつ脱がす。こぼれる白く輝く太ももに、その先で濡れた妹の秘所が視界に入る。

　やがて全身が露わになり、白いブラに包まれたその年相応よりやや大きく豊かな胸がこぼれ、ブラを外すと薄いピンク色の突起が顔を出した。

「んっ……ちゅ、ちゅ」

　体を妹のほうへ押しつけ、小鳥が啄むようなキスをしていると、硬くなった息子がちょうど妹の濡れた割れ目に押し当たり、少し位置をずらして腰を前に押し出せばそのまま挿入できそうで。

「……入れていいよ、お兄ちゃん」

　そう蕩けきった表情で言われ、

「んあっ♡」

　ずるり、と花弁を押し開くようにして先端を前に進め、ぐずぐずに濡れた妹の膣口から中へと息子を侵入させた。

　押し入った膣内は熱くてとろとろに蕩けていた。しかも挿入するや否やひだひだの膣壁が息子を四方から絡め取り、きゅっきゅと小刻みに締めつけてくる。

「……あっ、これ、奥まで♡　んっ、はいってる……あぁ！」

　さっきまでの舐め合いっこが効いていたのか、いきなり奥をついても平気だったらしく、そのままゆったりとナカを往復しただけで、妹はその白い喉元を俺の目の前に晒しながら軽く絶頂を迎えた。

「なんかっ、今日は……膣内がきついな」

　そう言うと、絶頂でキツく締まっていた妹の膣内がさらに収縮を繰り返し、結合部からは息子で栓をしているのにもかかわらず、とめどなく愛液が滴りと落ちてきた。

「だって、んっ、二週間もしてなかったから……」

　下半身からくる久しぶりの快感に、妹の顔は真っ赤に染まり、目尻に涙を浮かべる。

　どうやら長いレス期間があったせいか、入れているだけ甘く軽い絶頂を迎えるらしく、くしゃくしゃに快楽で顔を歪ませているその姿に、俺の中の嗜虐心を煽り、思わず腰の動きが激しいものになった。

　けど理由はたぶんもう一つある。

「急に……あっ、あっ、はげし……ん、だめ、あぁっ♡」

「これも久しぶりだからってことで、ひとつ」

「ぜったい、んっ……いま、ふっ、思いつきじゃん……んんっ♡」

　まあ思いつきなのは否定しないけど、こんな快楽に溺れかけた妹の女の子の反応を見せられたら、理性が利かなくなるのは仕方ないと思う。

　それにちょっと癪だが、今の俺たちはたぶん幼馴染みが言ってた仲直りのセックスっていうシチュに、いつも以上に自制が利かないのだと思う。

「わたしが……あっ、んっ♡　わるいみたいじゃん、それぇ♡」

「いや、悪いだろ。今のお前めちゃくちゃエロいからな」

「あっ、あっ、してない、もん。そんな顔、んあっ♡」

　説得力のない緩みきった声を上げる妹の膣内を、剥き出しの亀頭が天井を擦るようにして奥へと押し進み、引き抜こうとすれば外へ出るなとばかりに膣壁がきゅっと締まり、また奥へ進むと歓喜したかのように息子全体が愛撫される。

　抜き差しするたびに終わりのない快感に身を委ねて腰を振るっていると、とんっと行き止まりに先端が触れた。

「……なあ」

「はぁー、はぁー♡　な、なに？」

「そういえば今日って大丈夫な日か？」

「今さらじゃん、それ」

「いいから、ほら」

　ぐにゅ、と先端で触れている子宮口を突き上げると、妹は身悶えしながら答える。

「……半々かも」

　主語がないけれど、その意味はすぐにわかった。

「マジか」

　その答えは、正直このまま妹の子宮の中に出したいという男の業が顔を覗かせている俺の中で、快楽に身悶えするこの女の子の奥深くで白い欲望を爆発させろ、種を植えつけろ、と心の中がぐるぐるとかき乱される。

「ふー」

　しかし俺は深呼吸して、それを理性で押し留める。俺たちは兄妹で、その一線だけは超えてはいけないラインだ。

　だから無責任に欲望をぶちまけてはいけないのだと、必死に自制している最中、動きを止めた俺を怪訝に思ったのか、妹と目が合った。

「んあっ、あっ……んっ、ね、ねえ……」

「大丈夫だよ、外に出すから」

　暴発しないよう、ゆったりとしたストロークに変え、その分を補うように妹と深いキスを交わし合う。

　けど、どうやら妹は違ったようで。

「そうじゃなくてさ……んちゅ、ちゅる、れろっ……なかでいいよ？」

「え？」

「あとでピル飲むし、大丈夫だから。その……」

　途切れた言葉の続きを表すかのように、妹の華奢な両脚が俺の腰をがっちりと掴みながら、ぽつりとこう呟いた。

「おにぃのせーし、なかに欲しい」

　その瞬間。妹のその言葉に比例するように膣内が激しく収縮し、息子から伝わる快楽の波に、壁となっていた理性が粉々に吹き飛ばされた。

「ほんとにいいんだな？」

「うん、仲直りの記念？　的な？」

　きっとそれは妹なりの精いっぱいの嘘だった。

　本当は駄目だって分かってて、でも俺のこと考えてその嘘をついてくれているのだろう。

「……もしデキたら一緒に地獄までいくからな」

「なにそれ。おにぃ、変に覚悟決めすぎ」

「かもな」

　けど、それがせめてもの俺の誠意だと思うから。

　妹も意を汲んでくれたのか、再開した俺の腰の動きを受け入れ、目を閉じてそれ以上はなにも口にすることはなかった。

　腰を打ちつけ、息子が妹の最奥を突く。ぶつかるたびに結合部から透明なしずくが飛散し、パタパタと滴り落ちる。

「んあっ、あぁっ、んっ！　あっ、おくっ、けずれて……やっ、あっ、はぁ……はっ、んぁ、あぁっ」

　元々、お互いに限界は近かったのだと思う。

「だめ、これ……あっ、んっ……あっ、あっ、あぁっ！」

　じゅぷっ、じゅぷっと抜き差しすると奏でられる卑猥な水音が耳朶を打ち、背筋がぞわぞわと粟立つ。

　せり上がってくる快感に、それ以上に今はもっと妹と繋がっていたいと思う。

「はぁっ、あっ、だめ、あたし、もう……！」

「いいぞ、先にいっても……」

「んっ、んあっ！　ふぁっ！　くるっ、きちゃ、あぁ……！」

　ぎゅぅぅっと妹の両手が俺の首を掻き抱き、それと合わせて膣内が激しく収縮を繰り返す。

　降りてきた子宮口が、本来の役目を果たそうと大きく膨らんだ鈴口に決して離さないとばかりに吸いついてくる。

　そしてついに。

「〜〜〜〜っ♡」

　妹の全身が大きく痙攣し、ぎゅっと力一杯に俺の体に抱きついてきた。

　下唇を浅く噛みしめ、真ん中によった柳眉とキツく閉じられた目。その上をふるふると震えるまつ毛は涙で少しだけしっとりと濡れていて。

　なにより絶頂を迎えた妹の膣内は激しく収縮し、降りていた子宮口が鈴口にこれでもかと吸いつき、はやく種を出せとばかりに蠢く。

　そして俺たちはラインをまた一つ超えた。

「――っ、ああっ！」

　びゅっ、びゃるるるっ！

　決して安全ではない妹の子宮内への中出し。

　それは今までより一際快楽の度合いが強く、なにより気持ちよさは普段より段違いで。

「んっ♡　奥、あっつい♡」

　どことなく妹のそういう声も女の子としての役割を果たせたという自負からか、艷やかで甘い声音で、俺はもうこのまま死んでも後悔しないぐらい多幸感に心を満たされたのだった。




◇




「そういえばさ、なんで怒ったんだ？」

「うん？」

　あれから数分後。どうせならお風呂も一緒に入ろうと、セックスのあとの汚れとかあとはもう一回戦とかして、今は二人並んで風呂に浸かっていた。

　広い湯船だというのに隣で肩を寄り合わせて座る妹に、ふと今回の兄妹喧嘩となった原因について聞いてみた。というのも、

「ほら、買い物ついでに記念日祝い買おうとしただろ？　正直さ、あの時なんでお前が怒ったのか見当がつかなくてさ」

　という感じで、俺としては妹が怒った理由にまったく心当たりがなく、お兄ちゃんスキルではどうしようもなかったのは事実だ。後学のためにも、教えてもらおうと思ったのだが。

「えー、言わなきゃだめ？」

「嫌か？」

　なぜか妹はその理由を教えるのが嫌なのか、そんな否定的な素振りを見せる。

「嫌って言われたら嫌じゃないけど、言いたいかって聞かれたら言いたくないかな」

「めんどくさ……って、すみません調子に乗りました」

　お湯の中で繋いだままの手がぐっと握りしめられ、無言の抗議を受ける。でも、やっぱり正直めんどくさいです。

「ちなみに、おにぃが記念日のお祝いに買おうとしてたのはなにか覚えてる？」

「え？　なに突然」

「いいから答えて」

　やけに真剣な表情でそう告げられ、当日のことを思い出す。

　確か、あれはショッピングモール内の雑貨屋の前で、妹に記念日の話を振ってこれとかどうだ？　って聞いたんだよな。んで、そこから機嫌が悪くなった……というより喧嘩になったんだっけ？

　そして俺が買おうとしてたのは――

「……もしかして新しいヘアピンか？」

　キラキラとした装飾が綺麗な、ちょっと高めのヘアピンだった。

「うん、それ」

　どうやら合っていたらしく、妹はコクリと頷く。え、いやでも待ってよ、もしかして俺、ヘアピン買おうとしてめちゃくちゃ怒られたの？　さすがに理不尽過ぎない？

「そういうことじゃなくて、これ！　覚えてないの？」

　困惑する俺を見かねてか、妹はずいっと目の前に自らの頭を突きつけてくる。

　お風呂に入るためにまとめ上げたお団子の黒髪。そしてその前髪を止めるべくそこには『妹がいつもしているけど、俺の意識にはあまり映らない白いヘアピン』があった。

「これ私が小学五年の時に、おにぃが初めて買ってくれた誕プレだから、その……私にとっては世界で一番大事なの。なのに……」

　そこまで言われて俺っていうやつは妹が怒った理由に思い至った。

　付き合って一年記念のときに、妹のヘアピンを新しいやつに買ってやろうと言ったけど、実はそれはこいつにとって大切なもので、しかもそれは俺からの初めての誕プレだったと。

　……そういえば初めてもらった給料で買ったわ、そのヘアピン。

「なのに、おにぃは忘れて新しいの買おうとか言うし、これだって今はもう売ってないから大事に使ってるのにさ！」

　いやまあお怒りはごもっともだが、俺からもこの件に関しては一つ言わせてもらいたい。

　確かに普段から妹はヘアピンをしているが、日常的に身につけているものにそうそう意識は向かないだろ！　他人に妹の特徴を伝えるときとかに、ワンポイントとしてヘアピンについて触れるけど、そもそも普段から見ているから気にしないし！

　けど、そんな俺の言い訳なんて知らないとばかりに妹はこう言うのだった。




「ほんと、おにぃはたまに鈍感いじわるバカになるよね」
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